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　中央部の出土遺物点数は，狩俣遺跡全体の約３割にあたる１，８７８個であり，南部調査区の次に多

い。しかし，南部には縄文時代の出土遺物がほとんどなく，古代遺物の小破片が含まれることから，

縄文時代に関しては本遺跡の中心となっている。

　全域が現在畑地として使われていたことから，上部の削平やボラ抜き，大規模な天地返しなどの

耕地整理が行われ，大部分が表土（耕作土）直下にⅣ層が堆積している状態であった。大規模な天

地返しは概ねⅥｂ層まで達し，縄文時代前期までの遺物包含層は消失している状態であった。縄文

時代早期の遺物包含層であるⅦ，Ⅷ層は良好に残されており，土器や石器が中央部調査区のほぼ全

域で出土している。

　出土遺物は，縄文時代早期と晩期が主体で前期・後期の土器もわずかにみられた。中央部の南側

では，削平を受けずにⅠ～Ⅲ層が残っている部分も多く，古代の遺物も多く出土した。

　その他に古墳時代，中世，近世の遺物も少量であるが出土している。

������（第１２４～１４４図１８３～４７５）

　縄文時代の土器は，本遺跡で分類した１７類中１６類が出土している。

��������（第１２４～１３４図１８３～３５３）

　縄文時代早期の土器は，Ⅰ～�類が出土した。

�����（第１２４～１２７図１８３～２６３）

　１８３～２６３はⅠ類土器で，全て円筒形を呈している。Ⅰａ類（１８３～２２７）とⅠｂ類（２２８～２５２）に

細分できる。

　Ⅰａ類は総じて，口縁部外面を貝腹縁あるいはヘラ状工具で連続して刻み，端部は波状を呈しな

がら尖り気味に立ち上がり，１８９のように押圧する例もある。

　１８３の復元口径は２７．０�で，口縁端部はヘラ状工具で上下２段に刻まれ，胴部は粗い条痕に仕上

げている。なお１８８も同様な特徴が認められる。

　１８４～１８７は貝殻腹縁で刻まれ，１８４で１１．４㎝，１８５で２２．０�，１８６で１０．８�，１８７で１１．２�の口径が

復元できる。１８９は二枚貝の殻頂部を浅く連続して押圧している。なお，他の土器の器面調整が右

下がりの条痕仕上げであるのに対し，本例は左下がり仕上げの個性が抽出できる。

　１９０は貝殻腹縁による二段の刺突文を平行に交互に面しながら，１９１～１９３，１９５，１９６ではヘラ状

工具を用いている。１９４は口縁端部（口唇部外面）をヘラ状工具で深く刻み，その直下に横位の貝

殻腹縁刺突文を３列施し，器面は丁寧にナデて仕上げている。１９５の復元口径は１０．２�で，器面は

筋間の小さい貝殻による条痕仕上げが見られる。胴部２００～２２７は条痕仕上げで，内面は条痕仕上げ

とヘラ削りが拮抗する。

　Ⅰｂ類は，口縁部外面をヘラ状工具で連続して刻み（刺突文），基本的に口唇部は平坦を形成し，

２２８，２３１等ではその平坦面が浅く刻まれる。また，器面は横位の条痕仕上げが一般的となる。復元

口縁は２２８で径１７．０�，２２９で１２．６�，２３０で１１．６�，２３１で１０．４�。２２８では特徴的な沈線文が見ら

れる。なお，２２９，２３０，２３２では，刺突文の下位に平行する貝殻腹縁刺突文が施される。２３３～２５２

の胴部はいずれも横位の貝殻条痕で仕上げている。

　２５５～２６３はⅠ類土器の底部であるが，ａ類とｂ類の区分は困難である。２５５，２５９の接地面は薄く，
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－１７５－

２５７，２５８では厚い。２５８では内外面全てを条痕で仕上げ，２５９では内面はナデ，外面は条痕で仕上げ

ている。

　２５６，２５７の内面は指頭ナデで仕上げ，２５６には穿孔が施される。

　����（第１２８図２６４～２７１）

　２６４～２７１がⅡ類土器で，角筒形土器を一括している。

　２６４，２６５は山形を呈する角筒の頂部で，口縁部外面に縦位の貝殻腹縁刺突文を規則的に施し，胴

部は横位の条痕地文上に斜位の沈線文及び貝殻刺突文が施される。

　２６７は角筒形土器の接合部の頂部に貝殻刺突文，２６８，２６９は波状沈線文が界線状に施文される。

�����（第１２８図２７２）

　２７２の１点だけである。胴部に連続する貝殻刺突文を施すものである。

　����（第１２８図２７３，２７４）

　２７３と２７４の２点である。いずれも胴部に横位の貝殻押引文を施す。２７４は底部で下位に縦位の沈

線文を施す。

�����（第１２８図２７５～２８４）

　２７５～２８４はⅤ類土器である。２７５は復元口縁径２３．２�を測る。口縁部は外反し口唇部には刻目が
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－１７７－

見られる。口縁部には斜位の貝殻刺突文，胴部には綾杉状の貝殻条痕文を施す。

　２７６は口縁部の外反が弱いものである。口縁部には横位の貝殻刺突文，胴部には上位は横位，そ

の下は斜位の貝殻条痕文を施す。

　２７７は口縁部に近い部位で斜位の貝殻刺突文を施す。２７８は横位の貝殻条痕文，２７９～２８２は綾杉状

の貝殻条痕文を施す。

　２８３，２８４は底部で，いずれも斜位の貝殻条痕文を施すものである。

　����（第１２９図２８５～３０２）

　２８５～３０２が該当する。Ⅵ類土器の最大の特徴は器壁が厚く，口縁部上位が内弯する形状で且つ，

口唇部が平坦面を形成し，底部も分厚く頑丈に作られていることである。口縁部形状の特徴は

２８５，２８６で，口唇部の特徴は２８５，２８７で，底部は３０２等で見ることができる。

　２８５の復元口径は２２．２�で，口縁部下位から胴部上位に３列の貝殻刺突文を，それらの下位には

縦位の貝殻腹縁刺突文を横方向に連続して施し，押し引き文様に施文される。

　２８６の胴部には，貝殻腹縁刺突文を横位に移動しながら鋸歯状の刺突文を構成している。

　２８７は鋸歯状を重ね綾杉文を，２９８もそれに類している。２９２～３００の胴部には横及び斜位の貝殻腹

縁刺突文が直線的に施される。

　����（第１２９図３０３～３０５）

　３０３～３０５はⅦ類土器である。

　３０３は口縁部で横位の貝殻条痕文が施されている。３０５は横位及び縦位の貝殻条痕文が施される。

�����（第１２９図３０６）

　３０６の１点のみである。細かいヘラ状工具による斜格子状の文様が施される。底部近くであるが，

型式の判明しないものである。

�����（第１３０，１３１図３０７～３３８）

　３０７～３３８はⅨ類土器である。

　３０７～３２６の押型文を施すⅨａ類と，３２７～３３８の押型文と貝殻条痕文の２種類の文様を施すⅨｂ類

に分けられる。

　３０７は内弯する口縁部で山形押型文を施す。３０８，３０９は口縁部が外反するもので，内面に山形押

型文を施すが，外面はナデ調整である。

　３１０～３１４は外面に山形押型文を施す。３１５～３２３は外面に楕円押型文を施すものであるが，

３１５，３１６，３２０は細い楕円押型文で，３１７～３１９，３２１，３２３は大きめの楕円押型文である。

　３２４～３２６はいわゆる「イチゴ」と呼ばれる押型文土器である，松の木等のような突起物を持つ枝

を回転施文したものと考えられている。

　３２７～３３８は同一個体と思われるものである。口縁部はあまり外反せず，胴部も膨らまない器形で，

底部は平底である。口縁部から胴部中位までは貝殻条痕文，中位から底部までは山形押型文と２種

類の文様を施す特異なものである。底部は網代底である。

　����（第１３２～１３４図３３９，３４０）

　３３９はⅩ類土器である。底部径４．８�，口縁部径２２．６�，器高２１．０�を測る。底部はやや小さく，

わずかに上げ底を呈する。胴部は膨らみ頸部でしまり，口縁部は大きく外反する。外面には縄文が
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－１７９－

施文され，縄文はＲＬの原体を棒に巻きつけてから，回転施文したものと考えられる。

頸部から口縁部にかけては縦位の縄文を施した後，幅１�の磨消を１．６�間隔に施してある。胴部

は横位，下部は縦位に施文した後ナデ調整が行われているが，明瞭ではない。また，口唇部にも縄

文が施され，上面観は楕円形を呈する。

　３４０はわずかに外反する口縁部で，外面には縦位，内面には横位の貝殻条痕文が施される。
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－１８２－

　�����（第１３４図３４１，３４２）

　３４１，３４２の２点が該当する。

　３４１は頸部屈曲部から口縁部へかけての資料で，外反しながらそのまま口縁部へ直線的に続くと

思われる。屈曲部に断面三角形の刻目突帯を１条巡らし上位には短沈線文と連点刺突文が見られる。

　３４２はいわゆる口縁部片で，３４１の上位に相当すると思われる。器面は内外面共に丁寧にナデた後

に，施文が認められる。

　�����（第１３４図３４３～３４８）

　３４３～３４８を一括したが，３４７と３４８については疑問も残す。

　３４３～３４６は壺型土器の可能性が高く，特に３４３と３４４の２点は直線的に内傾する頸部と思われ，刻

目を有する微隆起線文が確認できる。なお，３４７では浅い貝殻条痕，３４８の口縁部資料には撚糸文が

確認できる。

　３４９～３５３は�類ないしは�類土器の底部と思われる。

��������（第１３５図３５４，３５５）

　縄文時代前期の土器はⅩⅢ類が出土し，ⅩⅣ類は確認されなかった。
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－１８３－

　�����（第１３５図３５４，３５５）

　３５４，３５５の２点がⅩⅢ類土器である。

　３５４は胴部にみみず腫状の突帯を巡らし胴部内外面は貝殻条痕による調整が施される。

　３５５は内外面にも貝殻条痕が施されるもので，口唇部に刻目が見られる。

��������（第１３５，１３６図３５６～３７５）

　縄文時代後期の土器は，ⅩⅤ，ⅩⅥ類が出土した。

　�����（第１３５図３５６～３６０）

　３５６～３６０はⅩⅤ類土器で，胴部に貝殻復縁によるものと思われる連点文が施されるものである。

　３５６，３６０は縦位，３５７～３５９は斜位に施される。
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－１８４－

������（第１３６図３６１～３７５）

　３６１～３７５はⅩⅥ類土器である。沈線文を主体とするもので，やや太めの沈線文を施すもの（３６１～

３６４）と細目の沈線文を施すもの（３６５～３７３）に分けられる。３６５は山形を呈する口縁部であるが内

面にも沈線文が施される。３７４，３７５は胴部で貝殻条痕のみ観察される。

��������（第１３７～１４４図３７６～４７５）

　縄文時代晩期の土器は，３７６～４７５を一括してⅩⅦ類である。

　このⅩⅦ類土器は深鉢形土器（ⅩⅦ類Ａ），浅鉢形土器（ⅩⅦ類Ｂ），鉢形土器（ⅩⅦ類Ｃ）の３器種に区

分できる。また，深鉢形土器は口縁部の刻目突帯の有無によりⅩⅦ類Ａ－ａ（刻目突帯無し），ⅩⅦ類

Ａ－ｂ（刻目突帯有り）に細分している。鉢形土器も底部（接地面）の違いからⅩⅦ類Ｃ－ａ（ヘラ

削りないしはナデ仕上げ），ⅩⅦ類Ｃ－ｂ（編布を圧痕する），ⅩⅦ類Ｃ－ｃ（網目を圧痕する）に細分

して表示した。

　��������（第１３７図３７６～３９５）

　３７６～３９５が該当し，器面調整は条痕仕上げが一般的となる。

　口縁部資料が少ないことから細分には課題も残るが，３７６は無刻目突帯を口縁部直下に１条巡ら

している。

　３７８は口唇部に径１�程度の刺突文と同一施文具によると思われる沈線文を施すものである。

　３７９は屈曲の状況から肩部，３８０～３９２は胴部で，３８２，３８５，３８７～３９２は胴部の屈曲部に相当する。

　底部は３９３～３９５で，３９５の径は１１．２�でいわゆる円盤貼り付け手法が認められる。３８８，３９１の２

点については，最考の必要もある。

���������（第１３８図３９６～４０７）

　３９６～４０７を一括して取り扱った。

　３９６の復元口径は２１．６�で，口縁部直下と胴部上位に断面三角形の突帯を１条貼り付けている。
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－１８６－

口縁部突帯の直下に両面方向から穿孔を試みているが，貫通していない。

　３９８の復元口縁は３１．２�で，内外面の条痕仕上げは顕著である。口唇部外面，突帯ともにヘラ状

工具で刻まれる。

　３９９～４０５は口縁部もしくは口縁部直下に刻目突帯を廻らすものである。４０２は口縁部に刻目を施

すものである。

　４０５は刻目を有しない突帯である。４０６，４０７は胴部の屈曲部に刻目突帯を廻らすものである。

　������（第１３９図４０８～４１０）

　４０８～４１０の３点が該当する。

　４０８の復元口径は２８．０�，底部径７．６�，器高１５．２�である。底部は安定した円盤状の貼り付け手

法が見られ，底部から頸部の屈曲面までは外に開きながら直線的に立ち上がり，くの字状に明瞭に

屈曲し口縁部に至る。器面は丁寧にヘラで磨かれ，口縁部の一部には赤色顔料の塗布された痕跡が

残る。

　４０９の復元口径は２７．４�で，内外面の調整はヘラや工具によるナデ調整と４０８とは異なるが，全体
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的形状は類似するといえる。また，口縁部付近には赤色顔料の塗布の痕跡も確認できる。

���������（第１４０～１４２図４１１～４５０）

　４１１～４５０が該当する。Ｃ－ｂ類が編布，Ｃ－ｃ類が網目を圧痕するのに対し，圧痕の痕跡が認め

られないものを一括して取り扱っている。

　４１１は４４．２�の口径が復元できる大型の鉢で，洗面器状の形状を呈している。底部（接地面）は

平底と見られる。外面はヘラや工具でナデて仕上げているが，内面は工具等でナデた後ナデ調整を

重ね，水漏れ防止を図っている。

　４１２の復元口径は３６．２�で，器高は浅く，底部はヘラ削りで仕上げている。内面の仕上げは，４１１

と同一である。

　４１３の復元口径は１８．４�で，底部上位からほぼ垂直に立ち上がる。

　４１４は口縁部が肥厚する。４１５は口縁部が外反する。４１６～４２０は口縁部が直行するものである。

４２１は口縁部がわずかに内弯する。４２２は口縁部が外反する。

　４２3３～４５０は胴部及び底部である。

　４４２～４５０は底部である。底部がやや丸みを帯びるもの（４４４～４４６）と平坦なもの（４４２，４４３，４４７，

４５０）に分けられる。４４４の底部にはわずかではあるが組織痕の痕跡が認められる。
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　��������（第１４３図４５１～４６７）

　接地面に編布を圧痕した底部片，４５１～４６７を一括して取り扱っている。なお，口縁部まで観察で

きる資料が残されていないことから，先のⅩⅦ類Ｃ－ａ土器が本類の上部形状に該当すると判断する。

　４５１は胴部下位の屈曲部から接地面に，経糸間隔０．５�，緯糸は１�幅に７本で構成する編布が残

される。

　４５２は経糸間隔１．５�，緯糸は１�幅に７本，２７３は経糸間隔３．７�，緯糸は１�に７本の編布に網
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目圧痕が重なる。

　４５６は経糸間隔０．７�，緯糸は１�幅に８本，４５７，４５８は経糸間隔は不明，緯糸は１�幅に７本，

４５９は経糸間隔０．６�，緯糸は１�に７本，４６０は経糸間隔が０．７�，緯糸は１�幅に７本，４６２は不

明瞭であるが経糸間隔が０．７�，緯糸は１�幅に８本，４６３は経糸間隔４�，緯糸は１�幅に８本，

４６４は経糸間隔が０．９�，緯糸は１�幅に９本，４６６は経糸間隔０．３�，緯糸は１�幅に７本，４６７は

経糸間隔１�，緯糸は１�幅に４本と太い。一方，内面調整は入念に行われている。

���������（第１４４図４６８～４７４）

　接地面に網目を圧痕した底部片４６８～４７４を一括して取り扱っている。なお，Ｃ－ｂ類同様先のⅩⅦ

類Ｃ－ａ土器が本類の上部形状に該当すると判断する。

　４６８～４７０は同一個体の可能性が高いもので，長さ０．７�，幅０．３�の網目圧痕が残される。

　４７２は長さ１�，幅０．５�，２９１は長さ１．１�，幅０．８�の明瞭な圧痕が観察できる。

　４７４は長さ１�，幅０．８�で，いずれの資料も内面はヘラ状工具で入念に磨かれ，いわゆる半粗半

精製土器である。

　��������（第１４４図４７５）

　４７５は土器片を円盤状に打ち欠いたもので，メンコ形土製品とも呼称されるものである。径４．７�

のほぼ円形を呈しているが周縁部の打ち欠きは荒いものである。文様等が無く時期の判定に迷うも

のであるが，胎土・焼成から縄文時代晩期と捉えられよう。
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������（第１４５図４７６～４８４）

　４７６～４８４は古墳時代の土器で，いずれも甕傾土器である。

　４７６は，復元口縁径２６．８�を測る。胴部はわずかに張り口縁部は外反するものである。頸部には

刻目突帯を巡らし，内外面共にハケ目が認められる。

　４７７も４７６と同様の器形である。刻目突帯の刻目が胴部に及んでいるが突帯直下は横ナデにより消

されている。内面は工具ナデである。

　４７９～４８２は，刻目突帯を巡らす胴部である。４８１は，復元頸部径１３．０�を測る。４８２は，２条の突

帯を巡らす。

　４８４は底部である。底部径９．０�を測るもので中空の脚台である。指頭圧痕が認められる。

��������	�
��
���



－１９４－

����

　古代の遺物は遺物包含層であるⅢ層から主に出土しており，一部のものは下部のⅣ層においても

認められた。出土した遺物は土師器，須恵器，焼塩土器，土製品として紡錘車があげられる。

�����（第１４６～１５０図４８５～５７４）

　�（第１４６図４８５～４９９）出土した坏は，口縁部や体部の形状により以下のように分類できる。

　Ⅰ類…体部が底部から直線的に開くもので，口縁部が直線的なものと外反するものに分かれる。

　Ⅱ類…体部が底部からやや丸みを持ちながら立ち上がるもので，口縁部が直線的なものと外反す

るものに分かれる。

　��（第１４６図４８５～４８９）

　４８５～４８９は体部が直線的に開くものである。４８９はやや上げ底気味の底部をもつ。

　��（第１４６図４９０～４９９）

　４９０～４９９は体部がやや丸みを持ちながら立ち上がるものである。４９０は体部外面にロクロ目が凹

凸となって残るが，内面はきれいにナデ消されている。４９３は底部から立ち上がる外面にロクロ目

が筋状に残る。４９７は上げ底気味の底部をもち，ヘラ切りによる切り離し痕が残る。

　�（第１４６図５００）

　５００は小皿である。口径は７．３�で，器高は２�に満たない。体部は底部から直線的に立ち上がり，

口縁部の断面は鋭角な三角形を呈する。

　 （第１４６図５０１，５０２）出土した は，以下のように分類できる。

　Ⅰ類…直線的に開く体部をもち，底面径が約１０�程度の大きめのもので，短い高台が直立するも

の（Ⅰ－ａ類），高台が外側へ開くもの（Ⅰ－ｂ類），高台欠損後再利用しているもの（Ⅰ

－ｃ類）に分けられる。

　Ⅱ類…直線的に開く体部をもち，底面径が約７�程度のもので，短い高台が直立するもの（Ⅱ－

ａ類），高台が外側へ開くもの（Ⅱ－ｂ類），高台欠損後再利用しているもの（Ⅱ－ｃ類）

に分けられる。

　Ⅲ類…体部が底部からやや丸みを持ちながら立ち上がるもの。

　５０１はⅡ－ｃ類で，高台欠損後，砥石等の道具を用いて欠損部分を粗く研磨調整を施し再利用し

たものである。５０２は，内黒土師器の である。上位が欠損のため全体形は不明である。ややハの

字状に広がる高台をもち，接地面に平坦面をもつ。

　�� （第１４６図５０３～５０９）

　５０３～５０９は坏または の口縁部である。胴部より下位が欠損しているため，全体形が不明であり

土師器の坏または の口縁部～胴部としてまとめて掲載する。５０３は口縁部がやや外反するもので，

口縁部に段をもつ。５０４は外面にロクロ目が凹凸として残る。５０５・５０６は内面に爪のようなもので

つけたような跡がみられる。５０９は内黒土師器である。内面には丁寧なミガキ調整痕が残る。

��（第１４６図５１０）

　５１０は底径が１９．４�の盤である。底部はやや上げ底気味で，ヘラ切りによる切り離し痕が残る。

体部は底部との境目からやや屈曲し，そこから直線的に立ち上がる。口縁部は丸く仕上げている。
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　�（第１４６図５１１）

　５１１は口径約２６�の土師器の蓋である。天井部欠損のため全体形は不明であるが，体部下位は厚

く仕上げ，天井部に向かって器壁が若干薄くなるように仕上げている。くの字状に外反する境目の

外面にはナデ仕上げ時の指頭圧痕が明瞭に残る。

　�（第１４７図５１２～５７４）出土した甕は，口縁部の形態によって以下のように分類できる。

　Ⅰ類…口縁部が逆「Ｌ」字状に大きく外反するもの。

　Ⅱ類…口縁部がくの字状に外反するもの。

　��（第１４７図５１２）

　５１２は口縁部が逆「Ｌ」字状に外反するⅠ類の甕である。３３０は頸部に比べ口唇部が厚くなってお

り，口縁部には丁寧な調整の跡がみられる。内面はケズリ調整である。

　��（第１４７図５１３～５２３）

　５１３～５２３は口縁部がくの字状に外反するⅡ類の甕である。５１３～５１６は口縁部と頸部に明瞭な稜を

もつものである。５１３は口縁部のハケ目調整痕が明瞭に残り，内面のケズリ調整も丁寧である。５１５

は外面に指頭圧痕が残り，口縁部の内面にはハケ目調整痕が残る。５１７から５２３は口縁部が緩やかに

外反し，頸部との間に稜をもたないものである。５１８は口縁部を内面外面ともに丁寧なハケ目調整

が残る。５２１は頸部が厚くしっかりした作りである。５２２は厚めの口唇部を丸く仕上げている。

　���（第１４８～１５０図５２４～５７４）

　小破片であったり，口縁部が残存していないためⅠ類・Ⅱ類に分類できなかったものをその他と

してまとめて掲載する。５２４～５３４は口縁部から頸部にかけての小破片である。５３５～５７４は胴部から

底部付近にかけての小破片だと思われる。

�����（第１５１図５７５～５８７）

　�（第１５１図５７５）

　５７５は体部が底部からやや丸みを持ちながら立ち上がるものである。底部にはヘラ切りによる切

り離し痕が明瞭に残っている。

� （第１５１図５７６）

　５７６は体部が直線的に開くものである。上位が欠損のため全体形は不明である。ややハの字状に

広がる高台をもち，接地面に平坦面をもつ。底部の内側には工具痕と思われるものが残る。

���（第１５１図５７７）

　５７７は高坏の脚部と坏部を接合したものである。脚部も坏部も欠損しているため全体形は不明で

ある。脚部はハの字状に外反しており，外面は丁寧なナデ調整がみられる。坏部は平坦面があり，

口縁部は欠損しているが，大型の高坏として取り扱った。

����（第１５１図５７８）

　５７８は または坏の口縁部である。胴部より下位が欠損しているため，全体形は不明である。口

縁部がやや外反しているが，ほぼ直線的に外傾する。口唇部は丸く仕上げている。

　�（第１５１図５７９～５８１）

　５７９は鉢の口縁部で，口縁部はほぼ直線的に開いている。内面・外面とも丁寧なナデ調整が施さ

れている。５８０は鉢の胴部である。胎土がやや粗く，内面には指頭圧痕が観察される。５８１は鉢の胴
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部から底部にかけての破片である。表面には櫛掻文がみられる。器形は，底部からやや膨らみなが

ら立ち上がる形をしている。

��（第１５１図５８２～５８５）

　５８２～５８５は甕の破片である。５８２は，頸部から肩部にかけての破片である。外面は平行線状のタ

タキが施され，内面は青海波文の当て具痕がみられる。また，全体に磨滅が見られるので，二次利

用された可能性もある。５８３～５８５は胴部中央から下胴部にかけての破片である。外面には平行線状

のタタキが施され，内面には平行線状の当て具痕がみられる。

　�（第１５１図５８６）

　５８６は底部の形からしか判断できないが，おそらくは体部が砲弾形を呈し，頸部にかけてすぼま

る壺ではないかと思われる。ただし，瓶の可能性もある。

　�（第１５１図５８７）

　５８７は蓋で，天井部は欠損しているため全体形は不明である。器形としては，端部にかけてゆる

やかに外反している。外面にはロクロ目が筋状に残るが，非常に丁寧な作りである。

������（第１５２図５８８～５９７）

　５８８～５９７は焼塩土器である。出土区はＩ－４６～４８区を中心としている。いずれも，胎土中に小石

を含む砂粒が多量に混ざり，外面に指圧痕の多いナデ調整が施し表面が凸凹しているなど粗雑な作
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りである。焼成が弱く軟質であり，色調は赤橙色である。内面全体に細かい目を持つ布圧痕が明瞭

に残る。器壁が厚く，先細りの口縁部を呈し，口縁部のみのため全体形は不明であるが，やや開き

気味の直線的な口縁部を持つ鉢型を呈すると考えられる。

�����（第１５２図５９８）

　５９８は紡錘車で，Ｉ－４８区で出土した。土師器の胴部を取り除き，平たい円盤状をした底面の中

心に孔を穿っている。底部に回転ヘラ切りによる切り離し痕が認められる。縁部をていねいに削り

取り，円盤状に作り上げている。平坦面を磨り潰しながら調整し，表面の凸凹をある程度消している。

�������

　狩俣遺跡では，天地返し等で包含層が削平されている所が多かったため，中世～近世の遺物量は

少なかった。しかも小破片が多く，図化するのが難しかった。計９点を図化した。

��������（第１５３図５９９～６０１）

　５９９～６０１は龍泉窯系の青磁である。５９９は碗の口縁部の破片である。口縁端部は丸く，緩やかに

外反し，外面には連弁文がみられる。６００は碗の口縁部の破片である。口縁部は直線的に立ち上がり，

外面には鎬連弁文がみられる。６０１は碗の底部で，高台外面まで施釉を行い，高台内は無釉である。

����（第１５３図６０２）

　６０２は稜花皿である。口縁部は直線的に開いている。北部九州系のものと思われる。

�����（第１５３図６０３～６０７）

　６０３は擂り鉢の口縁部である。口唇部の釉はふきとられている。６０４は甕の口縁部で，口唇部の釉

はふきとられ，貝目が残る。６０５は甕の胴部である。その形状から，メンコとして転用した可能性

がある。６０６は甕の胴部である。６０７は土瓶の底部である。外底面は露胎する。脚部には煤が付着し

ており，使用されたものであることが確認できる。
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Ⅰａ赤色粒○褐灰褐ナデ貝殻条痕文
口唇部刻目－－２７．０口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ１８３

���

Ⅰａ赤色粒○○○にぶい
黄褐

にぶい
黄褐貝殻条痕文貝殻条痕文

口唇部刻目－－１１．４口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ１８４

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○○にぶい

黄褐灰黄褐ナデ貝殻条痕文
口唇部刻目－－２２．０口縁部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ１８５

Ⅰａ赤色粒
カンラン石○にぶい

黄橙灰黄褐条痕貝殻条痕文
口唇部刻目－－１０．８口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ１８６

Ⅰａ○○橙にぶい
赤褐ナデ口唇部刻目

条痕－－１１．２口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２２Ｔ１８７

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

黄褐灰黄褐ナデ貝殻条痕文
口唇部刻目－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ１８８

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

褐褐ナデ貝殻条痕文
口唇部刻目－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ１８９

Ⅰａ赤色粒○にぶい
橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文

口唇部刻目－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ１９０

Ⅰａ○にぶい
褐

にぶい
褐条痕貝殻条痕文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）表採－１９１

Ⅰａ赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文

口唇部刻目－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２３Ｔ１９２

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○褐灰橙ナデ貝殻条痕文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ１９３

Ⅰａ○○灰黄褐にぶい
黄褐ナデ貝殻条痕文

口唇部刻目－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ１９４

Ⅰａチタン鉄鉱○橙橙ナデ口唇部刻目
条痕－－１０．２口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２２Ｔ１９５

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙黒褐ナデ貝殻条痕文
口唇部刻目－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ１９６

Ⅰａ○にぶい
橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文

口唇部刻目－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ１９７

Ⅰａ赤色粒
カンラン石○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄褐ナデ貝殻条痕文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ１９８

住居跡Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○○○橙褐灰ナデ条痕－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ１９９

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○○橙にぶい

赤褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２００

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

褐
にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２０１

Ⅰａチタン鉄鉱にぶい
褐褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２０２

住居跡Ⅰａ赤色粒○○○灰褐橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２０３
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住居跡Ⅰａ赤色粒
カンラン石○○○にぶい

橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２０４

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２０５

Ⅰａ○○○にぶい
黄褐

にぶい
褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＩ－３５２０６

Ⅰａ赤色粒○○にぶい
褐

にぶい
黄褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２０７

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

褐
にぶい
橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２０８

Ⅰａ赤色粒○○にぶい
赤褐

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２０９

Ⅰａ赤色粒○にぶい
橙橙貝殻条痕文貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２１０

Ⅰａ○にぶい
褐褐条痕条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２１１

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

褐
にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２１２

Ⅰａ赤色粒○○灰褐褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２１３

住居跡Ⅰａ赤色粒○にぶい
橙

にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２１４

Ⅰａ赤色粒○○○褐褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２１５

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

黄褐
にぶい
黄褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２１６

Ⅰａ赤色粒○にぶい
橙

にぶい
褐貝殻条痕文貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２１７

Ⅰａ○にぶい
黄褐

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２１８

Ⅰａチタン鉄鉱○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２１９

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○灰黄褐にぶい

橙ナデ条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＧ－４２２２０

Ⅰａ○○にぶい
褐灰褐条痕条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２３Ｔ２２１

Ⅰａ赤色粒○にぶい
褐褐灰ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２２２

Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

褐
にぶい
黄橙条痕条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２２３

Ⅰａチタン鉄鉱○灰褐にぶい
橙条痕条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２２Ｔ２２４

Ⅰａ○褐にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２２５

住居跡Ⅰａ赤色粒
チタン鉄鉱○○○褐灰にぶい

褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）－２３Ｔ２２６

土坑２Ⅰａ○○○にぶい
灰褐灰褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２２７

Ⅰｂチタン鉄鉱にぶい
黄褐

にぶい
黄褐ナデ口唇部刻目

条痕－－１７．０口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２２８
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Ⅰｂ赤色粒○○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ横刻－－１２．６口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２２９

Ⅰｂ赤色粒
カンラン石○○にぶい

褐
にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－１１．６口縁部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２３０

Ⅰｂ○○○暗褐黄褐ナデ貝殻条痕文－－１０．４口縁部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２３１

Ⅰｂ○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ条痕－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２３２

Ⅰｂ赤色粒
チタン鉄鉱○○○にぶい

褐
にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２３３

Ⅰｂ○○にぶい
橙

にぶい
黄橙ナデ条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＫ－４１２３４

Ⅰｂ赤色粒
カンラン石○○にぶい

褐
にぶい
橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２３５

Ⅰｂ赤色粒
チタン鉄鉱○○褐にぶい

橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２３６

住居跡Ⅰｂ○にぶい
黄褐

にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２３７

Ⅰｂ赤色粒○○にぶい
褐橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２３８

Ⅰｂ赤色粒○にぶい
褐

にぶい
褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２３９

Ⅰｂ○褐灰にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２４０

Ⅰｂチタン鉄鉱○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２４１

Ⅰｂ○灰褐橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２４２
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Ⅰｂ○褐橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２４３
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Ⅰｂ赤色粒○にぶい
褐灰黄褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２４４

Ⅰｂ小石○○にぶい
黄褐

にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＬ－３５２４５

Ⅰｂ赤色粒○○灰褐にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２３Ｔ２４６

Ⅰｂ赤色粒○灰褐灰褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２４７

Ⅰｂ○にぶい
橙橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２４８

Ⅰｂ○にぶい
黄褐

にぶい
褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２４９

Ⅰｂカンラン石○橙にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２５０

Ⅰｂ○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２５１

Ⅰｂカンラン石○○○褐褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２５２

Ⅰ赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２５３
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住居跡Ⅰ赤色粒
チタン鉄鉱○○○褐灰橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２５４

Ⅰ○橙にぶい
褐ナデ条痕－１０．０－底部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２５５

底部に穿孔Ⅰ○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕－－－底部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２５６

Ⅰ赤色粒
チタン鉄鉱○橙にぶい

赤褐ナデ条痕－－－底部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２２Ｔ２５７

Ⅰチタン鉄鉱○○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－１３．２－底部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２５８

Ⅰ赤色粒
チタン鉄鉱○橙にぶい

橙ナデ貝殻条痕文－－－底部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２５９

住居跡Ⅰチタン○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデ条痕－－－底部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２６０

土坑３Ⅰ赤色粒
チタン鉄鉱○○○○にぶい

橙
にぶい
橙ナデ条痕－１１．６－底部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２６１

住居跡Ⅰ○にぶい
褐

にぶい
橙ナデ条痕－－－底部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２６２

土坑５Ⅰ赤色粒○○○○灰褐にぶい
橙ナデ条痕－－－底部深鉢縄文土器

（早期）－２３Ｔ２６３

Ⅱ○○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデ貝殻条痕文－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２６４
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Ⅱ赤色粒○○○にぶい
橙灰褐ナデ貝殻条痕文－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２６５

Ⅱ○灰黄褐にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２６６

Ⅱ赤色粒○○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２３Ｔ２６７

Ⅱ赤色粒
チタン鉄鉱○○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２６８

Ⅱ赤色粒
チタン鉄鉱○○○橙橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２６９

Ⅱ赤色粒
チタン鉄鉱○暗褐橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２３Ｔ２７０

Ⅱ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部～

底部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２７１

Ⅲ○にぶい
橙

にぶい
橙条痕条痕

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２７２

Ⅳ赤色粒
チタン鉄鉱

にぶい
褐橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２７３

Ⅳ赤色粒○○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部～

底部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２７４

Ⅴ赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

橙橙ナデ貝殻条痕文
口唇部刻目－－２３．２口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ，Ⅷ２３Ｔ２７５

Ⅴ○にぶい
黄橙

にぶい
黄ナデ貝殻条痕文－－１５．２口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ２３Ｔ２７６

Ⅴ赤色粒にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２７７

Ⅴ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＬ－３５２７８

Ⅴ赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２３Ｔ２７９

Ⅴ赤色粒○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２８０

Ⅴチタン鉄鉱にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）Ⅶ２３Ｔ２８１

Ⅴ赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

褐灰黄褐条痕条痕－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２３Ｔ２８２

Ⅴ赤色粒○○○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部～
底部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２８３

Ⅴ赤色粒
チタン鉄鉱○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－底部深鉢縄文土器

（早期）Ⅷ２３Ｔ２８４

Ⅵ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－２２．２口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＪ－３１２８５

���

Ⅵ○○にぶい
黄橙橙ナデ刺突文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＫ－４３２８６

Ⅵ赤色粒○○灰黄灰黄ナデ刺突文－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＨ－３９２８７

Ⅵ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＪ－３１２８８

Ⅵ赤色粒
小石○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＪ－３１２８９

Ⅵ赤色粒
小石○○にぶい

褐
にぶい
褐ナデ貝殻押型文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅥｂＩ－３８２９０

Ⅵ密にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－４３２９１

Ⅵ○○にぶい
赤褐橙ナデ刺突文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）
Ⅶ
ⅧＫ－４３２９２

Ⅵ赤色粒○○黒褐にぶい
橙ナデ刺突文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＪ－３１２９３

集石２０号　Ⅵカンラン石○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＧ－４８２９４

Ⅵ○○にぶい
黄橙

にぶい
黄褐ナデ刺突文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－４３２９５

Ⅵ○○○黒褐にぶい
橙条痕刺突文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＪ－３１２９６

Ⅵ○○にぶい
黄橙

にぶい
褐ナデキザミ目

条痕－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＪ－３１２９７

集石２０号Ⅵ○○橙橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＧ－４８２９８

Ⅵチタン鉄鉱
小石○にぶい

褐
にぶい
橙ナデ刺突文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅣＬ－３１２９９

Ⅵ小石○○にぶい
褐

にぶい
橙ナデ刺突文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅢｂＬ－３１３００

Ⅵ小石○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデナデ－－－底部深鉢縄文土器

（早期）
Ⅶ
Ⅷ

Ｊ・Ｋ－
３１３０１

Ⅵ赤色粒
小石○○にぶい

褐明褐ナデ条痕－１５．４－胴部～
底部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－３１３０２
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Ⅶ小石○にぶい
黄褐

にぶい
褐ナデ条痕－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＩ－３５３０３

���
Ⅶ○○黒褐にぶい

褐ナデ沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＨ－４５３０４

Ⅶ赤色粒
小石○○にぶい

赤褐明赤褐ケズリ→ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＩ－３５３０５

Ⅷチタン鉄鉱密○○○灰褐橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＨ－４６３０６

Ⅸａ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄褐ナデ押型文－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＩ－３５３０７

���

Ⅸａ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
黄褐押型文ナデ－－２４．９口縁部深鉢縄文土器

（早期）
Ⅶ
ⅧＫ－３７，３８３０８

Ⅸａ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄褐押型文ナデ－－２５．０口縁部深鉢縄文土器

（早期）
Ⅶ
ⅧＫ－３７，３８３０９

Ⅸａ赤色粒○○○灰黄褐にぶい
褐ナデ山形押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＫ－３８３１０

Ⅸａ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙褐ナデ山形押型文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）

Ⅶ
ⅧＫ－３７，３８３１１

Ⅸａ○○にぶい
黄褐

にぶい
褐ナデ山形押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－３８３１２

Ⅸａ赤色粒
小石○○褐にぶい

褐ナデ山形押型文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＫ－３７３１３

Ⅸａ赤色粒○○灰黄褐にぶい
褐ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３２３１４

Ⅸａ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデ山形押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－３８３１５

Ⅸａ○○黒褐にぶい
黄橙ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＨ－３９３１６

Ⅸａ赤色粒
小石○○○にぶい

褐
にぶい
褐ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３７３１７

Ⅸａ赤色粒
小石○○褐黒褐ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＨ－３９３１８

Ⅸａ赤色粒○○にぶい
褐

にぶい
褐ケズリ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＨ－３９３１９

Ⅸａ○○褐にぶい
褐ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＪ－４５３２０

Ⅸａ赤色粒○○褐灰にぶい
褐ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＩ－３９
Ｊ－３４３２１

Ⅸａ赤色粒
小石○○にぶい

褐褐灰ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＩ－３９３２２

Ⅸａ赤色粒
小石○○にぶい

褐
にぶい
褐ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＨ－３９３２３

集石８号Ⅸａ○○灰黄褐にぶい
黄橙ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＬ－３５３２４

Ⅸａ○○黒褐褐ナデ貝殻条痕文
→ナデ－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＬ－３５３２５

Ⅸａ○○黒褐灰黄褐ナデ貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＩ－３９３２６

Ⅸｂ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ミガキ条痕－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅧＪ－３３３２７

���

Ⅸｂ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）
Ⅶ
ⅧＪ－３２３２８

Ⅸｂ赤色粒
小石○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３１３２９

Ⅸｂ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３２３３０

Ⅸｂ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３２３３１

Ⅸｂ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３３３３２

Ⅸｂ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３０
Ｊ－３３３３３

Ⅸｂ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅧＪ－３２３３４

Ⅸｂ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕

押型文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）

Ⅶ
ⅧＪ－３２３３５

Ⅸｂ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ山形押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（早期）ⅦⅧＪ－３１，３２３３６

網代底Ⅸｂ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙条痕山形押型文－１５．８－胴部～

底部深鉢縄文土器
（早期）

Ⅶ
ⅧＪ－３２３３７

Ⅸｂチタン鉄鉱
小石○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ナデ条痕

押型文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ，ⅧＪ－３２，３３３３８

Ⅹ赤色粒○○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ撚糸文２１．０４．８２２．６口縁部

～底部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＨ－５１３３９���

Ⅹチタン鉄鉱○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙条痕条痕－－－口縁部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＫ－３３３４０

���

�○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ貝殻条痕文

押型文，沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）ⅥａＧ－４４３４１

�○○にぶい
黄褐

にぶい
黄橙ナデ押型連点文

沈線－－－口縁部深鉢縄文土器
（早期）ⅥａＨ－４３３４２

�小石○○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデナデ

ミミズバレ－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２４Ｔ３４３

一括�小石○○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデナデ

ミミズバレ－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２４Ｔ３４４

一括�小石○○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデナデ

ミミズバレ－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２４Ｔ３４５

一括�小石○○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデナデ

ミミズバレ－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅷ２４Ｔ３４６

住居跡�○○○－明赤橙剥離貝殻条痕文－－－胴部深鉢縄文土器
（早期）Ⅶ１２Ｔ３４７

�○○にぶい
赤褐

にぶい
赤褐ナデ圧痕－－－口縁部浅鉢縄文土器

（早期）ⅣＬ－４２３４８

�～�○○○にぶい
赤褐

にぶい
赤褐ナデ押型文

ナデ－７．８－底部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＫ－４２３４９

�～�○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ－－－底部深鉢縄文土器

（早期）ⅦＪ－４５３５０

�～�赤色粒
チタン鉄鉱○○褐灰にぶい

褐ミガキ工具ナデ－－－底部浅鉢縄文土器
（早期）ⅢｂＬ－２６３５１

�～�○○黒褐橙ナデナデ－６．４－底部深鉢縄文土器
（早期）ⅦＩ－４２３５２

�～�チタン鉄鉱○明褐にぶい
褐工具ナデナデ－７．４－底部浅鉢縄文土器

（早期）ⅣＩ－３５３５３

ⅩⅢ小石○褐褐条痕張付突帯
条痕→ナデ－－－胴部深鉢縄文土器

（前期）ⅢｂＪ－３１３５４

���

ⅩⅢ○○○黒褐黒褐工具ナデ条痕
口唇部刻目－－－口縁部深鉢縄文土器

（前期）表採－３５５

ⅩⅤ○○○にぶい
黄橙黒褐ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＩ－４９３５６

ⅩⅤ○○黒褐黄橙ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅢｂＩ－４９３５７

ⅩⅤチタン鉄鉱○○黒褐にぶい
黄橙ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅢｂＩ－４９３５８

ⅩⅤチタン鉄鉱○灰黄褐黒褐工具ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅣＨ－４９３５９

ⅩⅤ○○黒褐にぶい
黄橙工具ナデ押型文－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅣＨ－４９
Ｉ－４９３６０

ⅩⅥ赤色粒
小石○○にぶい

橙
にぶい
橙ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅣＫ－３１３６１

���
ⅩⅥ赤色粒○○にぶい

赤褐
にぶい
赤褐ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅢａＨ－５２３６２
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ⅩⅥ赤色粒
小石○○にぶい

赤褐明赤褐ナデナデ
沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅢｂＪ－４６３６３

���

ⅩⅥ赤色粒○○橙にぶい
黄褐ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅣＫ－３１３６４

ⅩⅥ赤色粒○○にぶい
橙橙ナデ

沈線
ナデ
沈線－－－口縁部深鉢縄文土器

（後期）ⅢｂＫ－２６３６５

ⅩⅥ細砂少混○にぶい
褐褐ナデナデ

沈線－－－口縁部深鉢縄文土器
（後期）ⅢｂＨ－３６３６６

ⅩⅥ○○にぶい
黄橙橙ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅢｂＨ－３６３６７

ⅩⅥ赤色粒
小石○○橙橙ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅢｂＫ－３５３６８

ⅩⅥ赤色粒
小石○○にぶい

褐
にぶい
褐ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅢｂＫ－３５３６９

ⅩⅥ赤色粒
小石○○橙橙ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅢｂＫ－３１３７０

ⅩⅥ赤色粒○○明赤褐明赤褐ナデナデ
沈線－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅢｂＬ－３３３７１

ⅩⅥ赤色粒
小石○○にぶい

橙
にぶい
橙ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅣＫ－３１３７２

ⅩⅥ○○にぶい
赤褐

にぶい
赤褐ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅣＫ－３２３７３

ⅩⅥ○○にぶい
褐黒褐ケズリ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅥｂＨ－３８３７４

ⅩⅥ赤色粒
小石○○褐黒褐ケズリ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅦＩ－３８３７５

ⅩⅦＡ－ａ○○にぶい
黄橙

にぶい
褐ヘラ状ナデヘラ状ナデ－－－口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）表採－３７６
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一括ⅩⅦＡ－ａ赤色粒○○褐暗褐工具ナデナデ－－－口縁部鉢縄文土器
（晩期）表採Ｈ－４３３７７

ⅩⅦＡ－ａチタン鉄鉱○○○黒褐黒褐ナデナデ
口唇部連点文－－－口縁部深鉢縄文土器

（晩期）表採－３７８

一括ⅩⅦＡ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

褐灰褐工具ナデ工具ナデ－－－胴部鉢縄文土器
（晩期）表採Ｈ－４３３７９

ⅩⅦＡ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙橙ナデ→ミガキ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）表採－３８０

ⅩⅦＡ－ａ○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＪ－３２３８１

ⅩⅦＡ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－３８２

ⅩⅦＡ－ａ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○灰黄褐にぶい

黄橙ナデ丁寧なナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）Ⅲｂ２４Ｔ３８３

スス付着ⅩⅦＡ－ａ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙工具ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３０３８４

ⅩⅦＡ－ａ○○黒褐にぶい
黄褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（晩期）表採－３８５

ⅩⅦＡ－ａ赤色粒
小石○○○にぶい

黄橙
にぶい
褐ケズリ→ナデハケメ→ミガキ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）Ⅲｂ２４Ｔ３８６

表土一括ⅩⅦＡ－ａ赤色粒○褐褐ナデナデ
ミガキ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）－２３Ｔ３８７

ⅩⅦＡ－ａ○○黄褐にぶい
黄橙

条痕，ナデ
ミガキ

張付突帯
ナデ→ミガキ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－３８８

表土一括ⅩⅦＡ－ａチタン鉄鉱○○明赤褐明赤褐ナデナデ
ミガキ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）－２３Ｔ３８９

表土一括ⅩⅦＡ－ａ○明赤褐にぶい
赤褐ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）－２３Ｔ３９０

ⅩⅦＡ－ａ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ張付突帯

ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）表採－３９１

ⅩⅦＡ－ａ○○にぶい
黄橙橙ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＬ－３４３９２

ⅩⅦＡ－ａ小石○○黒褐赤褐ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＬ－２６３９３

ⅩⅦＡ－ａチタン鉄鉱○○にぶい
橙

にぶい
褐ナデナデ－－－胴部～

底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＫ－２６３９４

表土一括ⅩⅦＡ－ａ○にぶい
赤褐

にぶい
赤褐ナデナデ

指圧痕－１１．２－胴部～
底部浅鉢縄文土器

（晩期）Ⅳ２３Ｔ３９５

補修孔ⅩⅦＡ－ｂチタン鉄鉱
小石○○○黒褐にぶい

黄橙ナデ張付突帯２条
板ナデ→ナデ－－２１．６口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）Ⅲｂ２４Ｔ３９６
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ⅩⅦＡ－ｂ赤色粒
小石○○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙板ナデ→ナデ工具ナデ

張付突帯－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＬ－１９３９７

ⅩⅦＡ－ｂ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

口唇部→貝殻条痕文
口縁→張付突帯条痕－－３１．２口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｉ－３３
Ｉ－３５３９８

ⅩⅦＡ－ｂ○○○にぶい
黄褐黒褐ナデナデ

張付突帯－－－口縁部浅鉢縄文土器
（晩期）表採－３９９

ⅩⅦＡ－ｂ○○にぶい
黄褐

にぶい
黄橙ナデ張付突帯

ナデ－－－口縁部
～胴部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４００

ⅩⅦＡ－ｂ赤色粒○○灰黄褐黒褐ハケメ→ナデナデ
張付刻目突帯－－－口縁部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４０１

ⅩⅦＡ－ｂ赤色粒にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ

口唇部刻目－－－底部浅鉢縄文土器
（晩期）表採－４０２

ⅩⅦＡ－ｂ密にぶい
橙

にぶい
黄橙ナデ口唇部刻目

ナデ－－－口縁部深鉢縄文土器
（晩期）表採－４０３

ⅩⅦＡ－ｂ○○褐灰にぶい
黄橙ミガキ張付突帯

ナデ－－－口縁部深鉢縄文土器
（晩期）表採－４０４

ⅩⅦＡ－ｂ○○褐黒褐ナデ張付突帯
ナデ－－－口縁部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４０５

ⅩⅦＡ－ｂ○にぶい
黄橙

にぶい
褐ナデナデ

張付突帯－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）表採－４０６

ⅩⅦＡ－ｂチタン鉄鉱○橙にぶい
黄橙ナデ張付突帯

ナデ－－－胴部甕縄文土器
（晩期）表採－４０７

赤色顔料ⅩⅦＢ赤色粒○○浅黄橙浅黄橙丁寧なナデ
ミガキ工具ナデ１５．２７．６２８．０口縁部

～底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＪ－３１４０８

��� 赤色顔料ⅩⅦＢ赤色粒○○○褐にぶい
褐ナデナデ－－２７．４口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＪ－３１４０９

ⅩⅦＢカンラン石○にぶい
黄橙褐灰ミガキミガキ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３０４１０

ⅩⅦＣ－ａ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－－４４．２口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＪ－３７４１１
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スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○○○浅黄灰黄ナデ
指圧痕工具ナデ－－３６．２口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅣＪ－３１４１２

スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ工具ナデ－－１８．４口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）

Ⅲｂ
ⅣＫ・Ｌ－３０４１３

ⅩⅦＣ－ａチタン鉄鉱○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙丁寧なナデ工具ナデ－－－口縁部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＪ－３０４１４

ⅩⅦＣ－ａ○○○褐黒褐ミガキ工具ナデ－－－口縁部
～胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＫ－３２４１５

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱○○○○橙橙ナデ指圧痕

板ナデ－－－口縁部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢａＫ－３６４１６

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒○○褐灰にぶい
赤褐ヘラナデヘラナデ－－－口縁部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＨ－３６４１７

ⅩⅦＣ－ａ○○○○○にぶい
黄橙黒褐ナデ工具ナデ→ナデ－－－口縁部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＬ－３０４１８

ⅩⅦＣ－ａ○○○浅黄橙にぶい
黄橙ナデ工具ナデ→ナデ－－－口縁部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＪ－２４１９

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒
小石○○にぶい

黄橙褐灰ナデ張付突帯
ヨコナデ－－－口縁部浅鉢縄文土器

（晩期）－２４Ｔ４２０

スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○浅黄橙浅黄橙ナデ工具ナデ－－－口縁部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＫ－３２４２１

ⅩⅦＣ－ａ○○にぶい
黄橙灰黄褐ヘラ状ナデヘラ状ナデ－－－口縁部

～胴部浅鉢縄文土器
（晩期）表採－４２２
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ⅩⅦＣ－ａ○○○黒褐明褐ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）Ⅲｂ２４Ｔ４２３
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ⅩⅦＣ－ａ○○○橙明赤褐ナデミガキ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅣＬ－２６４２４

ⅩⅦＣ－ａチタン鉄鉱○○○○灰黄褐にぶい
黄橙

工具ナデ
指圧痕ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＬ－３１４２５

ⅩⅦＣ－ａ小石○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ヨコナデヨコナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＬ－２６４２６

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒・小石
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙ヨコナデナデ

指圧痕－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＬ－２６４２７

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

黄橙
にぶい
黄褐ナデ→ミガキ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４２８

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒○○黒褐にぶい
赤褐ナデ板ナデ→ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＬ－２６４２９

ⅩⅦＣ－ａ○○黒褐赤褐ナデナデ→ミガキ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅣＬ－２６４３０

ⅩⅦＣ－ａ○○にぶい
黄褐黒褐工具ナデ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３１４３１

一括ⅩⅦＣ－ａ○○にぶい
赤褐褐ナデ条痕－－－胴部深鉢縄文土器

（晩期）Ⅳ２２Ｔ４３２

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

褐
にぶい
褐丁寧なナデ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３０４３３

スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○にぶい
赤褐赤褐ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
ⅣＬ－２６４３４

ⅩⅦＣ－ａ○○褐灰明赤褐工具ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢａＨ－３６４３５

ⅩⅦＣ－ａ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＫ－３４４３６

ⅩⅦＣ－ａチタン鉄鉱○○○にぶい
黄

にぶい
黄ナデ工具ナデ→ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＪ－３２４３７

スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○黒褐にぶい
黄橙ナデ→ミガキ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＫ－３０４３８

スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○○浅黄橙浅黄橙ナデ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＪ－３１４３９

スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○○灰黄褐にぶい
黄橙工具ナデ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
ⅣＫ－３０４４０

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱○○灰黄褐にぶい

橙ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）

Ⅲｂ
ⅣＫ－３２４４１

スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○○黒褐にぶい
黄橙

ナデ
ミガキ工具ナデ－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３０４４２
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スス付着ⅩⅦＣ－ａ○○○○浅黄浅黄工具ナデ→ナデ工具ナデ→ナデ－２４．０－胴部～
底部浅鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ・Ｋ－３１
Ｌ－３２４４３

ⅩⅦＣ－ａ○○○にぶい
黄

にぶい
黄橙

丁寧なナデ
ミガキ圧痕－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ・Ｋ－３１
Ｋ－３０４４４

ⅩⅦＣ－ａ赤色粒○○浅黄橙にぶい
橙ナデナデ－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＪ－３１４４５

ⅩⅦＣ－ａ○○にぶい
黄

にぶい
黄工具ナデ→ナデナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＬ－３１
Ｊ－３４４４６

ⅩⅦＣ－ａ○○○にぶい
黄

にぶい
黄ナデナデ－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＬ－３１４４７

ⅩⅦＣ－ａ○○○灰黄褐にぶい
黄橙ナデナデ－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３２４４８

ⅩⅦＣ－ａ○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＪ－３１４４９

ⅩⅦＣ－ａ○○○浅黄浅黄ナデナデ－－－底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅣＪ－３２４５０

ⅩⅦＣ－ｂ○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ナデ
ミガキ

布圧痕
ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４５１
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ⅩⅦＣ－ｂ○○黒褐にぶい
黄橙ミガキ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
ⅣＫ－３０４５２

ⅩⅦＣ－ｂ○○明褐黒褐ヨコナデ工具ナデ－－－胴部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＬ－４３４５３

ⅩⅦＣ－ｂシソ輝石○○浅黄橙にぶい
黄橙丁寧なナデ圧痕－６．６－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＪ－３１４５４

ⅩⅦＣ－ｂ○○黒褐にぶい
黄褐ミガキ組織痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３２４５５

ⅩⅦＣ－ｂチタン鉄鉱○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）Ⅲｂ２４Ｔ４５６

ⅩⅦＣ－ｂチタン鉄鉱○黒褐橙ミガキナデ
布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４５７

ⅩⅦＣ－ｂ○○黒褐にぶい
褐ミガキ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢＪ－３１４５８

ⅩⅦＣ－ｂチタン鉄鉱○○淡黄浅黄橙丁寧なナデ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＪ－３０４５９

ⅩⅦＣ－ｂ○○黒褐にぶい
黄橙ミガキ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４６０

ⅩⅦＣ－ｂチタン鉄鉱○○○黒褐にぶい
黄橙ミガキ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
ⅣＫ－３１４６１

ⅩⅦＣ－ｂチタン鉄鉱○○浅黄橙褐灰丁寧なナデ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＪ－３０４６２

ⅩⅦＣ－ｂ○○黒褐にぶい
褐ミガキ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＪ－３１４６３

ⅩⅦＣ－ｂ赤色粒
チタン鉄鉱褐灰橙ナデ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４６４

ⅩⅦＣ－ｂカンラン石○浅黄橙浅黄橙ミガキ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＫ－３０４６５

ⅩⅦＣ－ｂ○○灰黄褐にぶい
黄褐ナデ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４６６

ⅩⅦＣ－ｂ○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４６７

ⅩⅦＣ－ｃ○○○黒褐明褐ミガキ組織痕－１８．６－胴部～
底部浅鉢縄文土器

（晩期）
Ⅲｂ
ⅣＪ・Ｋ－３１４６８
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ⅩⅦＣ－ｃ○○黒褐褐ミガキ組織痕－－－底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢＪ－３２４６９

ⅩⅦＣ－ｃ○○○黒褐にぶい
褐ミガキ組織痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＫ－３１４７０

ⅩⅦＣ－ｃ○○○黒褐にぶい
黄褐ミガキ組織痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣＪ－３１４７１

ⅩⅦＣ－ｃ○○○○灰黄にぶい
黄橙ミガキ圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＪ－３０４７２

ⅩⅦＣ－ｃ○○黒褐にぶい
橙ミガキ組織痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅣａＬ－３７４７３

ⅩⅦＣ－ｃ赤色粒○にぶい
褐橙ナデ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）表採－４７４

円盤形土製品○○○灰黄褐にぶい
黄橙ナデナデ－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＬ－３０４７５

スス付着赤色粒
カンラン石○○橙にぶい

橙ハケメ→ナデハケメ，ナデ
刻目突帯－－２６．８口縁部

～胴部甕古墳土器ⅢｂＪ・Ｋ－３７４７６

���

輝石
赤色粒○○橙にぶい

橙ハケメ→ナデハケメ→ナデ
刻目突帯－－－口縁部

～胴部甕古墳土器ⅢｂＪ－３７４７７

カンラン石○○○橙橙ハケメ→ナデナデ－－－口縁部甕古墳土器ⅢｂＪ－３７４７８

○○橙橙ハケメ→ナデハケメ，ナデ
刻目突帯－－－胴部甕古墳土器ⅢｂＪ－３７，３８４７９

チタン鉄鉱褐灰にぶい
黄橙ナデ張付突帯－－－胴部甕古墳土器表採－４８０

赤色粒○○橙にぶい
赤褐ハケメ→ナデハケメ，ナデ

刻目突帯－－－胴部甕古墳土器ⅢｂＪ－３１
Ｋ－３８４８１

スス付着○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ張付突帯－－－胴部甕古墳土器表採－４８２



－２０９－

���������	
����

����
���������

���������������������
��

��
�� ���������������������

スス付着赤色粒○○橙にぶい
赤褐ハケメ→ナデハケメ→ナデ－－－胴部甕古墳土器ⅢｂＫ－３７４８３

���
赤色粒○○○橙橙ナデ高台→指圧痕

ナデ－９．０－底部甕古墳土器Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｋ－３８
Ｊ・Ｋ－３７４８４

焼土１密浅黄橙浅黄橙ナデナデ－－－胴部坏土師器ⅣＩ－４６４８５

���

密橙にぶい
黄橙ナデナデ－５．４－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＩ－３７４８６

赤色粒密橙橙ナデナデ－６．０－胴部～
底部坏土師器ⅢａＬ－４１４８７

密にぶい
橙

にぶい
橙ナデヨコナデ－７．８－胴部～

底部坏土師器ⅢａＪ－４６４８８

赤色粒密○浅黄橙浅黄橙ナデナデ－６．2－胴部～
底部坏土師器ⅠＩ－４８４８９

密橙橙ナデヨコナデ－９．０－胴部～
底部坏土師器ⅢｂＨ－５０４９０

密にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－８．２－胴部～

底部坏土師器表採Ｉ－４９４９１

赤色粒
チタン鉄鉱○○橙橙ナデハケメ→ナデ－１１．６－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＩ－４８４９２

赤色粒密○にぶい
橙

にぶい
橙ハケメ→ナデヨコナデ－６．２－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＩ－４８４９３

密にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ－６．４－底部坏土師器－Ｉ－４９４９４

赤色粒○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ケズリ→ナデナデ－－－底部坏土師器ⅢｂＩ－４９４９５

赤色粒密橙橙ナデナデ－９．０－底部坏土師器ⅢａＬ－４１４９６

一括密にぶい
橙橙ナデナデ－５．８－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＩ－４０４９７

密浅黄橙浅黄橙摩滅ナデ－７．０－底部坏土師器ⅢｂＬ－４３４９８

密○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－７．４－底部坏土師器表採

Ⅲａ，ⅢｂＩ・Ｊ－４６４９９

密にぶい
橙

にぶい
黄橙ナデナデ１．５５．９７．３口縁部

～底部皿土師器ⅢａＫ－３４５００

赤色粒密橙橙丁寧なナデナデ－－－胴部～
底部 土師器ⅢｂＩ－４８５０１

密○黒褐橙ヨコナデ
ナデヨコナデ－７．０－底部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－４８５０２

表土一括赤色粒
カンラン石密にぶい

橙
にぶい
橙ナデヨコナデ－－１１．３口縁部

～胴部坏～ 土師器表採Ｈ－４３５０３

赤色粒密○にぶい
橙

にぶい
橙ナデヨコナデ－－１１．２口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－５０５０４

赤色粒○浅黄橙浅黄橙ナデ
工具痕ヨコナデ－－１２．４口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢａＬ－４３５０５

赤色粒密○浅黄橙浅黄橙ナデヨコナデ－－１０．３口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＬ－４３５０６

赤色粒密浅黄橙浅黄橙ナデナデ－－１２．４口縁部坏～ 土師器ⅢｂＬ－４３５０７

赤色粒密にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデヨコナデ－－１２．０口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＬ－４３５０８

密黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－－口縁部

～胴部
坏～ 
（内黒）土師器ⅢｂＩ－３２５０９

赤色粒密にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ４．５１９．４２３．６口縁部

～底部盤土師器ⅢａＨ－５２５１０

○○橙橙ナデ
ケズリ指圧痕→ナデ－－２６．０胴部～

口縁部蓋土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－４７５１１

○○にぶい
赤褐明赤褐工具ナデ

ケズリナデ－－２８．０口縁部
～胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５１２
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赤色粒
チタン鉄鉱○○○にぶい

黄橙
にぶい
橙

ケズリ
指圧痕

ハケメ→ナデ
板ナデ－－２９．０口縁部

～胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５１３

赤色粒
カンラン石○○にぶい

黄橙
にぶい
黄橙

ナデ
ケズリヨコナデ－－２３．０口縁部甕土師器ⅢｂＩ－４７５１４

赤色粒○○橙橙工具ナデ
ケズリ

ハケメ→ナデ
指圧痕－－３０．４口縁部

～胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７５１５

赤色粒○○○にぶい
橙橙ヘラケズリ

ナデヨコナデ－－３０．０口縁部甕土師器ⅢｂＬ－４４５１６

土坑１５０赤色粒○○にぶい
褐灰褐ヨコナデ→ナデ

ケズリヨコナデ→ナデ－－２５．６口縁部
～胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７５１７

溝２５赤色粒○○○にぶい
黄橙

にぶい
橙ナデヨコナデ－－２４．４口縁部甕土師器－Ｉ－４８５１８

輝石○にぶい
橙

にぶい
橙工具ナデ→ナデヨコナデ－－２０．０口縁部甕土師器ⅢｂＪ－４６５１９

赤色粒
チタン鉄鉱○橙橙ヨコナデヨコナデ－－２３．０口縁部甕土師器ⅢｂＩ－４８５２０

輝石○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ヨコナデ
ケズリ

板ナデ
ハケメ→ナデ－－２５．３口縁部甕土師器Ⅲａ

ⅢｂＪ－４６５２１

赤色粒
カンラン石○○○にぶい

褐
にぶい
褐ヘラケズリヨコナデ－－２６．４口縁部甕土師器ⅢｂＩ－４８５２２

赤色粒○○○橙橙ヨコナデヨコナデ－－２７．４口縁部甕土師器ⅢｂＩ－４８５２３

溝２６赤色粒
カンラン石○橙橙ナデナデ－－－口縁部甕土師器－Ｉ－４８５２４
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一括赤色粒○○橙橙ハケメ→ナデハケメ→ナデ－－－口縁部甕土師器－Ｉ－４７５２５

溝１６○○橙橙剥離ナデ－－－口縁部甕土師器ⅢｂＩ－４７，４８５２６

土坑１５５○○明赤褐明赤褐ナデナデ－－－口縁部甕土師器ⅢｂＨ－４８５２７

赤色粒○○橙橙ハケメ→ナデ
ケズリヨコナデ－－－頸部甕土師器ⅢｂＩ－４７５２８

赤色粒
チタン鉄鉱○橙橙ハケメ

工具ナデヨコナデ－－－頸部甕土師器ⅢａＩ－４７５２９

赤色粒○○橙橙ヨコナデ
ケズリハケメ→ナデ－－－頸部甕土師器ⅤａＨ－４９５３０

チタン鉄鉱
カンラン石○○にぶい

黄褐
にぶい
黄褐

ナデ
ケズリハケメ→ナデ－－－頸部甕土師器Ⅲａ

ⅢｂＪ－４６５３１

○○○明褐にぶい
褐ケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＪ－４６５３２

赤色粒
カンラン石○赤褐橙ヨコナデ

ケズリハケメ→ナデ－－－頸部甕土師器ⅢａＪ－４６５３３

土坑１５５チタン鉄鉱○○○にぶい
赤褐黒褐ケズリ→ナデ丁寧なナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＨ－４８５３４

赤色粒○○橙橙ヘラケズリタタキ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５３５

土坑１５０赤色粒○○○灰黄褐にぶい
褐ケズリ→ナデハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７５３６

土坑１５０赤色粒○○にぶい
赤褐

にぶい
赤褐ケズリ→ナデハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７５３７

赤色粒○○浅黄橙浅黄橙ケズリ→ナデ板ナデ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５３８

畝間一括赤色粒○○橙橙磨耗ナデ－－－胴部甕土師器－Ｌ－３３，３４５３９

溝１６○○にぶい
褐明赤褐ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７，４８５４０

赤色粒○○橙橙ケズリ→ナデハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５４１

赤色粒
チタン鉄鉱○○浅黄橙浅黄橙ケズリ→ナデタタキ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５４２

畝間一括赤色粒○○橙橙ナデ工具ナデ－－－胴部甕土師器－Ｌ－３３，３４５４３

○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ナデ
ケズリナデ－－－頸部甕土師器ⅢｂＩ－４８５４４
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溝１６○○明赤褐明赤褐ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７，４８５４５
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赤色粒
チタン鉄鉱○○○明赤褐明赤褐ケズリ→ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７５４６

赤色粒○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ケズリ工具ナデ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＨ－３６５４７

赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢａＩ－４７５４８

赤色粒
チタン鉄鉱○○橙橙ケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢａＪ－４６５４９

���

○○にぶい
赤褐

にぶい
赤褐ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢａＪ－４６５５０

カンラン石○○にぶい
赤褐暗赤褐ケズリ

ナデ
ナデ
指圧痕－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５５１

赤色粒○○にぶい
褐

にぶい
褐ケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器Ⅶ

ⅢｂＩ－４８５５２

赤色粒○橙にぶい
赤褐ケズリ→ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５５３

赤色粒○○○橙橙ナデ，指圧痕
ケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅠＪ－４６５５４

カンラン石
輝石○○明赤褐明赤褐ケズリハケメ→ナデ

指圧痕－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５５５

赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

黄橙橙ケズリ→ヘラケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅠＩ－４８５５６

赤色粒○○にぶい
橙

にぶい
褐ケズリ→ヨコナデ丁寧なナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５５７

一括赤色粒○○橙明赤褐ケズリ→ヘラケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器表採Ｈ－４３５５８

一括○○明赤褐褐ケズリ→ナデハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器表採Ｈ－４３５５９

○○橙橙ケズリ→ナデハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器表採Ｉ－４６５６０

赤色粒○○橙褐ケズリ→ナデハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５６１
赤色粒
チタン鉄鉱○○○褐にぶい

褐ケズリ工具ナデ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５６２

赤色粒○○にぶい
黄褐

にぶい
黄褐ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５６３

赤色粒
チタン鉄鉱○にぶい

赤褐
にぶい
赤褐ケズリ→ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４８５６４

赤色粒○○にぶい
褐

にぶい
褐工具ナデナデ－－－胴部鉢土師器ⅢｂＩ－４７５６５

赤色粒
カンラン石○○○にぶい

褐橙ケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７５６６

���

土坑１５０チタン鉄鉱○○にぶい
褐

にぶい
黄褐

ケズリ，ナデ
指圧痕ハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４７５６７

赤色粒
チタン鉄鉱○○○にぶい

黄橙
にぶい
橙ヨコナデハケメ→ナデ

櫛目－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４６５６８

一括赤色粒○○橙橙ナデナデ－－－胴部甕土師器表採Ｈ－４３５６９

赤色粒○○浅黄橙浅黄橙ヘラケズリ
ナデタタキ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－４９５７０

○○にぶい
橙

にぶい
橙ケズリ→ナデタタキ－－－胴部～

底部甕土師器ⅢｂＪ－４６５７１

赤色粒○○橙橙ケズリハケメ→ナデ－－－胴部甕土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－４７，４８５７２

赤色粒○○○橙橙ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＫ－３８
Ｊ－３７５７３

赤色粒○○○赤褐橙ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＪ・Ｋ－３７
Ｋ－３８５７４

表採密灰黄灰黄ナデナデ－７．２－底部坏須恵器表採Ｉ－４８５７５

���

工具痕あり密灰黄灰黄ヨコナデヨコナデ
ハケ目－８．９－胴部～

底部 須恵器ⅠＩ－４８５７６

密○○○黄灰黄灰ヨコナデヨコナデ－－－坏～脚
柱部高坏須恵器ⅢｂＨ－５０５７７

密にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ヨコナデヨコナデ－－－口縁部

～胴部坏～ 須恵器表採Ｉ－４６５７８

密暗灰黄にぶい
黄ヨコナデヨコナデ－－－口縁部

～胴部鉢須恵器ⅢｂＩ－４８５７９

密灰黄灰黄ヨコナデ，指圧痕ヨコナデ－－－胴部鉢須恵器ⅢｂＪ－４６５８０

一括○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ヨコナデヨコナデ

櫛目－８．８－胴部～
底部鉢須恵器ⅢａＩ－４７５８１

赤色粒密浅黄浅黄同心円
当て具痕

平行文
タタキ－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ－４７５８２

密灰黄灰黄平行文
当て具痕

格子目
タタキ－－－胴部甕須恵器ⅢｂＨ－４９５８３

密灰黄暗褐平行文
当て具痕

平行文
当て具痕－－－胴部甕須恵器ⅢｂＪ－４６５８４

密灰黄にぶい
褐

平行文
当て具痕

平行文
当て具痕－－－胴部甕須恵器ⅢｂＨ－４９５８５

密○褐褐ヨコナデナデ
指圧痕－８．０－底部壺須恵器表採Ｉ－４８５８６

溝２５密灰黄にぶい
褐磨耗ヨコナデ－－１５．６口縁部蓋須恵器－Ｉ－４９５８７

チタン鉄鉱○橙橙圧痕ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩
土器土師器ⅢｂＩ－４８５８８
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○黄橙黄橙押型文ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩
土器土師器ⅢｂＩ－４６５８９

○橙橙圧痕ナデ
指圧痕－－１５．０口縁部

～胴部
焼塩
土器土師器ⅢａＩ－４７５９０

○橙橙圧痕ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩
土器土師器ⅢａＩ－４７５９１

赤色粒○橙橙圧痕ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩
土器土師器ⅢｂＩ－４６５９２

赤色粒○橙橙圧痕ナデ，指圧痕文
モミ？－－－口縁部

～胴部
焼塩
土器土師器ⅢａＪ－４６５９３

赤色粒○浅黄橙浅黄橙圧痕ナデ
指圧痕－－－胴部焼塩

土器土師器ⅢａＩ－４７５９４

○黄橙黄橙ナデナデ
指圧痕－－－胴部焼塩

土器土師器ⅢａＩ－４７５９５

○○橙橙布圧痕磨滅－－－胴部焼塩
土器土師器表採Ｉ－５０５９６

○○橙橙圧痕ナデ
指圧痕－－１３．０口縁部

～胴部
焼塩
土器土師器ⅢｂＨ・Ｉ－５０５９７

紡錘車赤色粒○浅黄橙浅黄橙ナデ
指圧痕

ナデ
指圧痕－－－－紡錘車土師器ⅢｂＩ－４８５９８

横沈線
片彫連花文密灰

オリーブ
灰

オリーブ明緑灰釉明緑灰釉－－－口縁部
～胴部 龍泉窯系

青磁－Ｉ・Ｊ－
６４，６５５９９

���

連弁文密灰
オリーブ

灰
オリーブ明緑灰釉明緑灰釉－－１５．０口縁部

～胴部 龍泉窯系
青磁ⅢｂＩ－４８６００

高台内中央
釉剥ぎ密灰

オリーブ
灰

オリーブ草花文青釉－５．２－底部 龍泉窯系
青磁ⅢｂＩ－４９６０１

密暗褐暗褐鉄釉鉄釉－－－口縁部稜花皿陶器ⅢａＨ－５２６０２
口縁部釉剥
ぎ○○暗褐暗褐ヨコナデ

鉄釉，櫛目
ヨコナデ
釉タレ－－－口縁部

～胴部擂鉢陶器ⅢａＪ－４６６０３

口縁部釉剥
ぎ密黒褐灰褐鉄釉鉄釉－－３４．４口縁部甕陶器－Ｋ・Ｌ－

２６，２７６０４

赤色粒密黒褐黒褐ヨコナデナデ－－－胴部甕陶器－Ｋ・Ｌ－
２５～２７６０５

○○灰
オリーブ暗緑灰鉄釉鉄釉－－－胴部甕陶器表採Ｈ－５１６０６

スス付着○○暗褐暗褐鉄釉
ナデ鉄釉－－－脚土瓶陶器表採Ｈ－５１６０７
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－２１６－
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　縄文時代早期の石器は，打製石鏃，スクレイパー，剥片，磨製石斧，打製石斧，礫器，磨石，石

皿などが出土した。いずれも縄文時代早期の包含層であるⅥ，Ⅶ，Ⅷ層から出土したものである。

石材としては，黒曜石，安山岩，チャート，玉髄，頁岩，砂岩，泥岩，凝灰岩，花崗岩，流紋岩な

どがみられた。８０点を図化している。

������（第１５９図６０８～６１６）

　６０８～６１２は全体の形状が正三角形状（長幅比＝１．３：１未満とした）を呈するものである。６０８は

基部に抉りがわずかに見られるが，６１２は抉りが見られない。６０９～６１１は基部に抉りの見られるも

ので，明確に脚部が作出されている。６０８は，裏面に素材剥離面を多く残す。

　６１３～６１６は全体の形状が二等辺三角形（長幅比１．３：１以上とした）を呈するものである。６１３，

６１４は基部に抉りが見られるもので，側縁部は鋸歯状に仕上げられている。６１５は基部に深い抉りが

あり，明確に脚部が作出されるものである。６１６は一部に欠損があるが，基部に深い抉りが見られ

ると判断できる。また，側縁部は内弯しており，鋸歯状に仕上げられている。
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－２１７－

��������（第１６０図６１７～６２４，第１６１図６２５～６２９）

　中央部のスクレイパーは，２２トレンチと２３トレンチからのみ出土している。石材は安山岩が多く，

頁岩，チャートもみられる。スクレイパーと判断した１３点全てを図化した。

　６１７～６２５は安山岩製のスクレイパーである。いずれも，扁平な安山岩素材に刃部形成と判断する

小剥離痕がみられる。

　６２６は頁岩製のスクレイパーである。下部に裏面からの剥離痕が多くみられる。

　６２７～６２９はチャート製のスクレイパーで，安山岩製のものに比べると小型である。６２７は灰色に

黒い斑紋が入るチャートを用いており，縁辺の一部に簡単な刃部形成を施している。６２８は下部に

両面から刃部形成をしている。左側の部分は欠損したとみられる。６２９は縁辺の一部に微細な剥離

をほどこしている。

���������（第１６２図６３０）

　６３０はチャートの微細剥離痕剥片である。下部に片側からの剥離痕がみられる。

������（第１６２図６３１）

　６３１は安山岩製の磨製石斧である。剥落した部分が多いが，製作時には全体を丁寧に研磨し，形

を整えていたものと思われる。刃部だけが完全に残存していることから，刃部だけは研磨を繰り返

していた可能性もある。

��������（第１６２図６３２～６３４）

　６３２～６３４は刃部磨製石斧である。６３２は頁岩製で，周辺を打ちかいて形を整え，刃部周辺のみを

磨いている。６３３はホルンフェルス製で，その大部分を欠損しているが，刃部は丁寧に研磨されて

いる。また，刃部には使用痕と考えられる微細な刃こぼれが観察される。６３４は，頁岩製で破損が

激しい。刃部及び上部に丁寧な研磨がみられる。

������（第１６３図６３５）

　６３５は，頁岩製の打製石斧である。あまり装着部の抉りがはっきりせず，いわゆる短冊形状をし

ている。側縁部には表面からの剥離が施されており，表裏とも自然面を若干残している。

����（第１６３図６３６，６３７）

　６３６，６３７はいずれも安山岩製の礫器である。６３６は扁平な礫を用いて周囲に加工を施している。

刃部は両面からの剥離によって作出されている。左側は欠損しているが，右側には若干の抉りが認

められるので，棒状のものに装着して使用されたことも推定される。

　６３７は，やや厚みのある礫の下部に，表面から剥離によって刃部を作出している。集石１７号の中

から出土しており，何らかの理由で欠損したのち，集石を構成する礫として再利用されたものと思

われる。

�������（第１６４～１６７図６３８～６７２）

　磨面や敲石痕が認められるものを，磨石・敲石として一括して取り扱い，形態等から３類に大別

した。石材は安山岩が大部分を占めるが，凝灰岩，砂岩，花崗岩，泥岩，流紋岩もみられる。３５点

図化した。
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－２２２－

　��（第１６４，１６５図６３８～６５５）

　表・裏面に磨面がみられ，敲打痕があまりみられない。

　６３８～６４１は最大長が５�程度あるいは，それに満たない小型の磨石である。６４７と６４９の磨面には，

わずかに敲打痕と思われるものもある。６５０と６５１の周縁部には，わずかに敲打痕がみられる。６５２

～６５５は大型の磨石の破片と思われる。６５３や６５５は，表裏両面ともに磨面が認められる。

　��（第１６６，１６７図６５６～６７０）

　表・裏面に磨面のほかに，敲打痕がみられるもの。

　６５６～６６１は，表・裏面にも端部・周縁部にも敲打痕がみられる。６５６は表裏両面に敲打痕がみら

れる。６６０，６６１は，表・裏面の敲打痕も周縁部の敲打痕も顕著である。

　６６２～６７０は，敲打痕が主に端部・周縁部に集中しているものである。６６３は，裏表両面ともに磨

面が顕著で，周縁部のすべてに敲打痕がみられる。６６４は大型の磨石で，集石の礫を構成していた。

裏面の磨面が顕著で，端部には敲打痕がみられる。６６６～６７０は裏面に磨面がみられ，周縁部の敲打

痕が顕著である。

���（第１６７図６７１，６７２）

　表・裏面に，敲打による凹みがみられるもの。

　６７１，６７２は，敲打痕が集中して凹石となったものである。６７１は表裏両面に敲打による凹みがみ

られる。６７２は裏面の凹みが顕著である。また表面は磨面として利用され，使用により球面が平面

に変形している。

����（第１６８～１７０図６７３～６８５）

　６７３～６８５は石皿である。長径が３０�を超えるものから１０�程度のものまで，大小あわせて１３点あ

る。石材は安山岩が多いが，砂岩・泥岩・花崗岩もみられる。

　６７３は両面を使用しており，裏面には敲打痕が集中してみられる。

　６７４～６７６は片面に磨面がみられる。

　６７７は表の磨面が顕著で，裏面には多数の敲打痕がみられる。

　６７８は花崗岩製の石皿で風化が激しいが，わずかに磨面が残っている部分もある。

　６８０は両面を使用しており，磨面が顕著である。

　６８１は表面に敲打によってできた凹みがみられる。

　６８３は風化により一部欠損しているが，使用頻度が高かったためにレンズ状に凹んだものと思わ

れる。

　６８４と６８５は最大長が２５�を超える大型の石皿である。６８４は表裏両面に，磨面と敲打痕がみられ

る。また，敲打による凹みもみられる。６８５は表面に磨面がみられ，敲打によるわずかな凹みが表

裏両面にみられた。

������（第１７０図６８６，６８７）

　６８６，６８７は，いずれも２３トレンチの縄文時代早期の包含層から出土している。用途については不

明だが，しっかりと面取りがしてあることから，意図的に加工したものと判断した。
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��������

　縄文時代晩期の石器は，打製石鏃，石錐，楔形石器，磨製石斧，礫器，磨石が出土した。いずれ

も縄文時代晩期の包含層であるⅢ～Ⅳ層から出土したものである。一部，表採の遺物もあるが，出

土した場所の，周辺の包含層の撹乱の状況から縄文時代晩期の遺物と判断した。石材としては，黒

曜石，安山岩，チャート，玉髄，頁岩，砂岩，泥岩，凝灰岩，花崗岩，流紋岩などがみられた。

������（第１７１図６８８～６９５）

　６８８～６９１は全体の形状が正三角形状（長幅比＝１．３：１未満とした）を呈するものである。いず

れも基部の抉りは小さい。６９２～６９５は全体の形状が二等辺三角形（長幅比１．３：１以上とした）を

呈するものである。６９２は上部が欠損しているが，両面から丁寧な剥離で整形してある。６９３は左側

が欠損しているが，抉りを入れ脚部を作出していることがわかる。６９４，６９５はいずれも，先端部が

欠損しているが，基部に深い抉りがあり，明確に脚部が作出されているものである。

����（第１７１図６９６）

　６９６は頁岩製の石錐である。表裏両面に両側縁から丁寧に整形している。はっきりとした摩滅は

����������	
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�����
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みることができない。

������（第１７１図６９７，６９８）

　６９７は黒曜石製で，薄い剥片素材を利用している。上部は欠損しているが，下端には使用痕がみ

られることから楔形石器と判断した。６９８はチャート製で，厚手の剥片を使用し上端と下端に使用

痕が認められ，楔形石器特有の剥離痕がみられる。

������（第１７２図６９９）

　６９９は小型の磨製石斧である。刃部と表裏面を丁寧な研磨で仕上げている。石材は安山岩で，最

大長９�，最大幅４．９�という小型のものである。基部にわずかながら抉りがみられることから，

棒状のものに装着して使用されたことも推定される。

����（第１７２図７００）

　７００は扁平な礫を用いて周囲に加工を施し，刃部は両側からの剥離によって作出されている。石

材は安山岩である。

����（第１７２図７０１）

　７０１は泥岩製で，最大長が３．３�の小型の磨石である。裏面に磨面がみられる。

����

������（第１７２，１７３図７０２～７０７）

　古代の石器は軽石製品のみが出土した。はっきりと用途が分かるものはないが，いずれも丁寧に

面取りがしてあることから，軽石製品と判断した。熱を受けていると思われるものもあり，炉など

を組む石材として利用された可能性も指摘できる。
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０．４３０．３１．３１．５黒曜石ⅦＫ－２７石鏃６０８

���

０．１７０．２５１．２１．１黒曜石ⅧＫ－３５石鏃６０９

０．７７０．３１．８１．５チャートⅦＨ－５２石鏃６１０

０．７００．３１．６１．９黒曜石ⅦＧ－４４石鏃６１１

一括１．８３０．３２．２２．５玉髄ⅦＨ－３９石鏃６１２

０．３９０．２１．１１．８チャートⅧＨ－４１石鏃６１３

１．６３０．３１．８３．２チャートⅧＨ－４０石鏃６１４

１．４９０．４１．９２チャートⅦＬ－４２石鏃６１５

２．０３０．４１．７３．６チャートⅦＩ－３５石鏃６１６

２０．４５０．５４．２５．５安山岩Ⅶ２３Ｔスクレイパー６１７

���

３６．０６１５．４５．５安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６１８

３７．９１０．８６６．７安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６１９

５８．５８１．４６５．８安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６２０

４２．９４１．１６６．６安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６２１

１９．１６０．９３．３６．４安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６２２

４０．３３１５．２１１．２安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６２３

７１．１１０．８５．５１４．６安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６２４

２２．０７０．７４．５４．７安山岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６２５

���

２１．１７５．９４．５頁岩Ⅷ２３Ｔスクレイパー６２６

１７．３３１．１３．３３．８チャートⅧ２３Ｔスクレイパー６２７

５．０３０．７２．８２．２チャートⅦ２２Ｔスクレイパー６２８

８．６２１３２．６チャートⅦ２３Ｔスクレイパー６２９

１９．７８１．２３．１５．９チャートⅧ２３Ｔ微細剥離痕剥片６３０

���

９４．０１１．１４．８９．２安山岩Ⅷ２３Ｔ磨製石斧６３１

１０６．６１２４．７９．１頁岩ⅦＫ－３４刃部磨製石斧６３２

２５０．６７２．２６．４１４．５頁岩Ⅷ２３Ｔ刃部磨製石斧６３３

２８．５４１．２３．１９．９ホルンフェルスⅧ２３Ｔ刃部磨製石斧６３４

５１８．１８３９．９５１６．５５頁岩ⅦＩ－４２打製石斧６３５

��� ３１６．８８１．９１０．５１４安山岩ⅦＫ－４５礫器６３６

集石２４号８３９．１６４１３．２１２．５安山岩－Ｈ－５１礫器６３７
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２６．０７２．１２．７３．５安山岩Ⅷ２３Ｔ磨石６３８

���

２３．７６２．２２．６２．９砂岩ⅦＫ－４４磨石６３９
一括２８．００１．４３．９５．２砂岩表採３３Ｔ磨石６４０

７０．３０１．８４．６５５．８５安山岩ⅧＪ－４１磨石６４１
集石２４号３８４．７４５．５６．７８．１凝灰岩－Ｈ－５１磨石６４２

５８．００３．７３４．８花崗岩ⅥｂＨ－３８磨石６４３
集石２１号２２４．４６２．８６．４７．７安山岩Ⅷ上面Ｇ－４８磨石６４４

３１９．２４５．２５．１５６．７安山岩ⅧＬ－３８磨石６４５
３２３．００５．２８．０５７．２凝灰岩ⅦＨ－３８磨石６４６
２１１．５６３．１５．８５１０．４凝灰岩ⅧＪ－３６磨石６４７
４８４．８０５．２６．５９．４安山岩ⅦＫ－３２磨石６４８
４８３．４８５．５７．９９．３凝灰岩ⅦＨ－５２磨石６４９
１５０．０４３．９５．３５．１安山岩ⅦＨ－５０磨石６５０

���

１５３．０４４．１４．８５．４５安山岩ⅦＨ－３９磨石６５１
４２３．０８６６．７８．９安山岩ⅦＪ－４３磨石６５２
３６５．９９５．７５．６１０．５安山岩Ⅷ２３Ｔ磨石６５３
５２２．５６７７．５８．９安山岩ⅧＬ－２４磨石６５４

集石２４号１２７５．０６６．４１１．６１４．５安山岩ⅦＨ－５１磨石６５５
２３１．００３．３６．６７．６安山岩ⅦＩ－３５磨石６５６

���

集石２４号８２９．７９７．７８．９９．２凝灰岩－Ｈ－５１磨石６５７
集石２４号３０５．００４．５７７．５安山岩Ⅶ～ⅧＨ－１５磨石６５８
集石２１号２４１．０６３６．１１１．８安山岩Ⅷ上面Ｇ－４８磨石６５９
集石７号３１０．００５．５７．３６花崗岩ⅧＬ－２３磨石６６０

４８１．２７４．１８．１９．２５安山岩ⅦＫ－４５磨石６６１
５０．００２．９３．６５．６安山岩ⅧＪ－３１磨石６６２
１００．８０３７．１３．５流紋岩ⅧＪ－３３磨石６６３

集石２４号１０７１．５３６１０．２１２．２安山岩－Ｈ－５１磨石６６４
１８７．４７４．６５．１５．６安山岩ⅧＩ－３９磨石６６５

���

５５４．１０４．４８．６５９．８安山岩ⅦＫ－４５磨石６６６
４６４．４７４．５７．３８．６安山岩ⅧＪ－３２磨石６６７
７３１．０４４．６１０．５１０．７５泥岩ⅧＨ－４２磨石６６８
１９６．３５４．６５．８５．７花崗岩Ⅷ２３Ｔ磨石６６９

集石１９号４６５．００４．３９．４９安山岩ⅧＬ－４４磨石６７０
４４４．７８４．２８．１９．５砂岩ⅦＨ－５１磨石６７１
４４４．５１３．９７．７９．３泥岩ⅦＨ－５１磨石６７２
５９１．０２４．５９．３５８．８安山岩Ⅶ２３Ｔ石皿６７３

���

３９７．４８２．２７．９１３．４安山岩ⅦＪ－４５石皿６７４
６１８．２７４．９８．１１０．１安山岩ⅦＪ－４６石皿６７５
３５４．０７２．２９．７１０．３泥岩ⅦＨ－４９石皿６７６
３４７．８８３．６７．３８．９安山岩ⅦＫ－２９石皿６７７

礫一括４２３．５０２．８９．９１２．２花崗岩ⅦＪ，Ｋ－４５石皿６７８
４９９．１２２．８１３．２１１．１泥岩ⅦＩ－３５石皿６７９
５４６．５０４．６８．８９．８砂岩ⅧＬ－３６石皿６８０

���
１０４１．００６．１８．５１２安山岩ⅦＨ－５１石皿６８１

一括３０００．００１１．４１２１６．３安山岩ⅥｂＧ－４６石皿６８２
２２４０．５０６．２１４．７１７．３花崗岩ⅦＨ－５１石皿６８３
４０００．００４．３１５．１３３安山岩ⅦＩ－４２石皿６８４

���
２０００．００３．５１７．２２６．５安山岩ⅦＪ－４６石皿６８５

土坑２５２．１０４．３７．３９．８－－２３Ｔ軽石製品６８６
土坑６２２．７９３６７．３－－２３Ｔ軽石製品６８７

０．７１０．２１．６２ホルンフェルスⅣＬ－２７石鏃６８８

���

１．２７０．４１．９２．１頁岩ⅢａＪ－３７石鏃６８９
一括０．６４０．３１．６１．５安山岩表採Ｊ－３１石鏃６９０

１．２４０．４２．１２．５安山岩ⅢｂＫ－３１石鏃６９１
一括０．２６０．３１１．２黒曜石表採２２Ｔ石鏃６９２
一括０．４７０．３０．９１．７黒曜石表採２２Ｔ石鏃６９３

０．６４０．３１．２２．１チャートⅣＬ－３１石鏃６９４
０．７５０．３１．７１．９チャートⅢｂＬ－４４石鏃６９５
２．１８０．６１．２３．３頁岩ⅢｂＪ－３１石錐６９６
０．３６０．３１．１１．４黒曜石ⅢｂＫ－３４楔形石器６９７

落ち込み一括６．９４１１．９２．８チャートⅣ２２Ｔ楔形石器６９８
１１８．５８１．８４．９９安山岩ⅣＫ－２６磨製石斧６９９

��� ２３３．６４１．６８．１１２．６安山岩ⅢｂＪ－４６礫器７００
２０．７２１．３３．１３．３泥岩表採２２Ｔ磨石７０１
５６．４０５．１３．５１０－カクランＩ－４６軽石製品７０２

���

１４１．８０５．９１０８－ⅢａＪ－４６軽石製品７０３
２５９．００７．４９１４．７－ⅢｂＨ，Ｉ－４９軽石製品７０４
４８９．００８．５１２．６１１．７－ⅢｂＪ－１６軽石製品７０５
５６５．５０８．５１０１５．９－ⅢａＪ－１６軽石製品７０６
９９２．００１１．２１２．６２０．４－ⅢｂＪ－４６軽石製品７０７���
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��������（第１７５図７０８～７１４）

　７０８～７１４は金属製品である。７０８以外の７０９～７１４についてはⅢｂ層出土で，古墳時代～古代まで

の時期と想定することができる。Ｋ，Ｌ－２６，２７区に集中が見られ，周辺の包含層遺物の出土状況

から古代の遺物の可能性が高い。これらを一括して金属製品として取り扱った。

���（第１７５図７０８）

　７０８は煙管の雁首部分である。円筒状に延びる胴部とややすぼまりながら締まる首部から垂直に

上位へ開く火皿部分が鑞付けされている。青銅製で火皿口径は１．０�である。火皿と首部の間に補

強帯が無く，首部の湾曲が弱く直線的であることから１９世紀以降のものである。

���（第１７５図７０９，７１０）

　７０９，７１０は鉄製の刀子であり，どちらも両端が欠損した身部のみの出土であり全長は不明である。

７０９には一部木質が付着し錆と一体化している。鞘の可能性も考えられる。（図版２）

　�（第１７５図７１１～７１４）

　７１１～７１４は鉄釘と思われるもので，直線的なものであるが欠損品が多く全体形は不明である。

������������	
��


��������	�
��


��������	
�

���������	
��
��
��
��

���
��
���

���
���

���
���

���
���

�������
�����
��

��
��

１５８２７．０１．１１．１４．０ⅠＬ－３０煙管７０８

���

４９７５接合７．００．８１．５（６．８）ⅢｂＨ－３６刀子？７０９

－（５．５）（０．６）（１．３）（４．４）－Ｋ，Ｌ－２６，２７刀子？７１０

畝間接合７．５１．０１．０（８．０）－Ｋ，Ｌ－２６，２７釘７１１

畝間接合４．５（０．７）（０．９）（４．６）－Ｋ，Ｌ－２６，２７釘７１２

表採２．００．８０．９（２．９）－Ｉ－４６釘７１３

－３．００．６０．７（３．７）－Ｋ，Ｌ－２６，２７釘？７１４
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��������	（第１７９図）

　南部の本調査は，Ｇ～Ｈ－５３～６６区を平成１８年１０月～平成１９年３月に中央部調査区と並行しなが

ら行った。

　南部調査区は，中央部調査区の南側部分に相当する。この南側部分は，緩やかに傾斜しながら谷

を形成し，特に谷の東側は深く切り込まれ，高低差は２０ｍに達する。なお，谷を隔てた台地には，

高古塚遺跡が立地している。

　調査区の面積は４，６００�で，南北約２００ｍ，東西の幅が約２５ｍの細長い長方形を呈した調査区であ

る。調査以前は，平坦地は畑地，傾斜地は杉の人工林であった。

　平成１７年度の調査では，南部調査区に計１３ヶ所の確認トレンチを設定し，遺構や遺物包含層の

残存状況を確認し，その結果，Ｇ～Ｈ－５３～６６区では，一部消滅している部分もあったが，ほぼ全

面で畝状遺構が確認された。そこで，Ｇ～Ｈ－５３～５５区，Ｇ～Ｈ－５６～５９区，Ｇ～Ｈ－６０～６６区の

順に本調査を実施し，畝状遺構の把握を目指し調査を進めた。畝状遺構の残存状況把握後，古代の

遺構・遺物の調査を引き続き実施した。

　なお，６７区以南は耕地面積の拡大を目的とした開墾や，近年の畑地整備事業に伴う土地改良によ

り大規模な削平が行われ，遺構・遺物は残されていなかった。

　南部の検出遺構は，古代～中世の掘立柱建物跡，土坑，畝状遺構，中世の畝状遺構，土坑，近世

の畝状遺構などである。

　出土遺物は，縄文時代後～晩期の土器や石鏃，石匙などの石器が数点出土した。

　古代では，土師器，須恵器が出土し，特に，内黒土師器，墨書土器，外朱土器，線刻土器，焼塩

土器等の存在は注目される。

　また，中～近世の陶磁器も出土している。

��������	（第１８０，１８１図）

　現地形は，流入土が自然に作られた堰により平坦面を段々に形成しているが，下層へ行くに従い

全体的に谷に接する東側が高く，低い西側へ大きく傾斜していることが判明した。

　５３～５５区では，表土層が削平され耕作土直下はⅤ～Ⅶ層となっていた。また，西側は遺物包含層

が良好に残されていたが，東側は傾斜が厳しく上層が削平される傾向が見られた。

　５６～６０区でも同じように，西側は遺物包含層が良好に残されていたが，東側は傾斜が厳しく上層

が削平される傾向が見られた。西側にはⅡ層の文明ボラ層が良好に残されていたが，上位の安永ボ

ラ層を含む自然堆積土が厚く堆積していた。耕作土直下には，桜島の大正火山灰（１９１４年）も確認

され，Ｐ１～Ｐ３までが実見でき貴重な資料となった。

　６１～６４区では，西側が基本層位を保ち厚く堆積しているのに対して，東側は切り立った崖状を呈

し，シラスが露出していた。

　６５区以南は，東西方向の傾斜に加えて南側への傾斜も大きくなり，谷へと落ち込んでいた。
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　南部の検出遺構は以下の通りである。

　縄文時代の調査は，台地の縁辺部に当たる部分でのみ調査を行い，土坑が４基検出された。

　古代～中世の遺構は，Ⅳ層上面で掘立柱建物跡２棟，畝状遺構１群，土坑１２基が検出された。

　中世～近世の遺構は，Ⅲａ層上面で畝状遺構６群，土坑１４基が検出された。この中には，Ⅰｃ層

上面で検出された近世の畝状遺構１群も含んでいる。

　斜面の多い中で，わずかな平坦面に掘立柱建物跡や畝状遺構，土坑等が設けられていた。

������（第１８２，１９６図）

　縄文時代の遺構は土坑が４基検出された。

����（第１８２，１９６図）

　縄文時代の土坑は，Ⅳ層で検出された中～晩期のⅠ類の土坑（土坑２１３，２１４）と，Ⅸ層上面で検

出された早期のⅢ類の土坑（土坑２１５，２１６）に分けられる。

������（第１８２図）

　Ｉ－５９区のⅣ層上面で，土坑２１３から約３ｍ離れて検出された。平面形は一部凹んだ円形を呈し，

長径４０�，短径３２�，検出面からの深さは８４�である。底面は丸みを持ったＵ字状を呈している。

埋土は御池火山灰を含む暗茶褐色土で砂質が強い。

　�����（第１８２図）

　Ｊ－５５区のⅨ層上面で検出された。土坑２１５の北側約３ｍで土坑２１６が検出され，一部が調査区外

へ延びる。検出された平面径は長径が１５４�，短径が７０�であり，楕円形になるものと思われる。

検出面からの深さは２２�で，底面は不定形で内弯しながら立ち上がる。どちらからも埋土中から遺

物は出土しなかった。

�������（第１８３～１８９図）

　古代～中世の遺構は，Ⅳ層上面で掘立柱建物跡が２棟，土坑１１基，畝状遺構１群が検出された。

埋土はⅢｂ層が主体であり，遺構内遺物がほとんど見られないが，中世末の可能性を残すことから

古代～中世の遺構として取り扱った。

��������（第１８３，１８４，１８７図）

　古代～中世の掘立柱建物跡は２棟検出された。建物規模は４号がやや大きく，主軸の方向が異な

り重なるようにして検出された。

①暗茶褐色土 
　（黄色パミス多混） 
②暗茶褐色土 
　（黄色パミス少混） 
③暗茶褐色土 

���������	
���
�
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��������	（第１８３図）

　Ｉ，Ｊ－６１，６２区で，Ⅳ層上面にて検出された。建物の規模は２間×３間，１０個のピットからな

り，主軸は略南北方向である。桁行の平均は約４．５ｍ，梁行の平均は約２．４ｍであり，柱間寸法の平

均は桁行柱間が１．９ｍ，梁行柱間が１．６ｍでありほぼ等間隔である。北東側がやや張り出しているが，

ほぼ長方形を呈しており，床面積はおよそ１０．８�である。建物内に赤化するような焼土跡は見られ

なかったが，南側には炭化物の集中域が認められた。

　ピットはほぼ円形を呈し，平均して径３５×３２．８�，深さ２６�でありほぼ同規模であるが，Ｐ１が

比較的深い。柱の径は，残存部分がなく，柱痕跡も見あたらないことから不明であるが，ピット底

径よりわずかに小さくなるものと思われ，廃棄時に抜き取られた可能性も考えられる。ピット中の

埋土は，古代の遺物包含層であるⅢｂ層の暗褐色土であり，上位に黄色パミスや炭化物が混ざるも

のがあった。埋土中より出土遺物は確認されなかった。

　北側のピット底面のレベルが，南側よりやや高くなっている。遺構検出面も北側が高く南側に向

かって緩やかに傾斜していることから，地形に合わせて建てられたと推測される。しかし，建てら

れた当時は平坦であり，南部調査区全体の地形が長い年月の間に変動したとも考えられるので，上

部構造が残っていない現在では一概に断定は出来ない。

��������	（第１８４図）

　Ｉ，Ｊ－６１，６２区で，掘立柱建物跡４号と重なるようにして検出された。検出面は同じくⅣ層上

面である。建物の規模は２間×３間，１０個のピットからなり，主軸は略東西方向である。桁行の平

均は約２．３ｍ，梁行の平均は約３．６ｍであり，柱間寸法の平均は桁行柱間が１．６ｍ，梁行柱間が１．５ｍ

であるが，梁行柱間Ｐ１－Ｐ２，Ｐ６－Ｐ７間が約３．５ｍであり，その他の梁行柱間の平均１．４ｍと

比べて広い。建物の上部構造は現在では分からないが，構造上必要な柱間であったと推測される。

平面形は，Ｐ５がやや内に入り込んでいるが，ほぼ長方形を呈しており，床面積はおよそ６．１�で

ある。建物内に焼土跡は見られなかったが，西側に炭化物の集中域が認められた。掘立柱建物跡４

号と同様，地形に沿って検出されており，西側がやや高くなっている。

　ピットは，平均して径３８．４×３５．２�，深さ２９�のほぼ円形を呈しているが，長径３２�と小さめの

Ｐ８から，長径４４�とやや大きめのＰ２，Ｐ９まであり一定ではない。深さも１４～５０�と幅があり，

上部構造に合わせた深さではないかと考えられる。柱の径は，残存部分がなく不明であるが，Ｐ７

の床面に柱痕跡ではないかと思われる凹みがあり，Ｐ７については柱径が１２�前後ではないかと推

定される。しかし，掘立柱建物跡４号と比べるとピットの並びや形状に規則性が薄く，簡易的な建

物であったと思われるので，他の柱が同規模の大きさであったとは考えにくい。廃棄時に抜き取ら

れた可能性も考えると，ピット底径よりわずかに小さくなるものと思われる。ピット中の埋土は，

ほとんどが古代の遺物包含層であるⅢｂ層の暗褐色土の単一であり，上位に炭化物が混ざるものが

いくつか見られた。埋土中より出土遺物は確認されなかった。

　掘立柱建物跡４号と５号は，主軸の向きが異なる同規模の建物が重なるようにして検出されてい

るので，前後関係は不明であるが，わずかな時間差により建て替えられた可能性がある。

　なお，掘立柱建物跡４号の建物規模，ピット形状などは第２６表に，掘立柱建物跡５号の建物規模，

ピット形状などは第２７表に示した。
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３６３６３４３２３４�����Ｐ１－Ｐ２Ｐ１－Ｐ１０Ｐ１－Ｐ３Ｐ１－Ｐ８南北

３６３６３０３０３２�����１．０８１．３４２．４２４．３４Ｎ－２５°－Ｗ

２４２６２４１６４４�����Ｐ２－Ｐ３Ｐ９－Ｐ１０Ｐ４－Ｐ１０Ｐ２－Ｐ７

���������������
１．３６１．７０２．１８４．５６

Ｐ４－Ｐ１０Ｐ８－Ｐ９Ｐ５－Ｐ９Ｐ３－Ｐ６

３８３４３８２４４４�����２．１８１．３４２．５０４．５２

３４３０３６２２４２�����Ｐ５－Ｐ９Ｐ２－Ｐ７Ｐ６－Ｐ８

３２１８２４２８２０�����２．４８４．５６２．３８

Ｐ７－Ｐ８Ｐ３－Ｐ４

１．０８１．３８

Ｐ６－Ｐ７Ｐ４－Ｐ５

１．３２１．４６

Ｐ５－Ｐ６

１．６８
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４２３４４０４４３８�����Ｐ１－Ｐ２Ｐ１－Ｐ１０Ｐ１－Ｐ４Ｐ１－Ｐ９南北

４０３４３６４２３２�����１．６４０．９０３．４８２．２６Ｎ－７９°－Ｅ

２８２８３８２８５０�����Ｐ２－Ｐ３Ｐ９－Ｐ１０Ｐ５－Ｐ１０Ｐ２－Ｐ８

���������������
１．００１．３６３．３４２．５２

Ｐ３－Ｐ４Ｐ２－Ｐ８Ｐ６－Ｐ９Ｐ３－Ｐ７

３６４４３２３８３６�����０．８４２．５２３．７８２．４０

３０４０３２３２３４�����Ｐ５－Ｐ１０Ｐ３－Ｐ７Ｐ４－Ｐ６

２２２４１４３６２０�����３．３６２．３８２．０２

Ｐ６－Ｐ７Ｐ４－Ｐ５

１．８８１．０４

Ｐ７－Ｐ８Ｐ５－Ｐ６

０．９２１．０４

Ｐ８－Ｐ９

０．９８
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������（第１８５，１８７図）

　古代～中世の畝状遺構は，掘立柱建物跡に近接して１群検出された。

�������（第１８５図）

　Ｉ－６２～６４区にかけて，畝状遺構の一群が検出された。Ⅳ層上面で検出され，黄褐色土を掘り込

む形で畝間が残存し，略東西方向を基調とした畝間の列が並んでいる。畝間の列は西側の調査区境

まで延びており，調査区外へと広がると見られ全体像は不明である。東側については，北側の数条

がグリッドベルト付近まで達しているが，ベルトより東側（Ｊ－６２区）では見られないことから，

その付近で途絶えていると思われる。また，南側へ下るにしたがって掘り込み始める地点が西側へ

と寄っている。Ｉ－６３区付近から東側に急激な地層の隆起が見られるので，地形に合わせて耕作可

能な平坦面を利用していたと考えられる。

　畝間は，平均して幅５０�前後，検出面からの深さが５�前後を基本とする小溝状を呈す。底面に

平坦面を持ち，緩やかに立ち上がる。また，北側半分と南側半分ごとのまとまりが見られる。底面

には多くの凹凸があり乱れているが，明確な土掘り具痕は判別できなかった。

　北側の１４条は，畝間の中心間の長さが７０～８０�前後のものが多いが，最小約６０�，最大約１３０�

とばらつきが見られる。途中から方向が北寄りに曲りながら蛇行している。

　南側の１６条は，畝間の中心間の長さが５０～７０�前後のものが多く，ほぼ等間隔で掘られている。

方向は略東西方向で，直線的に並んでいるが東端はそろっていない。

　畝部分は流されたと思われ，凸部が見あたらず，高さ，幅等は不明である。

　埋土のほとんどはⅢｂ層の暗褐色土であるが，上位には細粒な黄色パミスがわずかに混在してお

り，黄褐色土の小ブロックも混じる部分も認められるので，畝の盛り土や北側の斜面から土砂の流

れ込みが推測される。

����（第１８６，１８７図）

　古代～中世の土坑は，計１２基がＩ，Ｊ－６１～６４区のⅣ層上面で検出された。埋土は主にⅢｂ層の

黒褐色土が中心である。形状の特徴から径３０～４０�，深さが３０�前後の小型の円形を呈するもの

（Ⅰ類，土坑２１７～２２０）と，径が約１ｍ，検出面からの深さが１５�前後のもの（Ⅱ類，土坑２２１～

２２８）の２つに大きく分かれる。

����������（第１８６図）

　Ｉ－６２区で検出された。掘立柱建物跡に関連するピットであると考えられるが，使用目的が明確

にできなかったため，ここでは土坑として取り上げた。平面形はほぼ円を呈し，４基の平均は長径

３３．５�，短径３１�，検出面からの深さは２９．５�である。埋土は，Ⅲｂ層が主体である。

������（第１８６図）

　畝状遺構１３の南側で畝間の東端に隣接するように検出された。断面形状は円形を呈し，断面形は

薄いレンズ状を呈している。埋土中より土器片が１点出土し，図化した。（第２０１図７９５）

　�����（第１８６図）

　Ｉ－６３区Ⅳ層上面で検出された。畝状遺構１３のやや北よりの遺構内から検出された。畝間との切

り合いは見られず，土坑周辺のみ畝間が消失している。形状はほぼ円形を呈し，断面形状は薄い逆

台形を呈している。土坑２２１，２２２ともに，畝状遺構１３と近接し，ほぼ同時期で重なりも見られない
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①淡いオリーブ褐色土 
　（炭化物有り） 
②淡いオリーブ褐色土 
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ことから，耕作に関連のある土坑の可能性が考えられる。

����������（第１８６図）

　Ｉ，Ｊ－６１，６２区から検出された。土坑は，Ｎ－６９°－Ｗを軸とする直線上に，やや膨らみを持

ちながら６基並んでおり，土坑間の距離が平均して約２ｍとほぼ等間隔であった。土坑２２５は，全

体的に樹痕による撹乱を受けており，正確な形状を把握することができなかったが，平面形や深さ，

底面の形状など他の５基とほぼ同規模の土坑であったと思われる。土坑２２３，２２４，２２６～２２８は，平

面形が円形を呈し，平均して１１０×９８�である。検出面からの深さは１３�で，底面は薄いレンズ状

を呈している。埋土は黒褐色土が主体であるが，黄褐色土や炭化物を含むものも見られた。

　掘立柱建物跡と隣接して土坑や畝状遺構が検出されたことから，わずかな平坦地を利用して耕作

地を確保し，建物を建て替えや土坑を掘り直しながらある一定期間生活を営んでいたと思われる。

�����（第１８８，１８９図）

　古代～中世のものと思われる炭化した木片が，近接して３ヶ所確認された。

�������（第１８８図）

　Ｉ，Ｊ－６５区のⅣ層上面で，炭化木の集中が見られた。概ね３ヶ所に分かれており，炭化した木

片がしっかりと残っていた。緩やかに南へ下る斜面に，約３ｍ間隔で張付くようにして出土し，そ

れぞれの出土レベルは２５０ｍ弱とほぼ同じである。炭化木１の１４Ｃ年代測定を行ったところ，１，２０２

±２７（ｙｒＢＰ），歴年代で７８０～８６９ＡＤ，平安時代前期前半という結果が出ている。
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�������（第１９０～１９６図）

　中世～近世の遺構は，畝状遺構６群，土坑１３基が検出された。ほとんどがⅢａ層の黒色土が掘り

込まれたもので，埋土はⅡ層文明ボラが主体であり，黒褐色土に黄色パミスや白色パミスが混ざる

ものも見られる。土坑内より遺構内遺物が確認されたが，小破片のため判別が難しく流れ込みの可

能性も考えられるので，中世～近世の遺構として取り扱った。また，安永ボラを埋土とする近世の

畝状遺構も含まれる。

������（第１９０～１９４図）

　中世～近世の畝状遺構は，埋土が文明ボラを主体の５群と安永ボラを主体の１群の計６群である。

�������（第１９０図）

　Ｇ～Ｉ－５３～５５区のⅢａ層上面にて，Ⅱ層（文明ボラ）を埋土の主体とする細長い楕円状を呈し

た畝状遺構が検出された。中央部の台地上の縁辺部に位置する畝状遺構１１の南側約１０ｍ離れて検出

されている。北西－南東方向に延びる楕円形を呈した畝間が，南側へ下る地形に合わせて階段状に

整然と並んでいる。検出面の勾配はやや急であり，検出面の幅はわずか５～１０ｍであるのに対して

高低差は約１ｍもある。北側の畝状遺構１１との間は現代の畑面，南側は通路として使われ大きく削

平されており，通路と畑の境目にある土手として残った部分のみ検出できたと考える。畝間の形状

は平均して幅１６．４�，深さ１９�，断面形状は浅い皿状を呈するなど似ているが，長さは統一されて

おらず，０．７～２．９ｍと多種である。しかし，東西両端が揃っている部分も多く確認され，畝間の中

心間が約５０�とほぼ同じであることから，方向や間隔，幅や深さなどを考えて作られたと思われる。

　畝状遺構１１－Ｃ群と畝状遺構１４は同一のもので，つながっていた可能性が高い。

　������（第１９１図）

　Ａ～Ｅ－５５～５９区のⅢａ層上面，畝状遺構１４から２０ｍほど南へ下る斜面の西側から，調査区境の

壁に沿ってほぼ全域に畝状遺構が検出された。Ⅲ層の黒色土を掘り込む形で畝間が残存し，東北東

－西南西方向を基調とした楕円形を呈する畝間の列が，斜面を下る階段状に規則的に整然と並んで

いた。畝間は谷部の斜面で検出された畝状遺構１と形状が似ており，長さ０．２～３．５ｍ，幅２０～３０�，

深さ約１２�を基本とする楕円形である。断面形態は皿状を呈し，並びや畝間の規模などが乱れ気味

であった畝状遺構１に比べて，同規模の畝間が両端を揃えて鱗状に南へ下るように配置されている。

畝間の列は全部で１０列確認され，東端の列の畝は下るに従ってやや中心部に向きを変えるなど微調

整しながら作られている。

　Ｊ区側は急勾配であり崖状に上がっているので検出されず，南側は削平により消失している。西

側の調査区外にも広範囲に渡り広がっていると推定される。北側の畝状遺構１４とはレベル差もあり

形状も異なることから一連のものである可能性は薄い。埋土のほとんどは文明ボラであるが，一次

堆積物と思われるものは少なく，二次堆積物や細粒な黒色土がブロック状に混在したり，小規模な

堆積を繰り返し交互に堆積したりしている。底面に凸凹を持つものが多く，掘られた跡が残るもの

もあり農耕具痕を想定させるものも含まれる。

　������（第１９２図）

　Ｉ～Ｊ－６１～６２区の畝状遺構１５から約１０ｍほど南へ下る緩斜面のⅢａ層上面で，Ⅱ層を埋土の主

体とする細長い楕円状を呈した畝状遺構が検出された。畝状遺構１５と同様に，東北東－西南西方向
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を基調とした楕円形を呈する畝間の列が，斜面を下る階段状に規則的に整然と並んでいた。しかし，

斜面が緩やかになり始めると畝間の列ごとに基軸が動き始め，地形に合わせて下るように調整しな

がら作られている。列ごとの両端はしっかりと揃っており，整然と並んだ畝間の列が１３列確認でき

た。畝間の中心間は約５０�とほぼ同じであるが，畝間の形状については変化があり，傾斜の急な北

側部分は長さ約１．２ｍ，幅５８�，深さ１２�の楕円形を呈するのに対して，傾斜の緩やかな南側部分

は，長さ約２．８ｍ，幅５０�，深さ２３�の細長い小溝状の楕円形に変化していく。特に平坦面に近い

Ｉ－６２区では，畝間の全長も長くなり，列の間隔も広くなる傾向にある。逆に東側の谷へと向かい

傾斜が再び急になるＪ－６２区当たりでは，畝間の長さも短くなり列の間隔も狭くなる。この傾向の

顕著な形が，近接する畝状遺構１７へと移行していくと推測される。

　畝間の断面形状は浅い皿状であり底面に凸凹を持つ不定型なものが多い。埋土は文明ボラが主体

であり，一次堆積物と，二次堆積物や細粒な黒色土がブロック状に混在している。微高地である北

側では検出されず，東西の調査区外へ同形状の畝間が広がっていると思われる。

�������（第１９３図）

　Ｉ～Ｊ－６３～６４区のⅢａ層上面に，畝状遺構１６の南側に隣接して検出された。略東西方向に直線

的に延びる小溝状の畝間が２２条規則的に並んでいる。急激に上る東側では見られず，畝間の東端は

地形に合わせてほぼ揃っている。西側は調査区外へと延びており，南側は削平され消失している。

畝の凸部は見あたらず，文明ボラを含む堆積物により押し潰されたと思われる。畝間の形状は，長

さ約１０ｍ，幅５０�，深さ２５�で断面形状は浅い皿状を呈する。畝間の中心間は５０�でほぼ同じ間隔

である。埋土は南部斜面の他の畝状遺構と同じで文明ボラが主体であり，小規模な堆積を繰り返し

一次堆積物と二次堆積物や細粒な黒色土が混在している。畝状遺構１６とは重なりは見られないが接

しており，埋土も同じであることからほぼ同時期のものである。検出面がわずかに南側へ傾斜して

いるがほぼ平坦面であり，斜面と平地の耕作方法の違いを一度に実見できる貴重な資料である。

　������（第１９３図）

　Ｉ－６６，６７区のⅢａ層上面に，Ⅱ層（文明ボラ）を埋土の主体とする細長い楕円状を呈した畝状

遺構の一群が検出された。ほとんどが消失しておりわずか９条であるが，略東西方向に延びる細長

い楕円形を呈する畝間が，規則的に並んでいる。検出された畝間の平均値は，全長約２．７ｍ，幅５０

�前後，深さ約７．２�である。底面のみの検出であるので全長は不確定である。埋土は文明ボラを

多く含む黒色土であり，細粒な黒色土がブロック状に混在している。畝状遺構１７から２０ｍ以上南側

へ離れており，レベル的にも約２５�下っているため関連性は不明であるが，ほぼ同時期である。

　������（第１９４図）

　Ｈ～Ｉ－５８区の畝状遺構１５の直上にて，安永ボラを埋土の主体とする細長い畝状遺構が検出され

た。畝状遺構１５が大雨などで斜面を流れ下る堆積物により埋まり，自然堆積を繰り返した後で形成

された平坦面に作られたもので，略南北方向へ直線的に延びる畝間が筋状に確認される。畝の凸部

は見られず，畝間のみの検出である。検出された畝間の平均値は，長さ約５ｍ，幅３０�前後，深さ

約２５�である。畝間の中心間は不安定であり７０～１１０�である。部分的な検出のため全体像は不明

であるが，台地部でも同時期の畝状遺構が見つかっており，台地部だけでなく谷部全体でも生産活

動が行われていたと推測される。埋土は安永ボラを主体としているため，近世の畝状遺構である。
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����（第１９５，１９６図）

　中世～近世の土坑は，Ⅲ層で検出された土坑２２９～２４２の１４基である。１ｍを越える円形を呈する

もの（Ⅱ類，土坑２２９），楕円形を呈するもの（Ⅲ類，土坑２３０～２４２）に分けられる。さらにⅢ類の

土坑は，１ｍ５０�前後のもの（土坑２３０～２３６），全長が３ｍを越える大型のもの（土坑２３７～２４２）

に分けることができる。Ⅲ類の規模は平均して土坑２３０～２３６が１５７×５８�，深さ１５�，土坑２３７～

２４２が３．２×０．６ｍ，深さ２３�である。埋土は白色パミスを含む黒褐色土が主体である。

　�����（第１９５図）

　Ｊ－６５区のⅣ層上面で検出された。白色パミスを含む黒褐色土が主体である。平面形状は径約

１．３ｍの円形を呈し，深さは５２�である。埋土中より土器片が４点出土したが，ローリングを受け

たものが多く，流れ込みの可能性もある。（第２０１図７９１，７９２，７９３，第２０３図８１６）

　���������（第１９５図）

　Ｉ－５６区のⅢ層上面で検出された。断面形状はレンズ状を呈し，埋土は多量の白色パミスである。

台地の縁辺部に当たり，耕作のためボラ抜きを行った後で集めて埋めたと思われる。
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①黒色土 
②暗黒褐色土 
③黒褐色土＋黄褐色土 
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��������

　南部の出土遺物点数は合計４，００４個であり，総点数の半数以上に当たる。５３～６３区までの出土遺

物が１４３点であるのに対して，６４～６７区のわずか４５０�と狭い調査区から３，８６１点が出土している。

遺物のほとんどは古代の包含層であるⅢ層出土の土器片であり，小破片が多く摩耗も見られること

から，北側の台地から堆積物と同時に流れ込んできたものであると想定される。ほとんどが坏や ，

甕など日常生活に使用するものであることから，古代の中心地が台地上に存在したと思われる。古

代以外の遺物は，縄文時代前期，後期，晩期，中世，近世の遺物が出土しているが，点数的には少

量であり，小破片が多いので，流れ込んできた遺物の可能性が高い。

　なお，図化したものについては，第２１０，２１１図に出土分布を示した。

������（第１９７図７１５～７３１）

　南部の縄文土器は計１７点であり，全て図化した。

　７１５はⅩⅣ類土器の胴部である。沈線文を横位に施している。７１６～７２０はⅩⅥ類土器の胴部である。

７１６は横位に，７１７は横位と縦位に，７１８，７１９は波状に平行する２条の凹線文を施し，その間に貝殻

刺突が連点状に入る。同一個体の可能性もある。７２１～７３１はⅩⅦ類の土器である。７２１～７２６は深鉢

形土器で，ⅩⅦＡ－ａタイプである。７２１，７２２は胴部中位より広がり，７２４は外反する。７２８～７３１は

鉢形土器の底部であり７２８～７３０はⅩⅦＣ－ｂタイプの編布が，７３１はⅩⅦＣ－ｃタイプの編目状の組織

痕が認められる。７２９，７３０は底部端のため組織痕が乱れている。７３１は幅０．４�の掘の深い編目圧痕

文である。

����（第１９８～２０６図７３２～８９９）

　古代の土器は，土師器，須恵器，焼塩土器などが出土しており出土量の大部分を占める。しかし，

小破片のものが多く，図化できたものはわずかである。内訳は土師器坏， 類１，４９７点中１０２点，土

師器甕類５，０９６点中２５点，須恵器２２点全て，焼塩土器３０４点中１９点である。

�����（第１９８～２０４図７３２～８５８）

　土師器は坏， ，皿などの食器類，甕などの煮炊具類が最も多く，墨書土器などの特殊な土器も

数点出土した。これより各器種別に掲載するが，坏， ，甕については第Ⅴ章第４節「中央部の出

土土器」での分類に基づいた。また，内黒土師器についてはまとめて掲載した。

　�（第１９８図７３２～７５２）

���（第１９８図７３２～７４３）

　７３２～７３４は体部が直線的に開くものである。７３２は体部外面にロクロ目が凸凹となって残るが，内

面はハケメ調整後きれいにナデ消されている。丁寧な作りである。７３３は円盤状の厚い底部を持つも

ので，焼成が良く硬質である。７３４はやや上げ底気味の底部を持ち，底部の角を丸く仕上げている。

　７３５～７３８は口縁部がやや外反するものである。７３５は体部の器壁のやや厚いがっしりした作りで

ある。破損後土器片を転用されており一部黒色化している。７３６は底部と体部の境に段を持つ。７３７

は底部外面にヘラ調整痕が残るもので，全体器形が歪んでいる。７３８は円盤状の底部から立ち上が

る外面にロクロ目が筋状に残る。

　７３９～７４３はⅠ類の底部であるが，上位が欠損のため全体形は不明である。全てヘラ切り離し後に

ナデ調整を施し丁寧に仕上げているが，７４０はヘラ切り離し痕が明瞭に残る。
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　��（第１９８図７４４～７５２）

　７４４～７５２は，体部がやや丸みを持ちながら立ち上がるものである。７４４は底部からやや膨らみを

持ちながら開き直線的な口縁部を持つもので，焼成も良く丁寧な仕上がりである。７４５，７４６は丸み

の体部が開き，口縁部がわずかに外反するものである。７４５は焼成が良く赤橙色を呈している。７４７

～７５２はⅡ類の底部であるが，上位が欠損のため全体形は不明である。７４７は底部と胴部の間がわず

かに凹んでいる。全てヘラ切り離し後に丁寧なナデ調整を施し仕上げているが，７５０～７５２はナデ調

整が不十分であり工具痕が残る。

　 （第１９９図７５３～７６５）

　��（第１９９図７５３～７５６）

　７５３～７５６は，大きめの円盤状を呈した底部を持つもので，Ⅰ－ａ～Ⅰ－ｃに分けられる。

　����（第１９９図７５３）

　７５３は，ほぼ直立した短めの断面三角形を呈した高台を持つ。底面にナデ調整痕が渦巻き状に残る。

���������	
��
��



－２６３－

�����（第１９９図７５４，７５５）

　７５４，７５５は短めの高台が外側へ開くもので，体部との境目に凹みが巡る。胎土が粗く，浅黄橙色

をした粘土の小塊や小石などが混ざる。上位欠損のため全体形は不明であるが，大型 と思われる。

　����（第１９９図７５６）

　７５６は高台欠損後，砥石等の道具を用いて欠損部分を粗く研磨調整を施し再利用したものである。

底面にナデ調整による段が残り内外面ともにナデ調整を施す。精製された胎土は浅黄橙色を呈する。

　��（第１９９図７５７～７６２）

　７５７～７６２は，やや小さめの底部を持ち直線状に開くもので，Ⅱ－ａ～Ⅱ－ｃに分けられる。

　����（第１９９図７５７）

　７５７は，ほぼ直立した短めの高台を持つもので高台断面は方形を呈し，接地面に平坦面を持つ。

�����（第１９９図７５８，７５９）

　７５８，７５９は，短めの高台が外側へ開くもので，体部との境目に凹みが廻り段を持つ。胎土が粗く，
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浅黄橙色をした粘土の小塊や小石などが混ざるが，ナデ調整が施されている。

　����（第１９９図７６０～７６２）

　７６０～７６２は，高台欠損後再利用したものである。７６０は欠損部をケズリ調整後ナデ調整が施されて

いる。焼成が良く外面は赤橙色を呈し硬質である。７６１は高台部分が剥離している部分が認められる。

　��（第１９９図７６３～７６５）

　７６３～７６５は，底部からやや丸みを持ちながら立ち上がるもので，短めの高台は外側に開く。７６３

の高台は，高さ１．４�，径約８�であるが，７６４，７６５は高さ０．９�，径が約７�とやや小さめである。

�����（第１９９図７６６～７６９）

　７６６～７６９は高台付皿である。皿部は比較的上方へ広がるため深さ２～３�程度と深くなる。高台

部は高さ約１�と短いもので外側に開く。７６６の体部は丸みを持って広がり口縁部がわずかに反る。

７６７は７６６とほぼ同じ体部形状で，高台接地面に平坦面を持つ。７６９は高台が「ハ」の字状に開く。

��� （第２００図７７０～７９０）

　７７０～７９０は，坏または の口縁部である。胴部より下位が欠損しているため全体形が不明であり，

土師器の坏または の口縁部～胴部としてまとめて掲載する。７７０～７８０は直線的に開く口縁部であ

る。口縁部断面は鋭角な三角形を呈するものが多いが，７７９はやや丸みを持つ。内外面とも器面調
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整は横ナデ調整であるが，外面に調整痕が残るものもある。７８１～７８４は，直線的に開き口縁部でわ

ずかに反るものである。７８２，７８３は焼成が良好で硬い。７８５～７８８は，やや膨らみを持つ体部中位か

ら端へ向かって外反するものである。胎土に砂や小石が多く混ざる。７８６は口縁部に一部歪みが認

められる。口縁径が１５�を越えるものが多いことから，大 または鉢の可能性も考えられる。

　�（第２０１，２０２図７９１～８１５）

　７９１～７９６は，遺構内より出土した甕の胴部片である。胴部片のためⅠ，Ⅱ類の判別はできなかっ

た。小破片のため全体形は不明であるが，外面はハケ目後ナデ調整，内面はケズリ調整を施す。

　��（第２０１図７９７～７９９）

　７９７～７９９は，口径３０�前後と大型で，口縁部が逆「Ｌ」字状に大きく外反するⅠ類の甕である。

　７９７は，Ｉ，Ｊ－６５～６７区のⅢ層で集中して出土した。口径が約３０�と大型のもので，胴部下位

は球状に丸く，上部は直線的に立ち上がり，口縁部で大きく外反する。体部の外面中位に煤が広く

付着している。図では推定ラインを用いているが，一部欠損のため器高は不明である。７９８，７９９は

口縁部全体に横ナデ調整が施され，口唇部を丸く仕上げている。

　��（第２０１，２０２図８００～８１４）

　８００～８１４は口縁部がくの字状に外反するⅡ類の甕である。口径３０�前後の大型のもの（８００～８０９）
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と，２０�程度の小型のもの（８１０～８１４）がある。大部分が外面はハケ目，内面はケズリ調整である。

　８００は摩滅が激しく不明瞭である。８０１は口縁部のハケ目調整痕が明瞭に残る。８０２は頸部外面に

ナデ調整痕が凸凹状に残り稜線が乱れている。８０４は直線的な体部から斜め上方へ丸みを持ちなが

ら外反するもので，外面に指頭圧痕が見られる。８０５は頸部が厚くしっかりした作りである。

８０６，８０７は厚めの口唇部を丸く仕上げている。８０８，８０９はやや短めの口縁部を持ち，内面に工具に

よる調整痕が残る。

　８１０は短めの口縁部が直線的に開くもので，内面のケズリ調整痕が明瞭に残り境目に稜を持つ。

８１１は表面にナデ調整による凸凹が見られる。８１２はやや膨らみのある体部が頸部で締まり，短めの

口縁部が直線的に開くもので，口縁部の断面形は三角形を呈している。８１３，８１４は，やや膨らみの

ある体部上位が内傾し頸部で締まり，口縁部が反りながら開くものである。内面のケズリ痕はナデ

消されている部分が多く，焼成が良く橙色を呈している。

��（第２０２図８１５）

　８１５は口径約３０�の土師器の蓋である。天井部欠損のため全体形は不明であるが，体部下位は厚

く仕上げ，天井部へ向かって器壁が薄くなるように仕上げている。くの字状に外反する境目外面に

は指頭圧痕が明瞭に残る。体部との境目から口縁端部までの外面に煤が付着している。

　�����（第２０３図８１６～８４３）

　８１６は遺構内遺物であるが，小破片であるため器種は不明である。摩滅しているため明確ではな

いが，調整はナデ調整で外面に小さな傷が複数残る。

　８１７，８１８は，底部から直線的に開くⅠ類の坏である。８１７は，復元口径１９．２�，底径７．９�，器高

６．８�の大型の坏で，底部からの立ち上がりに角を持ち直線的に開き中位から緩やかに反る。

　８１９はやや小さめの高台から直線的に開くⅠ－ａ類の である。直立した短めの高台は接地面に

平坦面を持つ。８２０～８２２は直線的に開く口縁部である。８２１の外面には炭素吸着による黒班が見ら

れる。８２３～８２９は，直線的に開き口縁部でわずかに外反するものでる。８２３は内面のミガキ調整痕

が明瞭に残る。８２５は口縁端部へ向かって器壁が先細る。下位欠損のため，器種は特定できない。

　８３０，８３１は，短い高台が直立する底部である。８３１の底面に工具による調整痕が残る。８３２～８３６

は高台が外側へ開く底部である。８３２は高台断面が方形を呈し接地面を持つ。８３３，８３４は摩耗して

おり内面が灰白色を呈す。８３５，８３６は膨らみを持つ体部で高台は「ハ」の字状に開く。８３７，８３８は

高台欠損部にケズリ調整を行った再利用痕のある底部である。８３７は直線的に，８３８は丸みを持って

立ち上がる。８３９～８４２は，高台が剥離し欠損している底部である。全てに高台と体部との接合痕が

認められる。８４３は鉢型を呈したものであるが，破片が部分的であり別器種の可能性も考えられる。

　����（第２０４図８４４～８４７）

　８４４～８４７は，外面にのみ赤色顔料が施された土師器である。８４４～８４６は の体部外面に赤色顔料

が施されたもので，８４４，８４５は顔料の剥落が著しい。８４５は高台内面に凹みが廻る。８４６は顔料が器

面より一部剥離している。８４７は坏または皿の体部外面に赤色顔料が施されたもので底面では確認

されない。８４４～８４６は，出土地点も隣接し器形も似ていることから同一個体の可能性もある。

　����（第２０４図８４８）

　８４８は，坏または皿の内面に赤色顔料が施されたものであるが，顔料の剥落が著しい。



－２６７－
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－２６８－

�����（第２０４図８４９～８５５）

　８４９～８５５は，墨書土器である。胴部片のため不明なものも多く，確実に判読できるのは８４９～８５１

の３点である。８４９は，底径６．４�の平坦面を持つ坏の底面に二文字が墨書されていた。ヘラ切り離

し痕が明瞭に残る底面に，一文字目は「福」，二文字目は判読が難しく敢えて読めば「笑」または

「安」と読める。８５０は，短めの高台が外側に開き，膨らみを持つ体部が立ち上がる内黒土師器の

 の底部外面に「廣」と墨書されていた。「廣」の墨書は，霧島市溝辺町の山神遺跡などで出土例

がある。８５１は，底面と体部の境をヘラ切り調整で丸く仕上げた坏の体部外面に，倒立で「山」と

墨書されたものである。「山」の県内での出土例は，南さつま市金峰町の白樫野遺跡や鹿屋市輝北

町の神殿遺跡など多数発見されている。８５２は土師器の体部外面にヘラ書の墨書が確認できるが，

詳細は不明である。８５３～８５５も文字の一部の可能性もあるが，判別は困難である。
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－２６９－

　墨書土器の出土地点はＩ－６４～６７区に集中しており，台地部からの流れ込みの可能性が高い地点

である。また，本遺跡全体で８点中４点が内黒土師器に墨書されており，書かれる率が非常に高い。

　����（第２０４図８５６，８５７）

　８５６は，横ナデ調整痕が明瞭に残る坏の体部外面に，鋭利な工具によって描かれた線刻土器であ

る。８５７は体部外面にヘラ状工具による無数の線刻が確認できるが，詳細は不明である。

　������（第２０４図８５８）

　８５８は，円盤型を呈した内黒土師器の の底部の転用品である。内外側面ともに砥石で研磨調整さ

れ，きれいな円盤を作り上げている。使用目的は不明であるが，紡錘車の製作途中の可能性が高い。

�����（第２０５図８５９～８８０）

　８５９～８６１は坏である。８５９，８６０は，ヘラ切り離しの底部から直線的に開くもので，底面と体部の

境目に角を持つ。その後のヘラケズリ調整は見られない。８５９の口縁部は直線的で口縁端部を丸く

仕上げている。体部外面下位にヘラ状工具痕が交差して「×」記号のように残る。８６１はヘラ切り

離しの底部からやや膨らみを持って立ち上がるもので，底面と体部の境目を丸く仕上げている。底

面にヘラ状工具痕が残る。
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－２７０－

　８６２は外側に広がる短い高台を持ち，直線的に立ち上がる の底部である。胎土がやや粗めで，

砂粒が多く含まれる。外側に広がり断面方形を呈する高台の接地面は平坦面である。

　８６３～８６６は体部下位が欠損のため詳細は不明であるが，坏または の口縁部と思われる。

８６３，８６４は，直線的に開く口縁部を持つものである。８６３は体部内面にハケメ調整痕が筋状に残る

が，８６４は摩滅が著しく判別が難しい。８６５，８６６は，体部が直線的に開き口縁部付近でわずかに外

反するものである。どちらも焼成が良好で灰黄色を呈し，口縁端部へ向かって器壁が先細りする。

　�（第２０５図８６７～８８０）

　８６７～８８０は甕である。８６７，８６８は甕の口縁部である。膨らみのある胴部が内傾しながら頸部で締

まり，わずかに外反するもので，平坦面のある口唇部はわずかに凹む。体部外面には格子目タタキ，

内面には同心円当て具痕が見られる。８６９～８７９は甕の胴部片である。８６９～８７４は，体部外面には格

子目タタキ，内面には同心円当て具痕が見られるもので，灰オリーブ色を呈し，膨らみのある胴部

の肩部から胴部中位にかけての土器片である。８６７～８７４はＩ－６６，６７区から集中して出土しており，

焼成，胎土などから同一個体の可能性がある。８７５は外面に平行タタキ痕が残るもので，８７６～８７９

は，赤褐色を呈する赤焼きの酸化炎焼成である。外面は平行タタキ，内面は同心円または平行当て

具である。８８０は丸みのある底部であり，接地面に当たる部分は器壁が薄く外面が摩耗している。

内面にワラ状の植物を束ねて調整を行ったと思われる筋状の調整痕が認められる。
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－２７１－
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－２７２－

　����（第２０６図８８１～８９９）

　８８１～８９９は南部調査区から出土した焼塩土器である。Ｉ－６５～６７区を中心に小破片も含め計２０３

個出土した。いずれも焼成が弱く軟質であり，色調は橙～赤橙色である。口縁部や体部のみの出土

のため全体形状は不明であるが，丸みのある底部からやや開き気味に立ち上がり，直線的な口縁部

を持つ鉢形を呈すると考えられる。口縁部は先細りであり，外面にはナデ調整による指頭圧痕が多

数認められるなど粗雑な作りである。内面には，全体に目の細かい布圧痕が明瞭に残る。

　８８１，８８２は内弯気味に伸びる口縁部の先端が先細り尖っているものである。８８１の胎土内に径１．４

�の小石が含まれる。８８３～８８９は直線的な口縁部の外面が端部で内傾し尖っているものである。

８９０～８９３は直線的な口縁部の断面が方形を呈するもので，口唇部に平坦面を有する。８８９は焼成が

良好であり，火熱を受けた胴部が一部硬化し黒色に変色している。８９４～８９８は胴部片であり，口縁

部形状は不明である。８９９は鉢形を呈する焼塩土器の丸みを帯びた底部である。
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－２７３－

�������（第２０７図９００～９２０）

　中世～近世の土器は，南部調査区全体から出土しているが，点数は多くない。小破片のものが多

く図化できたものは，中世の青磁，瓦質土器，近世の陶質磁器，染付，陶器などわずかである。内

訳は，磁器系のもの７２点中３点，陶器系のもの４７点中１８点の計２１点である。

����（第２０７図９００）

　９００は体部中位で屈曲しわずかに外反する皿の口縁部である。口縁部の形状は花びら状の稜花口

縁を呈すると思われる。暗オリーブ色の釉が全面に施される。

������（第２０７図９０１，９０２）

　９０１，９０２は瓦質土器である。９０１は胴部片であるが外面の摩滅が著しく，内面はヘラミガキであ

る。９０２は底部であり，内外面とも丁寧なヘラミガキ調整が施される。灰白色の胎土中に砂が多く

含まれる。底面近くの体部外面に，ヘラ書きによる沈線が２条巡る。

����（第２０７図９０３～９０５）

　����（第２０７図９０３）

　９０３は，青灰色を呈した胎土を持つ磁器碗の口縁部である。緩やかに膨らみを持つ体部外面に草

花文と沈線が２条施される。透明釉が施された口縁端部は丸く仕上げられている。

　��（第２０７図９０４，９０５）

　９０４は胴部上位が欠損しているため全体形状は不明であるが，口径が４～５�と思われる小碗の

底部である。底面内部に平坦面を持ち，底部から胴部へかけて圈線が２条巡る。内側に狭まる短め

の高台は断面三角形を呈し，尖った接地面は釉剥ぎ痕が残る。高台内面に砂粒が熔着している。

９０５は圈線が１条巡る底部内面見込みに，草花文が描かれた皿である。碁笥底状に中央が凹む底面

に断面三角形の短い高台が貼り付けられ，畳付は釉剥ぎを施す。上部形状は不明である。

����（第２０７図９０６～９２０）

　９０６～９２０は陶器であり，ほとんどが薩摩焼であり苗代川窯で作られたもので， ，皿などの食器，

鉢，擂鉢，鍋などの調理具，甕，土瓶，瓶などの貯蔵具である。これより器種別に取り上げる。

　 （第２０７図９０６）

　９０６は，底部見込みに蛇の目釉剥ぎを持つ の底部である。削り出しによって作られた短めの高

台は直立し，断面が方形を呈す。全面に黄緑色の釉が施されているが，体部外面下位は無釉である。

　�（第２０７図９０７，９０８）

　９０７は，鍵状に口縁端部が反る備前焼の皿である。精製された灰白色の胎土に透明釉を施す。９０８

は，灯明皿として利用されたと考えられる坏皿である。体部外面下位は無釉である。

　�（第２０７図９０９，９１０）

　９０９，９１０は胎土が赤橙色を呈した鉢である。９０９は口唇部が内側に張り出し大きく外反するもの

で，口唇部上面に平坦面を持つ。９１０は底面であり，側面は施釉があるが底面は無釉である。

　��（第２０７図９１１，９１２）

　９１１，９１２は内面に櫛目が密に施された擂鉢である。９１１は口縁部が逆Ｌ字状に開くもので，口唇

部上面に平坦面を持つ。９１２は胴部片であり，内面に櫛目，外面に釉垂れが認められる。

　�（第２０７図９１３）

　９１３は，中央部に碁笥底状の凹みを持つ鍋の底部である。火熱を受け表面が黒色化している。



－２７４－

　�（第２０７図９１４）

　９１４は器壁の厚い甕の底部である。底径は２４．８�で，部分的な出土のため上部形状は不明である。

　��（第２０７図９１５～９１９）

　９１５～９１９は土瓶の土器片である。９１５は口縁部，９１６は土瓶の耳，９１７，９１８は底部，９１９は脚部で

あり，同一個体の可能性がある。９１５は全体に鉄釉を施した口縁部であり，口唇部は施釉後削り落

としている。９１６は釉溜りが見られ，飴色状に発色している。９１７，９１８は，内面に鉄釉が施され，

外面は無釉である。外面に無釉のロクロ目が筋状に残る。９１９は内面と外面下位は無釉であり，断

面三角形を呈した短めの脚は，火熱を受け先端が黒色化している。

��（第２０７図９２０）

　９２０は膨らみのある体部が緩やかにすぼまる瓶の頸部である。内面に釉垂れが認められる。
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ⅩⅣ○○○黒褐にぶい
橙ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢａＩ－６６７１５

���

ⅩⅥ○○○明黄褐明褐ナデ貝殻刺突文
沈線，ナデ－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）
Ⅳａ
ⅣｂＩ－６０７１６

ⅩⅥ○○○明黄褐明褐ナデ貝殻刺突文
沈線，ナデ－－－胴部深鉢縄文土器

（後期）ⅣｂＩ－６０７１７

ⅩⅥ○○○にぶい
褐明褐ナデ貝殻刺突文

沈線，ナデ－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅣｂＩ－６０７１８

ⅩⅥ○○○にぶい
褐明褐ナデ貝殻刺突文

沈線，ナデ－－－胴部深鉢縄文土器
（後期）ⅢｂＩ－６２７１９

ⅩⅥ○○○○にぶい
橙

にぶい
褐ナデナデ

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＩ－６３７２０

ⅩⅦＡ－ａ赤色粒
チタン鉄鉱○○○○褐灰橙ミガキ

ヘラナデ
布圧痕
ヘラ状条痕－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢａＩ－５６７２１

ⅩⅦＡ－ａ○○○○にぶい
褐

にぶい
褐

ミガキ
ナデヘラ状条痕－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＨ－５７７２２

ⅩⅦＡ－ａチタン鉄鉱○○○○にぶい
橙

にぶい
橙ヘラナデ圧痕

ヘラ状条痕－－－口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＩ－６４７２３

ⅩⅦＡ－ａ○○○○○橙橙ナデ
ハケメナデ－－－口縁部

～胴部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＨ－５６７２４

ⅩⅦＡ－ａ○○○○灰褐にぶい
橙ナデヘラ状条痕

ナデ－－－口縁部
～胴部深鉢縄文土器

（晩期）ⅢａＪ－５７７２５

ⅩⅦＡ－ａ赤色粒○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ヘラナデヘラ状条痕

沈線－－－胴部深鉢縄文土器
（晩期）－Ｈ－５３７２６

ⅩⅦ○○○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデヘラ状条痕

ナデ－－－胴部深鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＨ－５７７２７

ⅩⅦＣ－ｂ赤色粒○○○灰黄褐にぶい
黄橙

ミガキ
ヘラナデ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅥａＩ－５３７２８

ⅩⅦＣ－ｂ○○○○褐灰橙ナデ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器
（晩期）ⅢｂＨ－５７７２９

ⅩⅦＣ－ｂ○○○灰褐にぶい
褐ナデ布圧痕－－－底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＨ－５７７３０

ⅩⅦＣ－ｃ○○○○にぶい
褐

にぶい
褐ナデヨコナデ，圧痕

指圧痕－７．４－胴部～
底部浅鉢縄文土器

（晩期）ⅢｂＩ－６２７３１

赤色粒密橙橙ヨコナデ
ナデヨコナデ４．６６．０１２．０口縁部

～底部坏土師器ⅢｂＩ－６５，６６７３２
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赤色粒密橙橙ハケメ
ナデ

ハケメ
ナデ４．３５．０１２．５口縁部

～底部坏土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６４７３３

赤色粒密浅黄橙浅黄橙ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
ナデ４．７６．０１２．６口縁部

～底部坏土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６４７３４

赤色粒密○浅黄橙橙ハケメ
ナデ

工具痕，ナデ
ハケメ５．０６．０１３．２口縁部

～底部坏土師器ⅢｂＩ－６２，
６５，６６７３５

赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ハケメ
ナデヨコナデ４．８６．４１１．６口縁部

～底部坏土師器ⅢｂＩ－６４７３６

密○浅黄橙浅黄橙ヨコナデヨコナデ
へラ切り５．７６．０１３．３口縁部

～底部坏土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ・Ｊ－６７７３７

一括赤色粒○○橙橙ナデヨコナデ３．５５．８１２．４口縁部
～底部坏土師器－Ｉ－４７７３８

赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ナデ
ハケメ

ナデ
ヘラ切り－７．０－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＪ－６６７３９

○浅黄橙浅黄橙ヨコナデ回転ヘラ切り
ヨコナデ－６．４－胴部～

底部坏土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６５，６６７４０

密にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ

ヘラ切り－７．４－胴部～
底部坏土師器ⅢｂＩ－６７７４１

密浅黄橙浅黄橙ナデナデ－６．６－胴部～
底部坏土師器ⅢｂＩ－６５，６６７４２

密浅黄橙浅黄橙ナデナデ－６．４－底部坏土師器ⅢｂＪ－６７７４３

赤色粒密黄橙浅黄橙ナデナデ
へラ切り５．３７．４１３．６口縁部

～底部坏土師器Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ－６７
Ｊ－６５７４４

赤色粒○赤橙色赤橙色ナデヨコナデ４．２６．４１２．４口縁部
～底部坏土師器ⅢｂＩ－６６，６７７４５

密浅黄浅黄ナデナデ３．８８．０１３．４口縁部
～底部坏土師器ⅢｂＩ－６７７４６

赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－６．６－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＩ－６５，６７７４７

赤色粒
カンラン石浅黄橙浅黄橙ナデナデ－８．２－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＩ－６６７４８

○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデヘラ切り，ナデ

工具痕－６．２－胴部～
底部坏土師器Ⅲａ

ⅢｂＩ－６３７４９

○にぶい
橙

にぶい
橙ナデ回転ヘラ切り

ナデ，ハケメ－４．２－胴部～
底部坏土師器ⅢｂＨ－５８７５０

赤色粒○にぶい
橙

にぶい
橙ナデヘラ切り

ナデ，工具痕－６．８－底部坏土師器Ⅲｂ
ⅣＩ－６７７５１

赤色粒密○浅黄橙にぶい
橙ナデナデ－６．０－胴部～

底部坏土師器ⅢｂＩ－６７
Ｊ－６４７５２

赤色粒○○浅黄橙浅黄橙ナデナデ－８．０－胴部～
底部 土師器ⅢｂＩ－６４７５３
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赤色粒○浅黄橙浅黄橙ナデナデ－９．２－胴部～
底部 土師器Ⅲａ

ⅢｂＩ－６４，６５７５４

赤色粒○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ－９．６－胴部～

底部 土師器ⅢｂＩ－６７７５５

赤色粒○浅黄橙浅黄橙ナデナデ５．２６．６１４．６口縁部
～底部

 
（内朱）土師器ⅢｂＩ－６４

Ｊ－６３７５６

赤色粒○○浅黄橙浅黄橙ナデヨコナデ７．２６．４１５．４口縁部
～底部 土師器Ⅲａ

ⅢｂＩ－６４，６５７５７

赤色粒○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ－６．８－胴部～

底部 土師器ⅢｂＩ－６６
Ｊ－６５７５８

赤色粒○浅黄橙浅黄橙ナデナデ
ハケメ－７．０－胴部～

底部 土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６４，６５７５９

赤色粒密赤橙色赤橙色ナデハケメ
ヨコナデ６．１５．２１５．２口縁部

～底部 土師器Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ－６５
Ｊ－６４，６５７６０

高台欠損赤色粒密浅黄橙浅黄橙ナデ
ミガキヨコナデ－－１３．２口縁部

～底部 土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６２，６４７６１

赤色粒
チタン鉄鉱

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデヨコナデ－６．０－胴部～

底部 土師器ⅢｂＩ－６７７６２

○浅黄橙浅黄橙ナデ
摩滅ナデ－８．０－胴部～

底部 土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６５７６３

赤色粒
チタン鉄鉱

にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ－６．８－胴部～

底部 土師器Ⅲｂ
ⅣａＩ・Ｊ－６６７６４

○浅黄橙浅黄橙ナデナデ－６．５－胴部～
底部 土師器ⅢｂＩ－６７７６５

赤色粒密浅黄橙浅黄橙ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
ミガキ３．４５．８１２．５口縁部

～底部
高台付
皿土師器ⅥｂＩ－６７７６６

赤色粒密浅黄橙橙ナデヨコナデ
ナデ４．０５．９１２．０口縁部

～底部
高台付
皿土師器ⅢｂＩ・Ｊ－６７７６７

高台欠損○浅黄橙浅黄橙ヨコナデ丁寧なナデ－－－胴部～
底部

高台付
皿土師器ⅢｂＪ－

６４～６６７６８

○○橙橙ナデ丁寧なナデ－７．６－胴部～
底部

高台付
皿土師器ⅢｂＩ－６６７６９
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○にぶい
橙

にぶい
橙ナデヨコナデ－－１９．０口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６４７７０
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赤色粒密○橙橙ヨコナデヨコナデ－－１２．４口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６６７７１

○にぶい
橙

にぶい
橙

ヨコナデ
ハケメ

ヨコナデ
ハケメ－－１１．２口縁部

～胴部坏～ 土師器Ⅲａ
ⅢｂJ－６６，６７７７２

赤色粒○浅黄橙浅黄橙ナデ摩滅－－１３．６口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６５７７３

赤色粒
チタン鉄鉱浅黄橙浅黄橙ナデナデ－－－口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６７７７４

チタン鉄鉱浅黄橙浅黄橙ヨコナデナデ－－１３．２口縁部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６７７７５

密にぶい
橙

にぶい
橙

ハケメ
ヨコナデヨコナデ－－１１．４口縁部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６５７７６

チタン鉄鉱○にぶい
橙

にぶい
橙ヨコナデナデ－－１２．６口縁部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６４７７７

赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－－１６．４口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６５７７８

赤色粒○にぶい
橙

にぶい
橙

ナデ
ハケメ

ナデ
ハケメ－－１２．４口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６４７７９

赤色粒密○橙橙ナデ丁寧なナデ－－１４．０口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６６７８０

赤色粒○浅黄橙浅黄橙ナデナデ－－１６．４口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６４７８１

一括密にぶい
橙

にぶい
橙

ヨコナデ
ハケメヨコナデ－－９．８口縁部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６５７８２

○にぶい
橙

にぶい
橙ヨコナデ丁寧なナデ－－１４．２口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６７７８３

赤色粒○橙橙ヨコナデヨコナデ
工具痕－－１１．２口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢａＩ－６７７８４

赤色粒○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ヨコナデ
ナデ

ナデ
ハケメ－－１３．６口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６５７８５

○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－－１６．６口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６４７８６

○にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ－－１６．４口縁部

～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６６，６７７８７

赤色粒○○○○にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ

ハケメ－－１６．２口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ－６５７８８

○浅黄橙浅黄橙ヨコナデヨコナデ－－１０．２口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＩ・Ｊ－６７７８９

○浅黄橙浅黄橙ナデナデ－－１１．４口縁部
～胴部坏～ 土師器ⅢｂＨ－５９７９０

土坑２２９○○○にぶい
赤褐

にぶい
褐ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢＪ－６５７９１

���

土坑２２９○○○にぶい
橙

にぶい
赤褐ナデナデ

ハケメ－－－胴部甕土師器ⅢＪ－６５７９２

土坑２２９○○○明赤褐にぶい
褐ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢＪ－６５７９３

赤色粒○○○橙橙ケズリ
ナデナデ－－－胴部甕土師器ⅢＪ－６５７９４

土坑２２１○○○○黒褐にぶい
褐ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢｂＩ－６４７９５

畝１８○○○にぶい
赤褐褐灰ケズリナデ－－－胴部甕土師器ⅢＪ－６７７９６

スス付着○○橙暗褐ナデ
ヘラケズリナデ－－３０．０口縁部

～胴部甕土師器Ⅲ
Ⅳ

Ｉ－６５，６７
Ｊ－６６，６７７９７

○○○○橙にぶい
褐

ヨコナデ
ケズリヨコナデ－－３５．０口縁部甕土師器Ⅲｂ

ⅣＩ－６７７９８

赤色粒
チタン鉄鉱○○にぶい

橙
にぶい
橙ヨコナデヨコナデ－－２８．０口縁部甕土師器Ⅲａ

ⅢｂＩ－６４，６５７９９

○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ヨコナデ
ケズリナデ－－２８．８口縁部

～胴部甕土師器ⅢｂＩ－６７８００

赤色粒○○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ヨコナデ
ハケメ，ケズリ

ヨコナデ
ハケメ－－２６．２口縁部甕土師器Ⅲａ

Ⅲｂ
Ｉ－
６４～６６８０１

○橙橙ヨコナデヨコナデ－－２４．６口縁部甕土師器ⅢｂＩ－６７８０２

○○○にぶい
橙

にぶい
橙

ヨコナデ
ケズリ

ヨコナデ
ハケメ－－２６．６口縁部

～胴部甕土師器ⅢｂＩ－６４８０３

チタン鉄鉱○○○にぶい
橙

にぶい
橙

ヨコナデ
ケズリ

ヨコナデ
指圧痕－－３０．０口縁部

～胴部甕土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６４８０４

○○○橙橙ヨコナデ
ケズリ

ヨコナデ
ハケメ－－３２．６口縁部

～胴部甕土師器ⅢｂＩ－６５８０５

○○にぶい
橙

にぶい
橙

ヨコナデ
ケズリ

ヨコナデ
ハケメ－－２８．８口縁部

～胴部甕土師器ⅢｂＪ－６７８０６
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赤色粒
チタン鉄鉱○○○橙橙ハケメ

ヨコナデ
ハケメ
ヨコナデ－－２４．６口縁部甕土師器ⅢｂＩ－６５８０７

○○橙にぶい
橙

ナデ
指圧痕

ハケメ
ナデ－－２６．４口縁部

～胴部甕土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６４８０８

赤色粒
チタン鉄鉱○○○橙にぶい

赤褐ヨコナデヨコナデ－－２３．２口縁部甕土師器ⅢｂＩ－６４８０９

○○○○にぶい
橙

にぶい
橙

ナデ
ケズリヨコナデ－－１８．２口縁部甕土師器ⅢｂＩ－

６４～６６８１０

カンラン石○○○○○にぶい
橙

にぶい
橙

ナデ
ケズリ

ヨコナデ
ナデ－－１６．２口縁部

～胴部甕土師器ⅢｂＩ－６５８１１

赤色粒○○○にぶい
黄橙橙ナデ

ケズリヨコナデ→ナデ－－１９．６口縁部
～胴部甕土師器ⅢｂＨ－６０８１２

○○○橙橙ヨコナデ
ハケメ，ミガキ

ヨコナデ
ナデ－－２０．６口縁部

～胴部甕土師器Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ・Ｊ・Ｌ
－６７８１３

一括赤色粒○○○橙橙ヨコナデ
ナデ

ハケメ
ヨコナデ－－２７．２口縁部甕土師器ⅢｂＩ・Ｊ－

６４～６７８１４

スス付着チタン鉄鉱○○○○にぶい
橙

にぶい
黄橙

指圧痕，ナデ
ケズリ

ハケメ
ヨコナデ－－３０．０口縁部

～胴部甕土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６５８１５

土坑２２９密褐灰にぶい
黄橙ナデナデ

ハケメ－－－胴部 
（内黒）土師器ⅢＪ－６５８１６
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密黒褐浅黄橙ミガキヨコナデ
ナデ６．８７．９１９．２口縁部

～底部
坏

（内黒）土師器Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ・Ｊ－
６２～６７８１７

○黒褐にぶい
橙ミガキナデ－５．６－胴部～

底部
坏

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６６，６７８１８

チタン鉄鉱○○黒褐にぶい
黄橙ミガキヨコナデ５．３５．８１５．２口縁部

～底部
 

（内黒）土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６５，６６８１９

○黒褐にぶい
褐ミガキヨコナデ－－１６．０口縁部 

（内黒）土師器ⅣＩ－６７８２０

黒斑ありチタン鉄鉱黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－１５．２口縁部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６７８２１

○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－－口縁部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６４８２２

○黒褐浅黄ミガキヨコナデ－－１６．０口縁部
～胴部

 
（内黒）土師器ⅢｂＩ－６４，６５８２３
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チタン鉄鉱黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－１８．３口縁部 

（内黒）土師器ⅢａＩ－６４８２４

���

○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－１６．０口縁部 

（内黒）土師器ⅢａＩ－６７８２５

○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－１４．８口縁部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６５８２６

○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－－口縁部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６４８２７

密黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－－口縁部 

（内黒）土師器ⅢｂＪ－６５８２８

○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－－口縁部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６７８２９

○褐灰にぶい
黄橙ミガキナデ－６．６－底部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６６８３０

チタン鉄鉱褐灰にぶい
黄橙ミガキナデ－７．２－胴部～

底部
 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６５，６６８３１

○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ

ハケメ－７．６－底部 
（内黒）土師器ⅢｂＩ－６５８３２

○浅黄浅黄ナデナデ－７．５－底部 
（内黒）土師器ⅢｂＩ－６４８３３

○褐灰にぶい
橙ミガキナデ－７．６－底部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６５８３４

○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ

工具痕－８．８－胴部～
底部

 
（内黒）土師器ⅢｂＩ－６２８３５

○黒褐にぶい
橙ミガキナデ－７．６－底部 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－
６５～６７８３６

○黒褐橙ミガキヨコナデ
ヘラ切り－８．０－胴部～

底部
 

（内黒）土師器ⅢａＩ－６７８３７

赤色粒○褐灰にぶい
黄橙ミガキナデ－６．４－胴部～

底部
 

（内黒）土師器Ⅲｂ
ⅣＩ－６５，６６８３８

高台欠損○黒褐にぶい
黄橙ミガキナデ－－－底部 

（内黒）土師器ⅢｂＪ－６５８３９

高台欠損チタン鉄鉱黒褐にぶい
橙ミガキナデ－－－胴部～

底部
 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６７８４０

高台欠損赤色粒○黒褐にぶい
橙ミガキヨコナデ－－－胴部～

底部
 

（内黒）土師器ⅢｂＩ・Ｊ－６７８４１

高台欠損○黒褐にぶい
橙ミガキヨコナデ－－－胴部～

底部
 

（内黒）土師器ⅢｂＩ－６７８４２

密褐灰にぶい
黄橙ミガキナデ－１１．６－胴部～

底部
 

（内黒）土師器ⅢｂＪ－６５８４３

○黒褐にぶい
橙ミガキナデ－－－胴部 

（内黒・外朱）土師器ⅢｂＩ－６５８４４
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○黒褐にぶい
褐ミガキナデ－－－胴部 

（内黒・外朱）土師器ⅢｂＩ－６４８４５

一括○黒褐にぶい
橙ミガキナデ－－－底部 

（内黒・外朱）土師器ⅢｂＩ－６５８４６

赤色粒にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－－－底部坏

（外朱）土師器表採－８４７

一括○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデナデ－－－胴部坏

（内朱）土師器ⅢｂＩ－６５８４８

「福笑？」赤色粒○○橙橙ナデ
ハケメ

ヨコナデ
回転ヘラ切り－６．４－口縁部

～底部
坏

（墨書）土師器ⅢｂＩ－６６８４９

「廣」密○○○黒褐橙ミガキヨコナデ－７．０－胴部～
底部

高台付皿
（内黒，墨書）土師器Ⅲａ

ⅢｂＩ－６４，６５８５０

「用？」○○橙橙ナデ回転ヘラ切り
ヨコナデ，ハケメ４．３６．２１２．６口縁部

～底部
坏

（墨書）土師器ⅢｂＩ－６７
Ｊ－６４～６７８５１

「一？」○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ヨコナデヨコナデ－－１３．６口縁部

～胴部
 

（墨書）土師器ⅢｂＩ－６５８５２

「？」○橙橙ナデヨコナデ－－－口縁部
～胴部

 
（墨書）土師器ⅢｂＩ－６５８５３

「？」赤色粒○にぶい
橙

にぶい
橙ナデナデ－－－口縁部

～胴部
 

（墨書）土師器ⅢｂＩ－６４８５４

「？」
一括○褐灰にぶい

黄橙ミガキナデ－－－胴部
 

（内黒・
墨書）

土師器ⅢｂＩ－６４８５５

○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデヨコナデ

刻書－７．２１３．６口縁部
～底部

坏
（刻書）土師器ⅢｂＩ－６５８５６

赤色粒○にぶい
橙

にぶい
橙ナデヨコナデ

工具痕－－－口縁部
～胴部 土師器ⅢｂＩ－６６８５７

メンコ状○褐灰にぶい
黄橙ミガキナデ－８．０－底部 

（内黒）土師器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６５８５８

○灰黄灰黄ヨコナデヨコナデ
ヘラケズリ４．７９．８１６．０口縁部

～底部坏須恵器Ⅲａ
ⅢｂＩ－６４８５９

���

○○○灰黄灰黄ヨコナデヨコナデ－９．８－胴部～
底部坏須恵器ⅢｂＩ－６４８６０

チタン鉄鉱灰黄灰黄ヨコナデヨコナデ
ヘラケズリ４．２１１．２１５．６口縁部

～底部坏須恵器Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ－
６４～６６８６１

○黄灰黄灰ナデヨコナデ－８．２－胴部～
底部 須恵器ⅢｂＩ－６７８６２

○○灰黄灰黄ヨコナデヨコナデ－－１６．２口縁部
～胴部坏～ 須恵器ⅢａＪ－６７８６３

○○○灰黄灰黄摩滅摩滅－－１６．０口縁部
～胴部坏～ 須恵器Ⅲａ

ⅢｂＩ－６４８６４

○灰黄灰黄ヨコナデヨコナデ－－１２．６口縁部
～胴部坏～ 須恵器ⅢｂＩ－６４８６５

チタン鉄鉱黄灰黄灰ヨコナデヨコナデ－－－口縁部坏～ 須恵器ⅢａＩ－６５８６６

密灰
オリーブ灰ヨコナデヨコナデ－－１６．８口縁部甕須恵器ⅢｂＩ－６７８６７

赤色粒○灰灰ヨコナデ
同心円当て具痕

ヨコナデ
格子目タタキ－－１６．８口縁部

～肩甕須恵器ⅢｂＩ－６１，
６３，６７８６８

○灰灰
オリーブ

同心円
平行格子目→ナデ－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ－６６８６９

赤色粒○灰灰
オリーブ

同心円
タタキ痕格子目→ナデ－－－胴部甕須恵器ⅢｂＪ－６７８７０

○灰灰
オリーブ同心円→ナデ格子目－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ－６７８７１

○灰灰同心円格子目－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ－６７８７２

赤色粒○灰灰同心円
平行当て具痕格子目－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ・Ｊ－

６６，６７８７３

赤色粒○灰灰
オリーブ同心円格子目－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ・Ｊ－６７８７４

○灰灰同心円平行タタキ－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ－６６８７５

○にぶい
褐

にぶい
黄褐平行→ナデ平行→ナデ－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ－６３８７６

密にぶい
黄褐

にぶい
黄褐同心円平行→ナデ－－－胴部甕須恵器Ⅲａ

Ⅲｂ
Ｉ－
６４～６６８７７

密暗灰黄褐平行平行－－－胴部甕須恵器ⅢａＩ－６４，６５８７８
密暗灰黄褐同心円平行－－－胴部甕須恵器ⅢｂＩ－６４８７９

焼成不良赤色粒
チタン鉄鉱密灰黄灰黄櫛状工具痕平行タタキ

→ナデ－－－底部甕須恵器ⅢｂＩ－６７８８０
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○○橙橙ナデ指圧痕－－１２．０口縁部焼塩土
器土師器Ⅲａ

ⅢｂＩ－６７８８１

���

赤色粒○橙橙ナデ指圧痕－－－口縁部焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６７８８２

赤色粒○橙橙布圧痕ナデ
指圧痕－－１３．６口縁部

～胴部
焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６６８８３

一括赤色粒○○橙橙布圧痕ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩土
器土師器ⅢｂＩ・Ｊ－

６４～６７８８４

赤色粒密明黄褐明黄褐布圧痕ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩土
器土師器ⅢｂＪ－６５８８５

赤色粒橙橙布圧痕指圧痕－－－口縁部焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６７８８６

○橙橙布圧痕指圧痕－－－口縁部焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６７８８７

○○橙橙布圧痕指圧痕－－－口縁部焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６５８８８

○橙橙布圧痕指圧痕－－－口縁部焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６５８８９

○○橙橙布圧痕ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６６８９０

自然釉付着赤色粒○○橙橙布圧痕ナデ
指圧痕－－－口縁部

～胴部
焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６５８９１

一括赤色粒○橙橙布圧痕ナデ
指圧痕－－１７．０口縁部

～胴部
焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６５８９２

○橙橙ナデ指圧痕－－－口縁部焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６７８９３

○橙橙布圧痕指圧痕－－－胴部焼塩土
器土師器ⅢｂＩ－６６８９４

○○○橙橙布圧痕指圧痕－－－胴部焼塩土
器土師器－Ｉ－６５８９５

○○にぶい
橙

にぶい
橙圧痕ナデ

指圧痕－－－胴部焼塩土
器土師器ⅢａＩ－６５８９６

○橙橙布圧痕指圧痕－－－胴部焼塩土
器土師器ⅢａＩ－６７８９７

赤色粒○橙橙布圧痕ナデ
指圧痕－－－胴部焼塩土

器土師器ⅢｂＪ－６７８９８

○橙橙ナデ指圧痕－－－底部焼塩土
器土師器ⅢｂＨ－５０８９９

花弁型→
稜花口縁密暗

オリーブ
暗

オリーブ透明釉透明釉－－１５．４口縁部
～胴部皿青磁－Ｈ－５３９００

���

○○にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ミガキ摩滅－－－胴部鉢瓦質土器ⅢａＨ－５２

Ｉ－５６９０１

○黒褐黒褐ミガキミガキ
沈線－１０．２－胴部～

底部鉢瓦質土器ⅣｂＪ－５７９０２

草花文，沈線
カクラン密灰灰透明釉透明釉－－１１．８口縁部

～胴部碗陶胎磁器－Ｉ－５７９０３

畳目釉剥ぎ
圏線密灰白色灰白色灰釉草花文

灰釉－２．４－胴部～
底部碗磁器－－９０４

底釉拭取り跡
釉溜密灰白灰白草花文透明釉－６．４－胴部～

底部皿磁器表採中上段９０５

胴部下位以
下無釉○暗褐暗褐透明釉

蛇ノ目釉剥ぎ透明釉－３．４－胴部～
底部 陶器表採－９０６

一括密灰黄灰黄透明釉透明釉－－１４．２口縁部
～胴部皿陶器ⅠｃＩ－５７９０７

胴部中位以下
無釉　一括密灰

オリーブ灰黄褐鉄釉鉄釉２．６５．４１２．０口縁部
～底部皿陶器－－９０８

一括密暗灰
オリーブ

暗灰
オリーブ鉄釉鉄釉

口唇部釉剥ぎ－－１７．６口縁部鉢陶器－－９０９

底面無釉○褐暗褐鉄釉鉄釉－１９．４－胴部～
底部鉢陶器表採－９１０

口唇部釉剥ぎ
一括密にぶい

褐褐単位櫛目外帯一段
鉄釉－－－口縁部擂鉢陶器－Ｉ・Ｊ－６７９１１

○○○暗褐オリーブ
褐単位櫛目鉄釉たれ－－－胴部擂鉢陶器表採－９１２

一括○○灰褐褐灰ナデナデ－６．６－底部鍋陶器表採－９１３

底面に目跡○黄灰黄灰鉄釉鉄釉－２４．８－胴部～
底部甕陶器ⅢｂＩ－６３９１４

一括○灰
オリーブ

灰
オリーブ鉄釉鉄釉－－７．６口縁部土瓶陶器－－９１５

一括密暗褐暗褐透明釉透明釉－－－耳土瓶陶器－－９１６

一括密灰
オリーブ灰黄褐透明釉無釉－７．８－底部土瓶陶器－－９１７

○○灰黄褐にぶい
赤褐鉄釉外面腰部以外無釉

算盤玉形－４．０－底部土瓶陶器ⅢｂＨ－５８９１８

胴部下位以下
無釉，脚付き
一括

密暗褐暗褐鉄釉鉄釉－－－脚部土瓶陶器－－９１９

密暗灰黄暗オリー
ブ褐鉄釉鉄釉－－－頸部瓶陶器ⅢｂＩ－６７９２０
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　南部では，石鏃が２点，石匙１点，磨製石斧１点，磨石２点，軽石製品３点の計９点が出土して

おり，出土点数は少ない。軽石製品を除く石器は縄文時代のものと思われるが，前述の通り縄文時

代の調査は部分的であるので台地部からの流れ込みの可能性が考えられる。それぞれの出土区，石

材，計測値などは，第３４表に示した。

����（第２０８図９２１，９２２）

　９２１は正三角形型の石鏃で，浅めの抉りにより作り出された脚は長さが異なる。石材は蛋白咳で

ある。側面は細かい連続した剥離が施され，鋸歯状を呈する。９２２は，黒耀石を利用したもので，

抉りの深い両脚部の先端は欠損しているが長身鏃である。

����（第２０８図９２３）

　９２３はチャート製の石匙である。薄い剥片を利用し側面に抉りを入れて摘み部を作り出し，直線

的な刃部も連続する細かい剥離を施す。両面中央に自然面が残る。

������（第２０８図９２４）

　９２４は砂岩製の磨製石斧である。扁平な自然石を細く敲打し，刃部，基部を作り出した後，全身

に丁寧な研磨を施す。刃部は両刃状に削られ鋭く尖っており，残存状況も良好である。基部の側面

はわずかに面取りを施している。横断面の形状は，厚みのあるレンズ状を呈す。

����（第２０９図９２５，９２６）

　９２５は磨石である。円形の安山岩を使用したもので，正面上部，左側面，左側面下部，裏面に摩

耗面が認められ，用途によって面を使い分けていたと思われる。また，下面，右側縁に敲打痕が残

ることから，両機能を備えた磨石である。９２６は，正面，裏面に広く摩耗面が残るもので，正面磨

り面は中央がやや凹んでいる。安山岩を使用している。

������（第２０９図９２７～９２９）

　軽石は石の特性上破損品が多く，南部調査区では破損品を含め計３３６点出土している。
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　９２７～９２９は，明らかに人為的な加工を施したと思われる軽石製品である。９２７は上面を平坦に加

工し，上面から側面へかけて丸くなるように加工を施している。上面は研磨され滑らかである。刃

物状工具の使用痕が残る。上面は火熱を受け赤化している。破損品であるため全体形状は不明であ

る。９２８は，正面に面取りされた部分が残り，一部赤橙色に変色している。９２９は，角面柱状に加工

された軽石の角の部分に当たると思われ，上面，側面が平坦に加工され，角部分は数回の削り調整

後砥石等で研磨を施し丸く仕上げている。上面に工具痕が残り，加工面は全て火熱を受けた事によ

る赤化が見られる。

���������	
��
���������

���������	
��

��
��
���

���
���

���
���

���
���

�����������
�����
��

��
��

０．８３０．３１．８２．１玉髄Ⅳａ５１Ｔ石鏃９２１

���
０．４５０．２１．４１．６黒曜石ⅢｂＨ－５８石鏃９２２

３．３６０．５３．８２．６チャートⅢｂＩ－６３石匙９２３

１３５．１１１．８４．７１０．７安山岩ⅣＪ－６３磨製石斧９２４

２５１．４７４．９５．２６．９安山岩ⅢａＩ－６７磨石９２５

���

１７１．２１２．５４．６７．３安山岩Ⅵａ４６Ｔ磨石９２６

７８．６０５．５５．７９．９－ⅢｂＩ－６４軽石製品９２７

８２．７０４．８８．２７．５－ⅢｂＩ－６６軽石製品９２８

１４．６０２．４３．９４．５－ⅢｂＩ－６７軽石製品９２９
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①　遺跡の位置と測定対象試料

　　狩俣遺跡は，鹿児島県曽於市大隅町大谷２１５４（北緯１３１°３６′０６″，東経１３０°５６′０６″）に位

置する。測定対象試料は，Ｇ－８区土坑４８号から出土した炭化物（№１：ＩＡＡＡ－６２４３６），Ｉ－４２区

集石１４号から出土した炭化物（№２：ＩＡＡＡ－６２４３７），Ｈ－３９区集石１３号から出土した炭化物（№

３：ＩＡＡＡ－６２４３８），合計３点である。

②　化学処理工程

　１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

　２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アルカリ処理，酸処理により内面的な不純物

を取り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後超純水で

中性になるまで希釈する。アルカリ処理では０．００１～１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）

を用いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎ

の塩酸（８０℃）を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。

　３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加

熱する。

　４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を

精製する。

　５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（還元）し，グラファイトを作製する。

　６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，

加速器に装着し測定する。

③　測定方法

　　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）

を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供された

シュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に

実施する。また，加速器により１３Ｃ�１２Ｃの測定も同時に行う。

　④　算出方法

　１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。

　２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の炭素１４濃度が一定であったと仮定して測定された，

１９５０年を基準年として遡る放射性炭素年代である。
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　３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値

の統計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

　４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される

δ１３Ｃの値を用いることもある。

　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

　　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

　　�������������������������������������������������������������������

　　ここで，　���������������������������������������

　　　　　　　�����������������������������������������

　　　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ＝１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀

のベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，加

速器により測定中に同時に１３Ｃ�１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃ

を用いることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　　　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算し

た上で計算した値である。（１）式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算する。

　　　�������������������������������������������������������	
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　　　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の

炭酸ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きく

なる。多くの場合，同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一

時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

　　　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）

がよく使われており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。

���������������������������������������������������

　　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣにより，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ 

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。

　　　�����������������������������		
�����������

　５） １４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。

　６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ

３．１０較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５　　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，ｖａｎ　ｄｅｒ 

Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ２００１）を使用した。

　⑤　測定結果

　　　Ｇ－８区土坑４８号出土炭化物（№１：ＩＡＡＡ－６２４３６）が２９００±３０ｙｒＢＰ，Ｉ－４２区集石１４号出土

炭化物（№２：ＩＡＡＡ－６２４３７）が７２６０±４０ｙｒＢＰ，Ｈ－３９区集石１３号出土炭化物（№３：ＩＡＡＡ－
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６２４３８）が８２３０±５０ｙｒＢＰの１４Ｃ年代である。暦年較正年代（１σ＝６８．２％）は，№１が１１３０ＢＣ

～１０１０ＢＣであり，縄文時代後期末から晩期初頭，№２が６２１０ＢＣ～６１３０ＢＣ（４２．４％）・６１１０ＢＣ

～６０６０ＢＣ（２５．８％）であり，縄文時代早期中葉，№３が７３４０ＢＣ～７１７０ＢＣであり，縄文時代

早期前葉から中葉にかけての年代である。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代

と考えられる。
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　ここに記載するＬｉｂｂｙ　Ａｇｅ（年代値）と誤差は下１桁を丸めない値です。
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　①　測定対象試料

　　　狩俣遺跡は，鹿児島県曽於市大隅町（北緯３１°３７′４０″，東経１３０°５６′３５″）に所在する。

測定対象試料は，確認調査８トレンチから出土した土器の付着炭化物（№３：ＩＡＡＡ－８０７７０）

である。

　②　測定の意義　　土器の年代を明らかにしたい。

　③　化学処理工程

　　�　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

　　�　酸処理，アルカリ処理，酸処理（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後，超純水で

中性になるまで希釈する。アルカリ処理では１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０�）を用い

て数時間処理する。なお，ＡＡＡ処理において，アルカリ濃度が１Ｎ未満の場合，表中に

ＡａＡと記載する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩

酸（８０�）を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。

希釈の際には，遠心分離機を使用する。

　　�　試料を酸化銅と共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱

する。

　　�　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）

を精製する。

　　�　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイト

を作製する。

　　�　グラファイトを内径１�のカソードに詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着する。

　④　測定方法

　　　測定機器は，加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置を使用する。測定では，米国国立標

準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバック

グラウンド試料の測定も同時に実施する。

IAA
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　⑤　算出方法

　　�　年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　１９７７）。

　　�　１４Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は，過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定

され，１９５０年を基準年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。この値は，δ１３Ｃによって補正さ

れた値である。１４Ｃ年代と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また，１４Ｃ年

代の誤差（±１σ）は，試料の１４Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味

する。

　　�　δ１３Ｃは，試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，基準試料からのずれを示した値である。

同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あ

るいは加速器を用いる。加速器により１３Ｃ�１２Ｃを測定した場合には表中に（ＡＭＳ）と注記する。

　　�　ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）は，標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合

である。

　　�　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，

過去の１４Ｃ濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦年較正年代は，１４Ｃ年代に

対応する較正曲線上の暦年代範囲であり，１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差

（２σ＝９５．４％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は，下一桁を四捨五入

しない１４Ｃ年代値である。なお，較正曲線および較正プログラムは，データの蓄積によって

更新される。また，プログラムの種類によっても結果が異なるため，年代の活用にあたって

はその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，ＩｎｔＣａｌ０４

データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ４．０較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ 

１９９５　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　２００１）を

使用した。

　⑥　測定結果

　　　土器付着炭化物の１４Ｃ年代は２４８０±３０ｙｒＢＰである。試料の炭素含有率は５３．２％であり，十

分な値である。化学処理および測定内容にも問題は無く，妥当な年代と考えられる。

 

13C13C ( ) 

(AMS) Libby Age yrBP pMC (%) 

IAAA-80770 3 AaA -21.57 ± 0.30 2,480 ± 30 73.43 ± 0.25 

［#2351］ 
13C

Age (yrBP) pMC (yrBP)
1σ  2σ

IAAA-80770 2,420 ± 30 73.95 ± 0.24 2,480 ± 27 

756BC - 719BC (14.7%) 

695BC - 685BC ( 3.8%) 

669BC - 607BC (24.3%) 

601BC - 540BC (25.3%) 

769BC - 506BC (92.0%)

462BC - 450BC ( 1.0%)

441BC - 418BC ( 2.3%)
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　①　測定対象試料

　　　狩俣遺跡は，鹿児島県曽於市大隅町（北緯３１°３７′４０″，東経１３０°５６′３５″）に所在する。

測定対象試料は，Ｇ－７区の畝跡から出土した炭化物（№１：ＩＡＡＡ－８０８３１）とⅢｂ層から出

土した炭化物（№２：ＩＡＡＡ－８０８３２）である。№１は直径１�程の炭化物片を測定試料に選定

した。№２は２×５�程の木炭であったため，その年輪の最外部から採取した。

　②　測定の意義　畝や層位の年代を明らかにしたい。

　③　化学処理工程

　　�　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

　　�　酸処理，アルカリ処理，酸処理（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純水で

中性になるまで希釈する。アルカリ処理では１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０�）を用い



－２８９－

て数時間処理する。なお，ＡＡＡ処理において，アルカリ濃度が１Ｎ未満の場合，表中にＡａＡ

と記載する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩酸（８０

�）を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の

際には，遠心分離機を使用する。

　　�　試料を酸化銅と石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱する。

　　�　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）

を精製する。

　　�　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイト

を作製する。

　　�　グラファイトを内径１�のカソードに詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着する。

　④　測定方法

　　　測定機器は，加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置を使用する。測定では，米国国立標

準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバック

グラウンド試料の測定も同時に実施する。

　⑤　算出方法

　　�　年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　１９７７）。

　　�　１４Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は，過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定さ

れ，１９５０年を基準年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。この値は，δ１３Ｃによって補正された

値である。１４Ｃ年代と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また，１４Ｃ年代

の誤差（±１σ）は，試料の１４Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

　　�　δ１３Ｃは，試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，基準試料からのずれを示した値である。

同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あ

るいは加速器を用いる。加速器により１３Ｃ�１２Ｃを測定した場合，表中に（ＡＭＳ）と注記する。

　　�　ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）は，標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合

である。

　　�　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，

過去の１４Ｃ濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦年較正年代は，１４Ｃ年代に

対応する較正曲線上の暦年代範囲であり，１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差

（２σ＝９５．４％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は，下一桁を四捨五入

しない１４Ｃ年代値である。なお，較正曲線および較正プログラムは，データの蓄積によって

更新される。また，プログラムの種類によっても結果が異なるため，年代の活用にあたって

はその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，ＩｎｔＣａｌ０４

データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ４．０較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ 

１９９５　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　２００１）を

使用した。
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　　　１４Ｃ年代は，畝跡出土の炭化物（№１）が１００±３０ｙｒＢＰ，Ⅲｂ層出土の炭化物（№２）が

１２００±３０ｙｒＢＰである。№１の暦年較正年代（１σ）は江戸時代前期末から明治時代の前半で

あるが，安永ボラ層の下位から出土であることを考慮すると，江戸前期末から中期初に年代を

絞り込むことが可能である。№２は平安時代前期前半頃に該当する。試料の炭素含有率は共に

６７％程であり，十分な値であった。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考え

られる。

参考文献
Ｓｔｕｉｖｅｒ　Ｍ．　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　Ｈ．Ａ．　１９７７　Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ：　Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｏｆ　１４Ｃ　ｄａｔａ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　１９，　３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　１９９５　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｓｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙ：　ｔｈｅ　ＯｘＣａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ，

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　３７（２），　４２５－４３０

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　２００１　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），

３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　Ｊ．　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　Ｂ．　２００１　’Ｗｉｇｇｌｅ　Ｍａｔｃｈｉｎｇ’　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｄａｔｅｓ， 

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），　３８１－３８９

Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｐ．Ｊ．　ｅｔ　ａｌ．　２００４　ＩｎｔＣａｌ０４　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ａｇｅ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，　０－２６ｃａｌ　ｋｙｒ　ＢＰ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 

４６，　１０２９－１０５８

 

��������	
��
�����������

��������	�
��
�



－２９１－

�����������	
��
����������

　①　測定対象試料

　　　狩俣遺跡は，鹿児島県曽於市大隅町（北緯３１°３７′４０″，東経１３０°５６′３５″）に所在し，

標高約２９０ｍの台地上に位置する。測定対象試料は，土坑２出土炭化物（№１１：ＩＡＡＡ－９０８９６），

竪穴住居跡出土炭化物（№１２：ＩＡＡＡ－９０８９７），合計２点である。

　②　測定の意義　　遺構の年代を明らかにする。

　③　化学処理工程

　　�　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

　　�　酸処理，アルカリ処理，酸処理（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純水で中

性になるまで希釈する。アルカリ処理では１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０�）を用いて数

時間処理する。なお，ＡＡＡ処理において，アルカリ濃度が１Ｎ未満の場合，表中にＡａＡと

記載する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）

を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際に

は，遠心分離機を使用する。

　　�　試料を酸化銅と共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱

する。

　　�　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）

を精製する。

　　�　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイト

を作製する。

　　�　グラファイトを内径１�のカソードに詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着する。

　④　測定方法

　　　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）

を使用する。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

　⑤　算出方法

　　�　年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　１９７７）。

　　�　１４Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は，過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され，

１９５０年を基準年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。この値は，δ１３Ｃによって補正された値で

ある。１４Ｃ年代と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また，１４Ｃ年代の誤

差（±１σ）は，試料の１４Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。
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　　�　δ１３Ｃは，試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，基準試料からのずれを示した値である。

同位体比はいずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計ある

いは加速器を用いる。加速器により１３Ｃ�１２Ｃを測定した場合には表中に（ＡＭＳ）と注記する。

　　�　ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）は，標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合

である。

　　�　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，

過去の１４Ｃ濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦年較正年代は，１４Ｃ年代に

対応する較正曲線上の暦年代範囲であり，１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差

（２σ＝９５．４％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は，下一桁を四捨五入

しない１４Ｃ年代値である。なお，較正曲線および較正プログラムは，データの蓄積によって

更新される。また，プログラムの種類によっても結果が異なるため，年代の活用にあたって

はその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，ＩｎｔＣａ

ｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ４．１較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ 

１９９５　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　２００１）を

使用した。

　　　　１４Ｃ年代は，№１１，№１２とも９５３０±５０ｙｒＢＰである。これらが採取された遺構は薩摩火山灰

層上面で検出された。

　　　　炭素含有率は６０％を超える十分な値で，化学処理，測定上の問題は認められない。

　

参考文献
Ｓｔｕｉｖｅｒ　Ｍ．　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　Ｈ．Ａ．　１９７７　Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ：Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｏｆ　１４Ｃ　ｄａｔａ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　１９，　３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　１９９５　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｓｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙ：ｔｈｅ　ＯｘＣａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ，　
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13C
13C ( ) 

(AMS) 

Libby Age 

yrBP
pMC (%) 

IAAA-90896 №.11 AAA -21.87 ± 0.50 9,530 ± 50 30.55 ± 0.17 

IAAA-90897 №.12 AAA -25.79 ± 0.59 9,530 ± 50 30.52 ± 0.18 

[#3067] 
13C

Age (yrBP) pMC (yrBP)
1σ  2σ

IAAA-90896 9,480 ± 50 30.74 ± 0.17 9,526 ± 46 

9119BC - 9006BC (35.6%) 

8915BC - 8901BC ( 3.9%)

8851BC - 8764BC (28.7%) 

9140BC - 8967BC (43.5%)

8951BC - 8729BC (51.9%)

IAAA-90897 9,550 ± 50 30.47 ± 0.17 9,532 ± 46 

9119BC - 9006BC (37.4%) 

8916BC - 8899BC ( 4.9%)

8854BC - 8774BC (26.0%) 

9141BC 8742BC (95.4%)

[参考値] 
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Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　３７（２），　４２５－４３０

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　２００１　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），

　３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　Ｊ．　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　Ｂ．　２００１　’Ｗｉｇｇｌｅ　Ｍａｔｃｈｉｎｇ’　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｄａｔｅｓ， 

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），　３８１－３８９

Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｐ．Ｊ．　ｅｔ　ａｌ．　２００４　ＩｎｔＣａｌ０４　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ａｇｅ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，　０－２６ｃａｌ　ｋｙｒ　ＢＰ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 

４６，　１０２９－１０５８
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　鹿児島県に位置する狩俣遺跡から検出された試料について，加速器質量分析法（ＡＭＳ法）によ

る放射性炭素年代測定を行った。試料の調製は廣田，瀬谷，Ｌｏｍｔａｔｉｄｚｅ，Ｊｏｒｊｏｌｉａｎｉ，測定は伊

藤，丹生，小林が行い，報告文は伊藤，中村が作成した。

　①　試料と方法

　　　測定試料の情報，調製データは第３９表のとおりである。試料は狩俣遺跡の炭化材２点である。

　　　試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コンパクトＡＭＳ：ＮＥＣ製　１．５ＳＤＨ）

を用いて測定した。得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行った後，１４Ｃ年代，暦

年代を算出した。

　②　結果

　　　第４０表に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３Ｃ），同位体分別効果の補正を

行って暦年較正に用いた年代値，慣用に従って年代値，誤差を丸めて表示した１４Ｃ年代，１４Ｃ年

代を暦年代に較正した年代範囲を示す。暦年較正に用いた年代値は年代値，誤差を丸めていな

��������	�
��
�

��������	
��




－２９４－

い値であり，今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記

載した。

　　　１４Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４Ｃ年代（ｙｒＢＰ）の算出に

は，１４Ｃの半減期としてＬｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。また，付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）

は，測定の統計誤差，標準偏差等に基づいて算出され，試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差内に

入る確率が６８．２％であることを示すものである。

　　　なお，暦年較正の詳細は以下の通りである。

　③　暦年較正

　　　暦年較正とは，大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し，

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動，及び半減期の違い（１４Ｃの

半減期５７３０±４０年）を較正することで，より実際の年代値に近いものを算出することである。

　　　１４Ｃ年代の暦年較正にはＯｘＣａｌ４．０（較正曲線データ：ＩＮＴＣＡＬ０４）を使用した。なお，１σ

暦年代範囲は，ＯｘＣａｌの確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する６８．２％信頼限界

の暦年代範囲であり，同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内

の百分率の値は，その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ

年代の確率分布を示し，二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち，その

確率が最も高い年代範囲については，表中に下線で示してある。

　④　考察

　　　試料について，同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。２σ暦年代範囲（９５．４％の確

率でこの範囲に暦年代が収まることを意味する）に着目して結果を整理する。年代値と考古学

編年との対応について，縄文時代はキーリ・武藤１９８２と小林２００８，弥生時代は春成・今村編

２００４，西本編２００６，西本編２００７を参照した。

　　　狩俣遺跡の試料№５（ＰＬＤ－１１０４９）は７９４６－７６３６ｃａｌＢＣ（９４．１％）および７６２３－７６１４ｃａｌＢＣ

（１．３％）で，縄文時代早期中葉に相当する。試料№６（ＰＬＤ－１１０５０）は１１１３－１０９９ｃａｌＢＣ

（２．８％）および１０８９－９２３ｃａｌＢＣ（９２．６％）で，縄文時代晩期から弥生時代にかけての時期に相

当する。

参考文献
Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　Ｃ．（１９９５）　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　Ｓｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙ：Ｔｈｅ　ＯｘＣａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ． 
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Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　Ｃ．（２００１）　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ．　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，　４３，　

３５５－３６３．

キーリ　Ｃ．Ｔ．・武藤康弘（１９８２）縄文時代の年代．縄文文化の研究第１巻，雄山閣，２４６－２７５．
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西本豊弘編（２００７）新弥生時代のはじまり第２巻　縄文時代から弥生時代へ，雄山閣，ｐ．１８５．

春成秀爾・今村峯雄編（２００４）弥生時代の実年代，学生社，ｐ．２５３．

Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｐ．Ｊ．，　Ｂａｉｌｌｉｅ，　Ｍ．Ｇ．Ｌ．，　Ｂａｒｄ，　Ｅ．，　Ｂａｙｌｉｓｓ，　Ａ．，　Ｂｅｃｋ，　Ｊ．Ｗ．，　Ｂｅｒｔｒａｎｄ，　Ｃ．Ｊ．Ｈ．，　Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ，
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Ｇ．，　Ｍａｎｎｉｎｇ，　Ｓ．，　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　Ｃ．，　Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｒ．Ｗ．，　Ｒｅｍｍｅｌｅ，　Ｓ．，　Ｓｏｕｔｈｏｎ，　Ｊ．Ｒ．，　Ｓｔｕｉｖｅｒ，
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　①　はじめに

　　　鹿児島県に所在する狩俣遺跡では，植物遺体が出土している。これについてその種類を同定

したので，以下にその結果を示す。

　②　調査方法

　　　０．５�メッシュの篩を用いて試料№５～９の土壌サンプルを水洗し，検出された植物遺体を

実体顕微鏡にて観察し，その形態から種の同定を試みた。（すでに種実のみが検出された№４，

試料№７以外は検出されなかった。）その際，石川茂雄（１９９４年），大井（１９７８年），北村・村

田（１９７９年），中山・井之口・南谷（２０００年）を参照した。

　③　結果

　　　木本１種と不明１種が認められた。写真を示し，同定結果を第４１表に記す。学名は北村・村

田（１９７９年）によった。
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写真№部位種類学　　　名科　名和　名出土地点試料№

１～３核木本Ｐｒｕｎｕｓ　Ｐｅｒｓｉｃａ　ＢａｔｓｃｈバラモモＧ－７区，土坑９４号内４

－－土壌サンプル中に植物遺体を含まず－－－Ｉ－８区，畝状遺構内５

－－土壌サンプル中に植物遺体を含まず－－－Ｄ－２１区，畝状遺構内６



－２９６－

　④　観察結果

　　１）モモの核である。全体は広楕円形を呈し，縁は稜をなす。また全面に短い溝が並ぶ。長径

約２．０�～２．３�。

　　２）不明の種子である。表面には多数のへこみがある。直径約１．０�。

［参考文献］
　　石川茂雄（１９９４年）『原色日本植物種子写真図鑑』，石川茂雄図鑑刊行委員会
　　大井次三郎（１９７８年）『改訂増補新版日本植物誌　顕花編』，至文堂
　　北村四郎・村田　源（１９６４年）『原色日本植物図鑑　草本編』上，中，下保育社
　　北村四郎・村田　源（１９７９年）『原色日本植物図鑑　木本編』Ⅰ，Ⅱ保育社
　　中山至大・井之口希秀・南谷忠志（２０００年）『日本植物種子図鑑』，東北大学出版会
　　牧野富太郎（１９８９年）『改訂増補牧野新日本植物圖鑑』，北隆社

　　　　　　　　　　　　　　　※）本測定は，当社協力会社・�吉田生物研究所にて実施した。

１．モモの核（×１）　２．モモの核（×１）　３．モモの核（×１）　４．不明種皮（×１０）
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はじめに

　鹿児島県曽於市大隅町狩俣遺跡では，縄文時代早期の住居跡・土坑，近世の畑の畝跡・溝・古道

などが検出されており，それらの遺構から種実が出土している。今回の自然科学分析調査では，種

実の同定を実施し，植物利用等の状況を知る。

①　試料

　　試料は，２３トレンチの住居跡内埋土（試料番号１～３）と土坑２号内埋土（試料番号４），Ｉ－

６４区のⅢｂ層（試料番号５），Ｈ－５１区の畝間内埋土（試料番号６～８），集石２４号の焼土内（試

料番号９，１０）より出土した種実１０点である。

②　分析方法

　　試料を双眼実体顕微鏡下で観察し，ピンセットを用いて同定が可能な種実遺体を抽出する。現

生標本および石川（１９９４），中山ほか（２０００）等との比較から，種実遺体の種類と部位を同定し，

４種子不明不明不明不明Ｋ－３３区，畝状遺構内７

－－土壌サンプル中に植物遺体を含まず－－－Ｈ－５１区，畝状遺構内８

－－土壌サンプル中に植物遺体を含まず－－－Ｈ－５３区，畝状遺構内９
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個数を数えて表示する。

③　結果

　　結果を第４２表に示す。木本３分類群３１個，草本８分類群２６個，計５７個の種実が検出されたほか，

炭化した鱗茎（おそらくユリ科ネギ属やヒガンバナ科の類）や炭化材，菌類の菌核などが確認さ

れた。

　　種実の保存状態は，破片，摩耗，表面に土が付着しているなど，不良である。栽培種は，Ｉ－６４

区のⅢｂ層より，モモの核の破片２６個（合計１個体未満），Ｈ－５１区の畝間内埋土よりオオムギの

胚乳７個，コムギの胚乳４個，ムギ類（オオムギとコムギの判断が困難なもの）の胚乳２個が確

認され，炭化している。

　　栽培種以外は，木本は，２３トレンチの住居跡内埋土や土坑２号内埋土より落葉高木のキハダ，

クマノミズキが確認され，炭化している。草本は，Ｈ－５１区の畝間内埋土よりオヒシバ，カヤツ

リグサ科，サナエタデ近似種，ヒユ科，キランソウ属，アキノノゲシなどの明るく開けた場所に

生育する，いわゆる人里植物に属する分類群が確認され，炭化していない。以下に，各分類群の

形態的特徴等を記す。

＜木本＞

・モモ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａ　Ｂａｔｓｃｈ）　バラ科サクラ属

　核（内果皮）の破片が検出された。炭化しており黒色。完形ならば長さ１．５～２．５�，幅１．２～２

�，厚さ１．２～１．５�程度のやや偏平な広楕円体で，基部は切形で中央部に湾入した臍がある。１本

の明瞭な縦の縫合線上が発達し，背面正中線上に細い縦隆条が，腹面正中線には浅い縦溝とその両

側に幅の狭い帯状部がある。破片は最大で１．２�程度。内果皮は厚く硬く，表面は縦に流れる不規

則な線状の深い窪みがあり，全体として粗いしわ状にみえる。核の内側表面は平滑。

・キハダ（Ｐｈｅｌｌｏｄｅｎｄｒｏｎ　ａｍｕｒｅｎｓｅ　Ｒｕｐｒ．）　ミカン科キハダ属

　核（内果皮）の破片が検出された。炭化しており黒色，長さ３．３�以上，幅２．７�，厚さ１．３�程

��������	
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備考個数状態部位分類群備考試料番号
炭化鱗茎（破片２；接合？），長さ１２�，径９�－－－－種実確認されず２３トレンチ　住居跡内埋土１
炭化材（１）－－－－種実確認されず２３トレンチ　住居跡内埋土２

３破片炭化核クマノミズキ２３トレンチ　住居跡内埋土３
１破片炭化核キハダ２３トレンチ　　土坑２号内埋土４
１破片炭化核クマノミズキ
合計１個体未満，最大１２�２６破片炭化核モモＩ－６４区　Ⅲｂ層　№６９５３５

５完形
炭化胚乳オオムギ

Ｈ－５１区　畝間内埋土　サンプル４６
２破片
４完形炭化胚乳コムギ
オオムギまたはコムギ２完形炭化胚乳ムギ類

２完形－種子オヒシバ
１完形－果実カヤツリグサ科
２完形－果胞ヒユ科
３完形－果実キランソウ属
１個花被付着４完形－果実サナエタデ近似種Ｈ－５１区　畝間内埋土　サンプル４７

１完形－果実アキノノゲシ
菌類の菌核－－－－種実確認されずＨ－５１区　畝間内埋土　サンプル４８
炭化材（１），不明炭化物－－－－種実確認されず集石２４号　焼土内９
菌類の菌核，不明炭化物－－－－種実確認されず集石２４号　焼土内１０
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度のやや偏平な半広倒卵体。内果皮は硬く，表面には浅く微細な縦長の網目模様が配列する。

・クマノミズキ（Ｓｗｉｄａ　ｍａｃｒｏｐｈｙｌｌａ（Ｗａｌｌ．）　Ｓｏｊａｋ）　ミズキ科ミズキ属

　核（内果皮）の破片が検出された。炭化しており黒色，完形ならば径３．５～４．５�程度の偏球体で

基部に小さく浅い凹みがある。破片は，表面に一周する１本のやや幅広く浅い縦溝と２室に分割す

る隔壁に沿って割れた半分以下で，長さ２．９�，径３．７�程度。内果皮は硬い。炭化し表面の状態が

悪いため，数本の細く浅い縦溝の配列は不明瞭。

＜草本＞

・オオムギ（Hordeum　valgare　L.）　イネ科オオムギ属

　胚乳が検出された。炭化しており黒色，長さ６．３�，径２．７�程度のやや偏平な紡錘状長楕円体で

両端は尖る。腹面は正中線上にやや太く深い縦溝がある。背面は，基部正中線上に胚の痕跡があり，

径１．５�程度の楕円状に窪む。胚乳表面には微細な縦筋がある。

・コムギ（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ａｅｓｔｉｖｕｍ　Ｌ．）　イネ科コムギ属

　胚乳が検出された。炭化しており黒色，長さ４．３�，径３�程度の楕円体。腹面は正中線上にや

や太く深い縦溝がある。背面は，基部正中線上に胚の痕跡があり，径１．５�程度の円状に窪む。胚

乳表面には微細な縦筋がある。なお，頂部を欠損するなど遺存状態が悪く，オオムギとの判別が難

しい個体をムギ類としている。

・オヒシバ（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ　ｉｎｄｉｃａ（Ｌ．）　Ｇａｅｒｔｎ．）　イネ科オヒシバ属

　種子が検出された。黒褐色，長さ１．５�，径０．８�程度の三稜状狭倒卵体。２０数個の細い隆条が基

部の臍から放射状に配列する。

・カヤツリグサ科（Ｃｙｐｅｒａｃｅａｅ）

　果実が検出された。灰褐色，長さ１．３�，径０．５�程度の三稜状狭倒卵体。頂部はやや伸び，基部

は切形。果皮表面には微細な網目模様がある。

・サナエタデ近似種（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｃｆ．　ｌａｐａｔｈｉｆｏｌｉｕｍ　Ｌ．）　タデ科タデ属

　果実が検出された。黒色，長さ２．１�，幅１．５�程度の偏平な円状二面体。頂部は尖り，２花柱を

欠損する。基部は切形で灰褐色の萼がある。果皮表面は平滑で光沢がある。表面に花被が付着する

個体もみられる。萼から長さ２�程度の線状の花被が数本伸び，先が２つに分かれ反り返る。

・ヒユ科（Ａｍａｒａｎｔｈａｃｅａｅ）

　種子１個を包む果胞が検出された。種子は黒色，径１．３�程度の偏平な円盤状。縁は稜状で，基

部は凹み臍がある。種皮表面には臍を取り囲むように微細な網目模様が配列し，光沢がある。果胞

は種皮と別組織で灰褐色，径１．７�程度。表面は粗面。

・キランソウ属（Ａｊｕｇａ）　シソ科

　果実が検出された。淡灰褐色，長さ１．７�，径１．１�程度の楕円体。腹面基部に長さ１�程度の大

きな楕円形で表面は粗面，小突起が密生する着点痕がある。果皮表面には深い凹みによる網目模様

が分布する。

・アキノノゲシ（Ｌａｃｔｕｃａ　ｉｎｄｉｃａ　Ｌ．）　キク科アキノノゲシ属

　果実が検出された。黒灰黒色，長さ４�，幅２．３�程度の偏平な非対称倒卵形。頂部は尖り，白

色の冠毛を欠損する。背腹両面の正中線上に１個の縦隆条があり，両縁は翼状。果皮表面には微細
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な網目模様と短い伏毛状体が横に多数並び，鱗状模様をなす。

④　考察

　　モモ，オオムギ，コムギは，栽培のために大陸より持ち込まれた渡来種とされる。Ｉ－６４区のⅢ

ｂ層より確認されたモモは，観賞用の他，果実や核の中にある種子（仁）などが食用，薬用，祭祀

等に広く利用され，弥生～古墳時代以降多数の遺跡出土例がある。Ｈ－５１区の畝間内埋土より確

認されたオオムギ，コムギなどのムギ類は，胚乳が食用される植物質食糧である。これらの栽培

種の可食部である種実が，炭化した状態で出土したことから，本遺跡周辺域における利用と，火

熱を受けたことが推定される。

　　栽培種以外の分類群では，木本類は，２３トレンチの住居跡内埋土や土坑２号内埋土より，キハ

ダ，クマノミズキが確認された。これらは，山地の沢沿いの林内などに生育する落葉高木である

ことから，本遺跡周辺域の森林に生育していたものに由来することが考えられる。また，炭化し

ていることから，火を受けたことが推定される。

　　草本類は，Ｈ－５１区の畝間内埋土より，オヒシバ，カヤツリグサ科，サナエタデ近似種，ヒユ

科，キランソウ属，アキノノゲシなどの人里植物が確認された。これらは，道ばたや畑などの明

るく開けた場所に普通に生育する分類群であることから，調査区周辺域の草地環境に由来するも

のと考えられる。ただし，保存状態が良好で炭化していないことから，土壌の撹乱などにより後

代のものが混入した可能性がある。なおこの点に関しては，遺跡から出土する種実のうち，低湿

地以外から出土した炭化していない種実は，炭化物と同様に扱うには問題があるとの指摘がある

（吉崎，１９９２など）。

　　以上，確認された種実の種類について検討したが，今回受領した添付資料等には各試料の時代

時期等に関する情報がなく，この点に関する検討は今後の課題として残された。

引用文献
　　石川　茂雄，１９９４，原色日本植物種子写真図鑑．石川茂雄図鑑刊行委員会，３２８ｐ．
　　中山　至大・井之口希秀・南谷　忠志，２０００，日本植物種子図鑑．東北大学出版会，６４２ｐ．
　　吉崎　昌一，１９９２，古代雑穀の検出．月刊考古学ジャーナル，№３５５，２－１４．

※）本測定は，当社協力会社　パリノ・サーヴェイ株式会社にて実施した。
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モモ　核（Ⅰ－64 Ⅲb層　№6953　試料番号5） 
キハダ　核（23T 2号　試料番号4） 
クマノミズキ　核（23T　住居跡　南東1/4床部埋土　試料番号3） 
オオムギ　胚乳（H－51　畝間内埋土　サンプル4　試料番号6） 
コムギ　胚乳（H－51　畝間内埋土　サンプル4　試料番号6） 
オヒシバ　種子（H－51　畝間内埋土　サンプル4　試料番号6） 
カヤツリグサ科　果実（H－51　畝間内埋土 サンプル4　試料番号6） 
サナエタデ近似種　果実（H－51　畝間内埋土 サンプル4　試料番号7） 
ヒユ科　果胞（H－51　畝間内埋土 サンプル4　試料番号6） 
キランソウ属　果実（H－51　畝間内埋土　サンプル4　試料番号6） 
アキノノゲシ　果実（H－51　畝間内埋土　サンプル4　試料番号7） 
鱗茎（23T　住居跡　北西側1/4埋土　試料番号1） 
鱗茎（23T　住居跡　北西側1/4埋土　試料番号1） 
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　狩俣遺跡の調査の結果，Ⅲａ層から古代～中世，Ⅲｂ層から縄文時代晩期～古代，Ⅳ層から縄文

時代後期～晩期，Ⅶ～Ⅷ層から縄文時代早期の遺物が出土した。このことから，本遺跡は縄文時代

早期から近世まで続く複合遺跡であることが明らかとなった。また，各時代の包含層からは，集石

遺構，落とし穴，古道，溝状遺構，畝状遺構など多種な遺構も検出された。

　古墳時代の土器は，谷部と中央部で出土した成川式土器のみである。口縁部や底部など良好に残

存するものであるが，縄文時代，古代の遺物量と比べると極端に少なく，遺構も発見されていない

ことから，弥生時代～古墳時代は本遺跡の空白の時代と想定される。

　以下，縄文時代，古代～中世を中心に検出遺構，出土土器，出土石器について考察を行う。また，

本遺跡のほぼ全域から検出された畝状遺構についても考察を加える。
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　集石遺構は全てが北部または中央部の台地上で検出され，２３トレンチの２基を加えて，総数２５基

である。未調査部分も多く残されているが，検出範囲が広範囲であり，本遺跡の台地上全体に多く

の集石遺構が広がっていると想定される。集石遺構の形態で最も多いのは，掘り込みを持たず礫が

一定範囲に散在するタイプで１１基である。次いで，掘り込みを持たず礫が集中するものが６基，集

石内に集中部と散礫部を併せ持つものが５基，掘り込みを持ち散礫状に広がるものが２基，掘り込

みを持ち礫が集中するものが１基である。集石下位に掘り込み部や炭化物の確認はされていないも

のがあっても，構成礫の多くが赤化したり，熱によると判断される破砕が認められることから，集

石遺構使用後の残骸として取り扱っている。

　２５基中３基が黄褐色軽石層（桜島火山灰Ｐ１１）直下のⅦ層のもので，それ以外はⅧ層黒色土から

の検出である。縄文時代早期の遺物出土点数は，Ⅶ層が４２０点，Ⅷ層が３６４点と大きく分かれている

ので，縄文時代早期は少なくとも２つの文化層が存在したと想定される。両時期とも尾根状に伸び

る台地の縁辺部に集石遺構の集中が見られる。（第９４図，第１０，１１表参照）
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　北部調査区では，古代～中世のものと思われる古道や溝状遺構が集中して検出された。北側の台

地から本遺跡中央の台地へ向かって野首状に狭まる地点であり，両側は急峻な崖に挟まれている。

　古道の硬化面は時間差を持ちながら，現在の市道とほぼ同じようなルートで数条が重なるように

して検出している。台地部は中世～近世にかけての削平のため遺構，遺物の発見は少ないが，南部

では，斜面が緩やかになる地点の台地部からの流れ込みと想定される８世紀後半～１０世紀代の土師

器や須恵器の坏や ，皿，甕などの生活雑器が土器溜りとなって大量に出土している。さらに，古

代の掘立柱建物跡，畝状遺構，大型土坑が隣接してセットで検出されていることから，同じような

集落活動が台地部全体で行われていた可能性が高い。これらの古道は，集落での生活のため人々の

往来や物流が頻繁に行われていたことを物語る。（付図：古代～中世参照）

　その後，１１世紀代からは集落としての機能は失われ，１５世紀代以降は畠作地帯へと変化していく。

畝状遺構の変遷や栽培品目等については第４節にてまとめる。
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　本遺跡の縄文時代の土器については，早期から晩期までⅠ類からⅩⅦ類までの１７種類に分類され

る。Ⅰ類から�類土器までが縄文時代早期の土器であり，遺物量の大半を占める。ⅩⅢ類からⅩⅤ類

土器が縄文時代前期，ⅩⅥ類土器が縄文時代後期，ⅩⅦ類土器が縄文時代晩期である。

　Ⅰ類土器は貝殻条痕文を主とする円筒土器で，前平式土器に比定されるものである。口唇部形態

及び貝殻条痕の施文により２種類に細分される。Ⅰ－ａ類土器は口唇部が鋭角で，貝殻条痕が斜行

するもの，Ⅰ－ｂ類土器は，口唇部が平坦で貝殻条痕が横位に施されるものである。

　Ⅱ類土器は，貝殻条痕文の上に沈線文等を施文する二重施文土器で，志風頭式土器に比定される

ものである。志風頭式土器には，円筒式土器と角筒式土器があるが，本遺跡では角筒式土器のみが

出土している。

　Ⅲ類土器は１点のみの出土である。貝殻刺突文を施す円筒土器で，加栗山式土器に比定される。

　Ⅳ類土器も出土量が少なく，２点のみの出土である。横位の貝殻押引文が施文される円筒土器で，

吉田式土器に比定される。

　Ⅴ類土器は，口縁部に貝殻刺突文を施し，胴部には貝殻条痕文横位・綾杉状等に施文するもので，

石坂式土器に比定される。

　Ⅵ類土器は，貝殻刺突文を主体とするもので，下剥峰式土器に比定される。

　Ⅶ類土器は，口縁部に横位の貝殻条痕文を施すもので，中原式土器に比定される。

　Ⅷ類土器は１点のみの出土である。ヘラ状工具による斜格子状の文様が施されるものであるが，

型式の不明なものである。

　Ⅸ類土器は押型文土器であるが，１個だけ押型文と貝殻条痕文の２種類を施文するものがある。

Ⅸ－ａ類土器は，山形押型文及び楕円押型文を施すものである。特殊なものとして，「いちご」と

称されるものがある。松の木などの突起物を持つ枝による回転施文がなされたと考えられるもので，

Ⅸ－ｂ類土器は口縁部から胴部中位に山形押型文，胴部中位から底部に貝殻押型文を施すものである。

　Ⅹ類土器は，完形土器１点と破片１点で，手向山式土器に比定される。完形土器は縄文原体を巻

き付けた棒を回転施文したと考えられる特殊な施文であり，胴部の屈曲部もなだらかなものである。

　�類土器は２点のみの出土である。外反する口縁部で，連続刺突と沈線文が施されるものであり，

平栫式土器に比定される。

　�類土器は，微隆起突帯を巡らす壺型土器で，塞ノ神式土器に比定される。

　ⅩⅢ類土器は，みみず腫れ突帯を巡らし，胴部は貝殻条痕が施されるもので轟式土器に比定される。

　ⅩⅣ類土器は，短沈線文を主とするもので曽畑式土器に比定される。

　ⅩⅤ類土器は，胴部に貝殻復縁による連点文が施されるもので，深浦式土器に比定される。

　ⅩⅥ類土器は，胴部に沈線文を施すもので宮ヶ迫式土器に比定される。沈線のやや太いものと細

いものに分けられる。

　ⅩⅦ類土器は，深鉢形土器（ⅩⅦＡ類），浅鉢形土器（ⅩⅦＢ類），鉢形土器（ⅩⅦＣ類）の３種類の器

種に分けられる。鉢形土器には，底部に組織痕が認められるものもある。縄文時代晩期の最終末段

階に位置するものと思われる。
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　土師器を中心とした古代の遺物は，中央部の台地南側から南部斜面にかけて多量に出土した。大

部分が坏や ，皿など供膳具と，甕などの貯蔵具で占められ，出土遺物の口径，底径，器高，器形

などの形態により時期的な変遷がうかがえる。土師器についてはこれまでの研究により口径や底径

が大きなものから小さなものへ，体部が直線的なものから丸みをもつものへ変化していくことが知

られ，鹿児島県内出土の土師器については中村和美により編年が提示されている。（中村１９９４・１９９７）

　本遺跡出土の坏は，Ⅰ類の直線的な体部を持つものと，Ⅱ類の丸みのある体部を持つものに分け

られる。数量的にはⅠ類がやや多く，口径約１２㎝，底径約６�，器高５�前後と底径が大きく深さ

もあり，須恵器模倣形態を残すものも含まれる。Ⅱ類も器高が約４�と低くなるが大型の坏であり，

小皿のような器高の低い坏はほとんど見られない。また，底部切り離しは全てヘラ切り離しである。

これらの特徴から，８世紀中頃から９世紀代が主体であり，１０世紀中頃まで続くと思われる。

　内黒土師器の出土点数も多量であり，Ⅰ類の直線的に開く器形のものが多い。 は器壁が厚く広

めの底部に「ハ」の字状に開く短めのしっかりした高台が付くものが主流である。全てが ではな

く坏も見られることから坏の年代とほぼ同じであり，１１世紀までは下らないと思われる。

　須恵器の出土点数は少ないが，坏， ，高坏，鉢，壺，甕など多種である。作りもしっかりして

おり甕など実用的なものも多いことから，他の地域との出入りが多い人々によってもたらされたと

想定される。遺物は８世紀後半から９世紀代のものがほとんどである。

　墨書，線刻土器は計１０点で，墨書が８点，線刻が２点である。記載部位は，底部外面が２点，体

部外面８点であり，判別できたものはわずかである。記載などから本遺跡の性格を知ることは難し

いが，特徴としては墨書８点中３点が内黒土師器であった点である。多くの遺跡では，墨書される

器は土師器が圧倒的に多く内黒土師器は割合は少ない中で，記載率３７．５％はかなり高いと言える。

　焼塩土器は中央部の南側から南部を中心に，小破片も含め４３９個出土している。全て広口の小鉢

形を呈したもので，内面に布圧痕，外面に指頭圧痕の多数残る簡素なものである。周辺の他遺跡と

比べても出土量が膨大であることから，海から遠く離れた本遺跡でなぜこれだけの焼塩土器が見つ

かったのか疑問である。畠作に従事する人々が取り寄せたと考えるよりも，生産地から大量の塩が

組織的に運ばれてきたと想定されることから，出土した土師器や須恵器の形態変化と同じように，

他の地方との活発な交流を感じさせる遺物である。

　また，本遺跡出土の土師器 には，特徴的な形態が認められる。それは，欠損した の高台に残

る調整痕である。高台の一部が欠損した後も，周りを打ち欠いて高さを調節し，刀子などの刃物で

削りながら短い高台に再び仕上げている。ヤスリや砥石等で磨りながら調整したものも見られ，仕

上げ後は食器として再び利用したと想定される。当時の人々がものを大事にし，破損後も再利用で

きるものは補修を重ねながら長く使用していた実態を感じることができる。

　これらの古代の遺物の特徴から，地域によって異なる様相を示すこともあるので一概には言えな

いが，本遺跡には少なくとも８世紀中頃から１０世紀代までの集落が存在したと考えられる。ただし，

７世紀以前や１１世紀以降については不確定である。律令制度が全国に定着した時期と重なることか

ら，物資の移動に伴う人々の交流を官衙施設との関係も視野に入れた観点から考える必要があろう。

　今回の調査は遺跡全体から見れば狭い面積であるので，これからの調査結果に期待したい。
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　中世～近世の遺物の全体量に対する割合は非常に少なく，図化した遺物総点数９２９点中３２点でわ

ずか３．４％である。前述の通り，本遺跡では８～１０世紀を中心に盛んに人々の生産活動が営まれて

いたと思われるが，１４７１年の桜島の大噴火により大隅半島北部には大量の噴出物（文明ボラ）が厚

く堆積し，生産活動はほぼ壊滅したと想定される。その後，しばらくの間は放置され荒れ地であっ

たと思われるが，台地部では大量なボラの除去，耕作地の基盤整地などに多くの時間を費やし，再

び生産活動が軌道に乗るには長い年月が必要であったと推測される。その過程で居住域と生産域が

分けられ，本遺跡は大規模な畠作を中心とした生産域に限定されたことを遺物量が示している。ま

た，１７７９年の安永の大噴火でも，大量の噴出物が本遺跡に降り注ぎ大きな被害が出たと想定され，

中世～近世の苦難の時期を乗り越えて現在に至っている。

��������
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　縄文時代早期該当の石器はⅦ・Ⅷ層から出土している。

　本報告書では石器と認定したものは全て掲載しており，その石器の

組成が右の表である。狩俣遺跡とすぐ北側に位置する建山遺跡の石器

組成をあげてみた。２つの遺跡の石器組成を比べながら考察してみよ

う。縄文時代早期の石器組成の特徴としては，どちらの遺跡も，木の

実の製粉具として使用されたと考えられる磨石・敲石・石皿の割合が

いずれも高いということがあげられる。

　石器の分布については，特にこれといった特徴を見いだすことはで

きなかった。ただ，狩俣遺跡のスクレイパーについては，１３年度の確

認調査で住居跡が検出されている２３トレンチからのみ出土しているの

が興味深い。このことからも，生活の中心は２３トレンチ付近であった

ことが推定できる。
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　縄文時代晩期該当の石器はⅢ・Ⅳ層から出土している。早期と比べ

ると，両遺跡ともに石鏃の割合が半分近くを占めている。その一方で，

磨石・石皿の割合がかなり減っている。このことから，縄文時代晩期

には，この遺跡の周辺が生活の場というよりも，狩猟の場へと変遷し

ていったことが推定される。

����

　古代の遺物としては，軽石製品が出土している。破損が激しく用途

を特定する事は難しいが，熱を受けているものがみられる。このこと

から，加工のしやすさを活かし，軽石で炉を組んだことも想定できる

のではないだろうか。
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　本遺跡の畝状遺構は，遺構の特徴から１９群が発見された。これら１９群を検出された層位や状況，

埋土などから分類し，畝状遺構の変遷を以下のようにまとめた。（第２１５図参照）

　ここでは，畝状遺構の変遷，栽培作物，調査方法についてまとめる。

��������（第２１５図，第２９表）

　第２節で述べたように，律令制度が定着した８世紀中頃から本遺跡台地部には集落が形成されて

いたと想定されるが，大規模な集団ではなく各戸別単位で，しかも斜面は利用されず平地の狭い面

積を耕作していたと考えられる。（畝状遺構１３）

　その後，地名にもあるような在地領主の演習場である「狩場・狩倉」として利用されていた可能

性もあるが，１０世紀後半から荘園整備が本格化し大規模な畠地利用の時代へと変化していくと，集

落は住居域を近隣の便利な場所へ移し，本遺跡周辺は集団により管理された畠地に利用されていく。

しかし，生産性向上のため平地のみならず谷間の斜面域まで開墾して畠地にしているが，人目につ

きにくい谷部の畠地部分が実際の租税対象の耕作地として認識されていたかは疑問であり，この地

方の支配者が隠し畠として私財を増やしてきた可能性は否定できない。（畝状遺構１，２，１４～１８）

　１４７１年の厚く降り積もった桜島噴出物（文明ボラ）により生産活動は途絶え，しばらくの間荒廃

したと想定される。その後，再び畠地として利用するために，以前の土地利用をさらに向上させ，

台地部を中心に大規模なボラ抜き作業を行い，より生産効率を高めるため削平を行いながら平坦化

し，耕作面積を広げていった。そして，境界溝などにより区画整理を行いながら畠地の大規模化を

進めたことが，牛馬などの道具を利用した規則的に整然と並ぶ大型の畝状遺構から推測される。

（畝状遺構４，５，６，８，１０）また，畠形態を変えることで生産品目の多種化にも取り組み，生

産性は飛躍的に向上したと思われる。

　中世～近世にかけては台地部が生産の中心であり，一部を除いて（畝状遺構３）斜面については

文明の大噴火以来利用されていない。しかし，斜面に流れ込んだ堆積物が長期間の自然堆積により

平坦に近い緩斜面が形成された。１７７９年の桜島噴出物（安永ボラ）が本遺跡に降り注いだ頃には，

台地部だけではなく，斜面も再び利用されていた痕跡も確認されている。（畝状遺構１２，１９）
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畝１４，１５，１６，１７，１８畝１１畝１畝２Ⅲａ中世

文明ボラ（Ｐ３・１４７１年）

畝５，６，８

畝１０Ａ～１０Ｃ

畝９Ａ～９Ｃ

畝７

畝３

畝４Ａ～Ｃ
Ⅳ～Ⅱ

中世～

　近世

畝１９畝１２Ⅰｃ近世

安永ボラ（Ｐ２・１７７９年）

大正３年（Ｐ１・１９１４年）

現　代　の　耕　作　土
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（第２１５図，第４１，４２表，図版４，５）

　本遺跡の畝状遺構で栽培されていた作物は何であるか，特に斜面の等高線に合わせるようにして

作られた小型の楕円形を呈するものについては最大の疑問である。ここでは，文明ボラを埋土の主

体とする中世の畝状遺構について，科学分析の結果や指導助言の内容を含めて考える。

　埋土の主体は軽石層であり，埋土中より有力な植物遺体は検出されなかった。そこで，畝間底面

の土壌サンプルを計５ヶ所採取し種実同定を行ったが，植物遺体は発見されなかった。（第４１表）

その後，採取したサンプルより植物遺体らしき個体を抽出し同じく種実同定を行った結果，炭化し

た大麦または小麦が発見された。（第４２表）しかし，個体数が非常に少なく炭化しているので，流

れ込みの可能性も捨てきれない結果となり確証を得られなかった。

　次に，畝状遺構の立地や形状から考えてみるといくつかの特徴がある。畝状遺構１６，１７で分かる

ように，楕円形を呈する畝状遺構は斜面のみであり，同じ時代であっても平地では現在と同じよう

な小溝状を呈し，麦などの穀類を栽培していたと考えられる。（第１９６図参照）

　続いて斜面に作られた畝状遺構が水田か畠かと考えると，シラス台地上に厚いテフラが堆積して

できた黒色土に作られているため，慢性的水不足，排水過良，降雨時の水食，乾燥時の風食，塩基

やリンなど栄養分の欠乏など決して耕作条件が良いとは言えない。このような条件の他に，標高

２００ｍ前後に湧水点がありそこから田頭となる水田が広がっていることから，水田である可能性は

低い。（斜面の標高は２３０～２７０ｍ程度）

　畠地である斜面に作られた畝状遺構の特徴としては，①ほぼ等高線に沿っている，②南側の日当

たりの良い斜面，③畝間の間隔が非常に狭く隣接している，④畝間の底部に掘り込んだ小さな凹み

があることが言える。①については上方からの水分が溜まりやすく，作物残渣や落ち葉，課程から

の廃棄物やし尿などを投入して養分補給がしやすい，②については冬でも日射を受けやすく，桑や

果樹などの栽培に適している。③については畝を作り作物を栽培したとすると畝部分が非常に狭く

なり移動の際に使用する畦幅の確保も難しく作物を栽培する状況ではなくなる。④については整地

や盛土を均一にする必要のあるイネ科やマメ科などの穀類の可能性は低い。

　これらの特徴から考えると，平地に見られるような畝を作る方法ではなく，楕円形を呈する畝間

単位で作物は栽培され，作物としては穀類ではなく種物すなわち里芋などの栄養繁殖植物の栽培痕

と考えるのが妥当である。「入来院文書」の１５世紀末の資料では，畠物として麦，麻芋，芋などの

貢納物として見え，その他にも養蚕のための桑が広く植えられていたことが分かっていることから，

本遺跡でも平地では麦などの穀類，斜面では芋類などを栽培していたのではないかと想定される。

��������	


　本遺跡の畝状遺構は，遺跡全体に広がりを持ち，時代の経過による変遷が立地や形態に強く表わ

れている貴重な資料となった。しかし，発掘調査の方法や科学分析の有効的な活用などで多くの課

題も残った。遺構内遺物がほとんど見られない状況では，畝状遺構の検出が非常に重要な情報とな

る。検出面からあるがままの露出作業に入る際，掘り込んだ農具痕や作物の痕跡，人や牛馬の足跡

などの情報を見逃さないためにも，自らの足跡や一輪車の轍などが加わらないように注意する必要

がある。また，検出後の風化や劣化が急激に進行するため，実測や所見，記録写真は露出した範囲

を当日中に処理し，正確な情報の時間経過による変形や変質を防ぐことが大事である。
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　東九州自動車道建設に伴い，埋蔵文化財の取り扱いにつ

いて交わされた鹿児島県教育委員会と各開発関係機関との

協議等の経緯については，Ⅰ－第１章に記されたとおりで

ある。その経緯を受けて建山遺跡は平成１７・１８年度に用地

買収済みであった部分の確認調査・本調査を行った。

　第１図に建山遺跡における各年度の調査範囲図を示す。

　平成１７年度の確認調査の結果，遺跡は全域に広がること

が明らかとなり，引き続き遺跡の南端部及び県道６３号線の

北側部分（一部）の本調査を実施した。また，平成１８年度

は遺跡の北端部及び中央部の本調査を実施した。

　調査の結果，シラス直上のⅩⅥ層を中心とするナイフ形

石器文化やⅩ層を中心とする細石刃文化の遺物，縄文時代

早期の竪穴住居跡２軒，竪穴状遺構２基，連穴土坑１基，

土坑１０基，集石遺構３０基，落とし穴１３基等の遺構の他，多

数の土器や石器などの遺物が出土した。また，Ⅴａ層から

縄文時代前・中期の遺構・遺物が出土している。

　上記の調査成果については，平成２０年度に整理作業と報

告書作成作業を行い，「鹿児島県立埋蔵文化財センター発

掘調査報告書（１３９）建山遺跡　西原段Ⅰ遺跡　野鹿倉遺

跡」として報告書を刊行した。

　さらに平成２１年３月，用地問題の解決に伴い，急遽，未

調査部分について発掘調査を実施することとなった。調査

は年度内の完了を目指して行ったが，縄文時代早期の竪穴

住居跡が発見されたこと，また，隣接する用地内の掘削さ

れた断面において，薩摩火山灰に黒色土の落ち込みが認め

られ，竪穴住居跡の可能性が高く調査が必要と判断された

ことなどから，平成２１年４月まで調査を延長することと

なった。

　調査は平成２０年度が２月２３日から３月１９日の実働１６日間，

平成２１年度が４月１３日から４月２４日の実働１０日間行った。

��������	
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��������（本調査）

　事 業 主 体　 　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　長　　宮原　景信

　調 査 企 画　　　　　　　〃　　　　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長         　　平山　　章
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　池畑　耕一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調 査 第 一 課 長        　　彌榮　久志
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 主 任 文 化 財 主 事 兼  
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調査第二課第一調査係長　　中村　耕治

　調 査 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　遠矢　勝幸
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　木内　敏生
　　　　　　　　　　　

　事 務 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　総 務 係 長      　　紙屋　伸一
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主　　　　　　　　　査　　五百路　真

��������（本調査・報告書作成）

　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　長　　山下　�美

　調 査 企 画　　　　　　　〃　　　　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長         　　齊藤　守重
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　青�　和憲

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調 査 第 二 課 長        　　彌榮　久志
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 主 任 文 化 財 主 事 兼  
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調査第二課第一調査係長　　長野　眞一

　調 査 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　池畑　耕一
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　長�慎太郎
　　　　　　　　　　　

　作 成 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　大久保浩二
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員        　　藤島伸一郎
　　　　　　　　　　　

　事 務 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　総 務 係 長      　　紙屋　伸一
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主　　　　　　　　　査　　��　智博

　企 画 委 員　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　永�　功治
　　　　　　　　　　　

　報告書作成検討委員会　平成２１年１２月１１日　山下所長ほか　９名　

　報告書作成指導委員会　平成２１年１２月２日　青�次長ほか　２名

　遺 物 指 導　　鹿児島大学法文学部　　　　　　准 教 授     　　本田　道輝
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　調査の経過は，日誌抄により週単位で略述する。

��������

　平成２１年２月１８日（水）～２０日（金）

　　環境整備，Ｇ～Ｍ－７～１４区重機による表土剥ぎ。Ｇ～Ｍ－１１～１４区Ⅶ層調査。

　平成２１年２月２３日（月）～２５日（水）

　　環境整備，Ｇ～Ｍ－７～１０区重機による表土剥ぎ。Ｇ～Ｉ－１１～１４区Ⅶ層調査。

　平成２１年３月２日（月）～６日（金）

　　Ｇ～Ｉ－１１～１４区Ⅶ層調査，重機による表土剥ぎ。　土坑１号検出・写真撮影・掘り下げ。

　　グリッド杭打ち。

　平成２１年３月９日（月）～１３日（金）

　　Ｈ～Ｉ－１１～１４区下層確認トレンチⅧ層掘り下げ・Ｈ～Ｉ－１１～１４区Ⅶ層遺物取り上げ。

　　Ｈ～Ｉ－１２～１４区Ⅸ層上面検出・Ⅷ層遺物取り上げ・コンター図作成。Ｈ－１２区１号落とし穴実測。

　　Ｉ－１０区２号落とし穴検出状況写真撮影。Ｉ－１２～１４区土層断面図実測。

　平成２１年３月１６日（月）～１９日（木）

　　Ｇ～Ｉ－１１区Ⅸ層上面検出。Ｇ～Ｉ－９～１０区Ⅶ層上面検出・Ⅶ～Ⅷ層調査・遺物取り上げ。

　　Ⅸ層上面検出。Ｈ－１２区１号落とし穴実測。Ｉ－１０区２号落とし穴実測・配置図作成。

　　Ｉ－１１区１号住居跡検出状況写真撮影。Ｉ－１０～１１区土層断面図作成。

　　Ｈ～Ｉ－１０～１２区Ⅸ層上面コンター図作成。Ｇ～Ｉ－１０～１４区調査範囲図作成。

　　１号住居跡配置図作成。

��������

　平成２１年４月１３日（月）～１７日（金）

　　調査区全景清掃・写真撮影。付け替え道トレンチ設定・掘り下げ。

　　３号住居跡検出・周辺調査・遺構掘り下げ・遺物取り上げ。

　　４号住居跡周辺調査・遺構検出・遺物取り上げ・写真撮影・遺構掘り下げ。

　　３号落とし穴状遺構実測・写真撮影。付け替え道路敷き部分（調査時の呼称は「枝道」）内の

トレンチ掘り下げ。調査範囲図作成。

　平成２１年４月２０日（月）～２４日（金）

　　１号住居跡掘り下げ。出土状況写真撮影・平面実測・遺物取り上げ。

　　断面写真撮影・遠景写真撮影。

　　２号住居遺物出土状況写真撮影・取り上げ・実測完了。

　　付け替え道路敷き部分掘り下げ・遺物出土状況実測・遺物取り上げ。

　　Ⅷ層上面コンター図作成。

　　Ⅴａ層調査・遺物取り上げ。遺跡全景写真撮影，

　　調査終了。
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　調査はＧ～Ｉ－９～１４区の本線敷及びＩ～Ｍ－７～１０区の付け替え道路敷き部分の１１２０�を対象

として実施した。それに加えて，当初は調査対象としていなかったＦ・Ｇ－１２・１３区（平成１８年の

調査終了後，引き渡しを行った部分の法面）において竪穴住居跡らしきものが見つかったため調査

対象に加えた。調査対象面積は１３０４㎡となった。第２図に今回の調査区グリッド図を示す。

　Ⅰ層（現表土層）及び造成土層（天地返し）と無遺物層と確認されたⅤｂ層については重機によ

り掘削し，遺物包含層及びその可能性のある層については，人力による掘り下げを行った。

　グリッドの設定は平成１８年度までのものを踏襲し，西日本高速道路株式会社により設定された高

速道路センター基準杭のＳＴＡ２４３とＳＴＡ２４３＋８０の２点を結ぶ直線を基準軸として，東から西側に

向かって１，２，３・・・，北から南側に向かってＡ，Ｂ，Ｃ・・・とする１０ｍ間隔のグリッドを

設定した。

　基本的な層位については，Ⅰ－第Ⅴ章層位の項（９頁参照）に記されている通りである。

　Ｖ層はアカホヤ火山灰で，ａ層の二次堆積層とｂ層の火砕流一次堆積層とに分かれる。ａ層は縄

文時代前期の包含層である。Ⅵ層は軽石を多く含んだ青灰色のａ層と，桜島起源の火山噴出物であ

るＰ１１軽石からなる黄褐色軽石層のｂ層に分けられる。Ⅶ層の明黄褐色土層とⅧ層の黒色土層が縄

文時代早期前半の包含層にあたる。Ⅸ層がいわゆる薩摩火山灰層で，Ⅸ層上面が縄文時代早期前半

の住居跡検出面となる。

　今回の調査では，縄文時代早期の竪穴住居跡２軒と同時期の包含層，縄文時代前期の包含層，縄

文時代中期の落とし穴３基を発見している。
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　Ⅵａ層からⅧ層までを縄文時代早期該当層として調査したが，Ⅵａ層の堆積状況は薄く不安定で，

遺物も全く出土しなかった。遺物の出土はⅦ・Ⅷ層に限られ，主体はⅧ層である。

　遺構としてはⅨ層の薩摩火山灰上面で竪穴住居跡２軒を検出した。平成１８年度の調査でもＦ・Ｇ

－８０・８１区から竪穴住居跡（１号，２号）が検出されているため，今回の遺構は３号，４号として

報告する。

　遺物は早期前半のⅠ・Ⅱ・Ⅲ類土器と，石器は打製石鏃・石匙・削器・磨製石斧・礫器・石核・

剥片・磨石・石皿等で構成される。Ⅰ類土器は加栗山式土器であり，出土土器の大部分を占めてい

る。Ⅱ類土器は下剥峯式土器，Ⅲ類土器は手向山式土器である。

　第７図に遺構配置とⅠ類土器・石器出土状況図，第１９図にⅡ・Ⅲ類土器出土状況図を示す。

����

　�　３号竪穴住居跡（第４図）

　Ⅰ－１１・１２区Ⅸ層上面で検出した長辺３．６ｍ，短辺２．８ｍの隅丸長方形の平面形を呈する竪穴住居

跡で，床面積は約８．５�である。短辺がほぼ南北方向を向いている。検出面からの深さは２０～３０�

である。Ⅸ層（薩摩火山灰）を掘り込んでおり，床面は西側へ向かって下降している。東側ではⅩ

層（通称チョコ層）上部まで掘り込んでいるが，西側はⅨ層下部がうすく残っている。このことか

ら床面をⅨ層下部としたことが想定できる。東側に比べ，西側は約１０�下がっている。埋土はゴマ

状の黄白色細粒土を含む黒色土で，これを分層することは不可能である。一部に薩摩火山灰のブ

ロックが混ざっている。埋土中の遺物の主体はⅠ類土器であり，他に礫器，軽石加工品がある。
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　第５図が３号竪穴住居跡を中心とした水平・垂直方向の遺物出土状況である。垂直分布を見ると

検出面より２０～３０�高いレベルまで遺物が集中して出土していることが確認できる。土器の接合検

証では，この間で接合が確認できることから，検出面より２０～３０�高い位置で竪穴住居の掘り込み

が開始されたと推定される。そのレベルは周囲に出土している土器の下限ともほぼ一致しており，

そこが当時の地表面（掘り込み面）に近いと推測される。第５図中に掘り込み面推定ラインを示す。

���������	（第６図１，５３，２８，３９）

　上記を裏付ける土器の接合状況については，あまりに煩雑でわかりにくいため，第６図に代表的

な土器ごとの出土状況を示した。

　１は口縁部上面観がレモン形を呈する土器で，完形に復元できたものである。破片は住居の範囲

内からのみ出土しており，床面に近いレベルからも多くの破片が出土していることから，住居に極

めて近い時期のものと考えられる。

　５３は楔形貼付文と縦位の貝殻刺突文（方形の凹点状）を施した角筒土器である。住居外から破片

が１点出土しているが，ほとんどの破片は住居埋土内にまとまって出土している。

　２８は貝殻条痕文の上に，貝殻刺突文を施した円筒土器の胴部から底部である。住居外からも破片

が１点出土しているが，住居の床面近くから埋土の上部までにわたって多くの破片が出土している。

　３９は貝殻刺突文と楔形貼付文を施した円筒土器である。住居埋土からも数点の破片が出土してい

るが，Ｉ－１２区から２点，Ｈ－１０区から１点と，十数ｍ離れた地点からも接合する破片が出土して

いる。

　住居に直接伴う土器は明らかでないが，住居が廃棄され埋没していく過程で，周囲に散在してい

た土器片が土砂とともに流入してきたことが想定され，特に住居床面に近いレベルで出土している

ものについては，時期的に近いものと考えられる。

 

※同一番号は 
　接合関係を 
　示す 
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等高線はⅨ層上面 
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�������（第８～１２図１～７２）

　１から７２は３号竪穴住居跡内の出土遺物である。１から７０はⅠ類土器，７１，７２は石器である。

　１から２４は，横位または斜位の貝殻条痕文を施した上に，縦位または斜位の貝殻刺突文を施した

ものである。

　１は口縁部上面観がいわゆるレモン形を呈する土器である。底部付近を一部欠くが，全体のバラ

ンスやフォルムを元に完形復元したものである。高さ２３�，長口径１１．７�，短口径１０�を測る。底

部から口縁部にかけてレモン形のように対になる２か所の頂部（角）をもち，やや外反しながら立

ち上がる器形である。口縁部は２か所の頂部だけが船の舳先のように伸び上がり強調されている。

器面全体に浅い貝殻条痕文をやや斜位に施し，その上から口縁部には横位に４条の貝殻刺突文を巡

らし，胴部には二本単位の縦位の貝殻刺突文を施している。刺突文は方形の凹点状を呈するもので

ある。口縁部下には縦位の楔形の粘土紐（以下，クサビ）を二段に貼り付けている。クサビの両側

には細かな刺突が施されている。口唇部は平坦に仕上げ，縦位の刻みを密に施している。また底部

側面にもやや長めの縦位の刻みを密に施している。内面はケズリの後，丁寧なナデで仕上げられて

いる。器壁は５�弱と薄く均一で精緻な作りである。胴部には縦長の補修孔が開けられており，口

縁部付近の表面には一部ススの付着が認められる。

　２，３もレモン形を呈する可能性があるものである。横位の貝殻条痕文を施した上に，口縁部に

は横位の貝殻刺突文を３条巡らし，胴部には刺突文を斜位に交錯させてＸ字状に施している。それ

に重ねてクサビを２段に貼り付けている。クサビの両側には細かな刺突が施されている。口唇部は

平坦に仕上げ，縦位の連続した刻みを施している。内面はケズリの後，丁寧なナデで仕上げられて

いる。器壁も薄く精緻な作りである。１のレモン形を呈する土器とよく類似しているが，相違点は

貝殻刺突文が方形の凹点状を呈するものではなく，波線状を呈している点である。器壁は５�弱と

薄く均一で，精緻な作りである。２には縦長の補修孔が開けられている。３には表面にススの付着

が観察される。

　４，５，７は円筒土器の口縁部で，同一個体と思われる。文様の構成は２，３と同じであるが，

胎土がやや赤みを帯び，焼成は非常に堅致である。６も同様な施文が施されているが，表面の剥落

が激しい。８には２段のクサビが貼り付けられている。９，１１，１２は斜位の貝殻条痕文を施した後

に器面を軽くナデて仕上げている。１０は器面が風化により荒れているが，同様な施文が観察される。

１３は縦位の刺突文が４条密に施されている。１４から２４も，横または斜位の貝殻条痕文を施した上に，

貝殻腹縁を用いた波線状の刺突文を縦位または斜位に施す文様構成は同じである。

　２５は底径１２．３�の円筒土器の底部である。底部側面には縦位の浅い刻みを密に施し，その上を軽

くナデている。底面の仕上げはミガキである。底部内面には指押さえ，指ナデの後が観察される。

底面の中心から１�ほどずれた所には，径７�・深さ３�の円形の凹みが作られている。これは焼

成後二次的に作られているもので，同時期の円筒土器底部にいくらかの類例があるものである。胴

部の立ち上がり部分できれいに割れて円盤状を呈しており，意図的に打ち欠いたのかもしれない。

凹みとの関連も考えられ興味深い。

　２６，２７は底部から胴部の立ち上がり部分である。２７は底径７．２�の小型の円筒土器である。貝殻

条痕文をナデ消した後，縦位の刺突文，縦の刻みを施している。２８は斜位の貝殻条痕文の上に，３
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～４本を単位とした貝殻刺突文を間隔を空けて施したものである。円盤形の底部を巻くようにして

胴部が立ち上がっており，土器製作の状況が分かるものである。

　２９から４４は，地文となる貝殻条痕文が施されず，器面調整はケズリの後，丁寧なナデで仕上げら

れ，その上から縦位もしくは斜位の貝殻刺突文を施すものである。

　２９は縦位の貝殻刺突文とクサビが２段貼り付けられている。３０，３１，３２，３４，３５，３６，３７は同一

個体と考えられ，胴部径約１２�の円筒土器である。器面は丁寧にナデられており，その上から縦位

の貝殻刺突文を密に施し，クサビを貼り付けている。内面も掻き上げるような縦方向のケズリの後，

ナデられている。３３の外面には，ほぼ全面にススが付着している。３８，３９も同一個体の円筒土器で

ある。地文の貝殻条痕文が施されないというだけで，文様構成は前述の１～１０などと同じである。

口縁部に横位の貝殻刺突文を３条巡らし，胴部には縦位の貝殻刺突文を底部まで施す。クサビを２

段貼り付け，クサビの両側には先端の鋭い工具による細かな刺突文が並んでいる。クサビとクサビ

の間には縦位の貝殻刺突文に斜位の貝殻刺突文を重ね，Ｘ字状を呈している。

　３９には縦長の補修孔が途中まで開けられている。貫通はしていない。４０～４４も同一個体と考えら

れるものである。胴部径は約２１�で，口縁部と底部を欠くが，文様や器壁の厚みから，４１が口縁付

近，４４が胴部，４０が底部付近であると思われる。土器の大きさに見合った厚みのあるクサビを２段

貼り付け，貝殻刺突文は一部Ｘ字状を呈する部分もある。また，外面にはススの付着も観察される。

　４５から５２は，縦位の貝殻刺突文が方形の凹点状を呈する円筒土器である。

　４５は縦位の刺突文が密に施されており，ひとつひとつの刺突は４�×３�ほどの長方形の凹点で

ある。２段のクサビを貼り付けている。地文の貝殻条痕文はナデ消されているようである。胎土に

は砂粒とともに金雲母が含まれており特徴的である。４７には斜位の浅い貝殻条痕文が残る。４８は横

位の貝殻条痕文が間隔を空けて施されているように観察されるが部分的である。４９はクサビの間に

縦位と斜位の貝殻刺突文を重ねてＶ字状を呈している。５２は斜位の貝殻条痕文がナデ消された上に，

方形の刺突文を密に施している。

　５３から７０は，角筒土器と考えられる一群である。いずれも文様構成は円筒形土器とほぼ同じであ

るが，角筒土器に分類したものには縦位の刺突文は方形の凹点状を呈するものがほとんどである。

　５３，５４は同一個体の角筒土器である。口唇部は平坦に仕上げ，縦の刻みを施している。口縁部に

は横位の貝殻刺突文（波線状）を３条巡らし，その下に２段のクサビを貼り付けている。縦位の刺

突文は方形の凹点状を呈するもので，１個体の中で２通りの刺突文を観察できるものである。

５５，５６は角筒の角の辺に沿って刺突文が施されている。５７～６８は角筒土器の胴部，６９，７０は角筒土

器の底部である。胴部の立ち上がり部分には縦の刻みを施している。

　７１，７２は３号竪穴住居跡床面から出土した石器である。

　７１は先端が鋭い扁平な礫を利用した礫器である。刃部には使用による刃こぼれと考えられる細か

な欠損が認められる。７２は軽石加工品である。粗く長方形に加工され，裏面はゆるい曲面となって

いる。片手で持ちやすい形状である。
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�　４号竪穴住居跡（第１３図）

　Ｆ－１２・１３区で，道路建設のためにすでに掘削されていた壁面に見えていたものである。Ⅸ層

（薩摩火山灰）への掘り込みは明らかであったので，上層のⅧ層で平面的に掘り込み面を検出すべ

く慎重に掘り下げを進めたが，結果的にⅨ層上面に至るまでプランを捉えることはできなかった。

　検出できたのは住居跡の南西隅のコーナーを含む，長辺３．８ｍ，短辺１．４ｍの三角形状であった。

残存していた部分の床面積は約３．５�で，３号と同様に隅丸長方形のプランであったと考えられる。

長軸はＮ－３０°－Ｗである。検出面からの深さは約３０�でⅨ層を掘り込んでおり，床面の多くは

チョコ層に達しているが，一部に薩摩層が残っていることから，薩摩層の下部を床面としていた可

能性が強い。壁面にはでこぼこがあり，こん棒状の工具で掘削したと想起できる状況が読み取れる。

中央西側よりに浅いくぼみ状のピットが１基検出された。住居跡の埋土はゴマ状の黄白色細粒土を

含む黒色土で，Ⅷ層の黒色土と区別できない。下部にはややＸ層が混ざる。

　埋土中からⅠ類土器５点（第１４図７３～７７）のほか，磨石，石皿（第１５図７８～８０）が出土している。
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　第１４・１５図の７３から８０は，４号竪穴住居跡内から出土した遺物である。７３から７７はⅠ類土器であ

る。７８から８０は石器である。

　７３は円筒土器の口縁部である。口唇部は平坦に仕上げ，連続した縦の刻みを施す。器面には横位

の貝殻条痕文が浅く施され，口縁部には横位の貝殻刺突文を３条巡らしている。その下に同じ貝殻

腹縁による波線状の刺突文が縦位に施されているが，その周囲には別の貝殻腹縁による爪形文状の

刺突文が施されている。内面は横方向のケズリの後ナデられている。７５はその胴部片と思われる。

７４は斜位の貝殻条痕文の上に縦位の刺突文を密に施している。内面には縦方向のケズリが観察され

る。７６は復元径１１�の円筒土器底部である。底面はミガキで仕上げ，胴部の立ち上がり部分には縦

の刻みが密に施されている。７７も同じ底部と考えられる。７３，７５，７６，７７は砂粒を多く含む胎土も

類似しており，同一個体ではないかと考えられる。

　７８は成形された石皿の破片である。周囲を敲打で整えた後，研磨により成形している。底面も平

坦に仕上げている。作業面は大きく凹み，表面はよく磨滅している。石材は安山岩である。敲打成

形やその形態的特徴から，この時期特有の台形状の「定型石皿」の可能性が高い。７９も表面が磨滅

しており，石皿の破片と考えられる。８０は磨石の半欠品である。周囲には若干敲打の跡が観察され

る。
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�　土器（第１６～２０図）

　８１から１３５は包含層（Ⅷ層主体）出土の土器であり，５４点を図化した。

　８１から１２９　はⅠ類土器である。８１から９８は，地文に横位または斜位の貝殻条痕文を施した後に，

貝殻腹縁による波線状の刺突文を施したものである。

　８１は口唇部を平坦に仕上げ，連続した縦位の刻みを施している。口縁部には横位の貝殻腹縁によ

る刺突文を三条巡らす。その下にやや斜めに貝殻刺突文を施し，クサビを二段貼り付けている。器

面が１～２�の厚さで剥落しており，内面側の砂粒を多く含んだ粗い胎土に対し，表面にはより細

かな粘土を貼り付けて土器を製作している様子がうかがえる。８２は斜位の貝殻条痕文を施した後，

二本単位の縦位の貝殻刺突文の上に斜位の貝殻刺突文をＸ字状に重ねたものである。８３は口唇部に

斜めの刻みを施している。口縁部に貝殻刺突文を横に三条巡らし，高さ４�，幅２～４�，長さ３０

�のクサビを貼り付けている。クサビの両側は先の鋭い工具で刺突文が施されている。この施文は

クサビ（楔形の粘土紐）を器面に貼り付け，よくなじませるためのものとも考えられる。器壁の厚

さは４～５�で，薄く精緻な作りの土器である。８６もクサビの残る胴部片である。クサビの長さは

土器によりまちまちであるが，おおよそ２～３�の長さである。

　８４から９８は胴部片である。８７，８８，９５のように器壁の厚さが５�程度の薄いタイプと，８５，９２，

９８のように１０�程度の厚いタイプがある。

　９９～１０２，１０４は，地文の貝殻条痕文が縦位に施されているものである。

　９９，１００，１０１は同一個体と考えられる。条痕が縦方向に途切れることなく一気に施されている。

その上から縦位の貝殻腹縁による刺突文が二条密接して施されている。部分的には刺突を深く差し

込み，二条の貝殻刺突の間を盛り上げるように施して，そこが楔状に見えるところもある。横並び

の位置が揃っているので，楔形貼付文を意図した施文と考えられる。１０２は胴部から底部にかけて

の破片で，復元径は１８�の円筒形である。縦位の条痕文の上に，二条の刺突文を密接して施してい

る。底部には約４�の縦の刻みが，間隔は不規則であるが連続して施されている。

　１０３，１０５～１１１は縦位の貝殻刺突文のみ観察されるものである。地文の貝殻条痕はナデ消された

ものと考えられる。

　１１１は復元径１１�を測る円筒土器の底部である。底部には縦の浅い刻みが施された後，その上か

ら軽くナデている。１１２は復元径１８．５�の円筒土器の胴部である。ナデにより器面調整された後，

貝殻腹縁による縦位の刺突をほぼ等間隔に施している。

　１１３から１２３は角筒土器である。

　１１３と１１４は縦位の貝殻刺突文が方形の凹点状を呈するものである。同様な施文は１１９や１２３にも観

察される。１１５，１１６，１１８は，横～斜位の貝殻条痕文の上に細い波線状の貝殻腹縁による縦位の刺

突文を施すものである。１１７は角筒土器のコーナーの部分である。１２２と１２３は角筒土器の底部であ

る。どちらも底部外面に縦位の刻みを施している。１２３は底部の一辺が５．５�で，四辺がややふくれ

た方形をした角筒土器の底部である。

　１２０，１２１，１２４～１２９は円筒土器の底部とその付近の胴部片である。いずれも側面には縦の刻みが

施されている。１２４は縦の密接した二条の貝殻刺突文に，底部側面には縦の刻みが施されている。
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１０２と同一個体と思われる。１２７は縦位の刺突文が方形の凹点状を呈するタイプである。１２５と１２９は

厚手でやや大型の円筒土器の底部である。１２５は復元径２２�，１２９は復元径２４�である。

　１３０から１３４はⅡ類土器，１３５はⅢ類土器である。出土状況を第１９図に示す。

　１３０は内湾した口縁部である。器面が風化しており判別しにくいが，貝殻腹縁による縦位の刺突

を横方向に連続して施している。短い腹縁を用いた３段の刺突帯が観察される。口縁部にかけてや

▲　Ⅱ類土器 

●　Ⅲ類土器 
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や肥厚しながら内湾し，内傾した口唇部は平坦に仕上げている。１３１から１３４は胴部片である。器形

や貝殻刺突による施文の状況から，Ⅱ類土器は下剥峯式土器の範疇に入るものと考えられる。

　１３５はⅢ類土器で，Ｉ－１１区で集中して出土した。１個体が割れて散在している状況で，約２分

の１が復元できたが底部を欠く。復元口径約２２�，器高１７�以上である。口縁部が大きくアサガオ

状に外反し，締まった頸部から胴部で屈曲し，膨らみをもって底部に収束する器形を呈している。

外面には間延びした山形押型文が縦方向に密に施され，その上を軽くナデて仕上げている。内面は

ナデ調整が施され，口縁部内面にも横方向に山形押型文を巡らしている。外面にはススが付着して

いる部分がある。Ⅲ類土器は手向山式土器であると考えられる。

�　石器

　石器は打製石鏃・石匙・削器・磨製石斧・礫器・石核・剥片などが出土した。いずれも縄文早期

包含層のⅦ・Ⅷ層から出土したものである。２２点を図化した。

①　打製石鏃（第２１図１３６～１４０）

　１３６は平基の三角形鏃で，石材は透明感のある黒曜石である。１３７，１３８は基部に抉りを入れた二

等辺三角形状を呈する。１３７の両側辺はやや内湾している。石材は１３７はチャート，１３８は安山岩で

ある。１３９はやや大型の三角形状で，Ｕ字状の深い抉りを施したものである。石材はチャートであ

る。１４０は最大長４．６�を測る長身の二等辺三角形鏃で，両側辺は鋸歯状の剥離を施し，両脚は逆三

角形状に加工している。また，表裏面ともに研磨して平滑にした跡が観察される。横：縦の比率は

１：２．２である。
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②　石匙（第２２図１４２，１４３）

　１４２，１４３はチャート製の石匙である。１４２は身部に対してつまみ部が大きく，刃部は丸みを帯び

て仕上げている。１４３は刃部を大きく欠損しており全体の形状は明らかでないが，１４３と類似した形

状が復元できる。

③　削器（第２２図１４４，１４５，１４６）

　１４４は自然面を残す剥片を用い，周縁に表裏から刃部加工を行っている。表面に残る凸部分は製

作過程でうまく剥離できなかったもので，ヒンジフラクチャーをおこしている。石材はガラス質が

少なく，透明感のない灰黒色の黒曜石である。１４５，１４６は灰色に黒い筋が入るチャートを用いてい

る。１４５は上辺から右側辺にかけて細かな剥離を施して刃部を作出している。右側辺を底面に配置

すると，石匙的な機能を強く感じられる。１４６は横広剥片を素材とした削器である。主要剥離面側

からの剥離により刃部を作出している。左半分は欠損したとみられる。

④　磨製石斧（第２３図１５０）

　１５０は小型の磨製石斧である。側面や基部には剥離痕を残したまま，刃部と表裏面を研磨で仕上

げている。石材は南九州の縄文早期で多用されるホルンフェルスで，直刃の形状など該期の特徴を

備えているが，最大長５．２�，最大幅２．８�という非常に小型の形状は類例が少なく特筆される資料

である。

⑤　礫器（第２４図１５２，１５４）

　１５２は扁平な礫を用いて周囲に加工を施し，刃部は片側からの剥離によって作出されている。基

部近くには若干の抉りも認められるので，棒状のものに装着して使用されたことも推定される。

１５４は扁平な礫素材の左側面に，背面方向から刃部加工を行っている。石材は安山岩である。

⑥　石核（第２４図１５１，１５３）

　１５１は砂岩の石核である。亜円礫の平坦面を打面として，弧状の不定形剥片を剥出している。不

定形剥片の大きさは縦横４�程である。１５３は剥片素材の石核である。分割面をそのまま打面とし

ている。縦長の剥片を剥ぎ取っている。

⑦　剥片（第２１図１４１・第２３図１４７，１４９）

　１４１は黒曜石製の小型剥片である。縦長の側辺に微細な使用痕が観察される。一部自然面が残る

が，サンドペーパー状のざらついた感じの自然面である。１４７はチャート製の横長剥片である。１４９

は剥片として図化したが，磨製石斧の刃部の欠損品の可能性も考えられる。その場合は図の天地が

逆になる。

⑧　磨石・敲石（第２５図１５５）

　１５５は砂岩の円礫を用いた磨石・敲石である。磨石としてより敲石としての用途が主だったよう

で，表裏面と側面全周に敲打痕が巡る。表面のやや上部には敲打痕が集中している部分があり，用

途を考える上で興味深い。

⑨　石皿・台石（第２５図１５６）

　１５６は安山岩の扁平な円礫を用いた石皿・台石である。表裏面ともに磨滅した面が観察されるが，

あまり使い込まれた様子はうかがえない。敲打によるものと思われる凹みもあり，台石としての用

途もあったものと思われる。
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�����（平成１７年度調査分追加資料　縄文時代早期　集石３１号）

　建山遺跡において，平成１７年度の本調査で検出した集石遺構であるが，平成２０年度刊行の報告書

（鹿埋文報１３９）から記載漏れした資料である。平成１７・１８年度の調査で集石遺構は合計３０基報告

されているので，３１号集石として報告する。

　３１号集石はＨ－２８区Ⅶ層下部から検出された。直径約１２０�のほぼ円形のプランで，深さ３４�の

深皿状の掘り込みを持つものである。掘り込みの埋土下部には炭化物を多く含む黒色土が堆積して

おり，その上に礫がまとまって入れられている状況である。礫は拳大のものが多く，被熱により赤

化したものやひびが入っているものが多い。礫の総数は６５個で，石材は安山岩が主体である。

　平成１７年度調査区の遺構配置を含めた集石３１号の位置図を下に示す。
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　遺跡地内はボラ抜き※や天地返し等の造成により深く撹乱されており，包含層の残りはよくな

かったが，付け替え道路部分の南端近くで縄文時代前期の包含層（Ⅴａ層）が残存しており，そこ

から轟式土器，曽畑式土器が出土した。第２８図にⅤａ層残存範囲を示す。

　※ボラ抜き　文明年間に降下した桜島起源の軽石が厚く堆積する地域で，営農に不利益を及ぼすこの軽石層を除

去する作業のこと。

����（土器：第２９図１５７～１６２，石器：第２９図１６３）

　１５７は微隆突帯を貼り付けている。１５８は口唇部を丸く収めた口縁部，１５９～１６１は横位や斜位の凹

線が施されたものである。１６２は尖底状の底部で，内外面ともに貝殻条痕が施されている。１５７，

１６２は轟式土器，その他は曽畑式土器であると考えられる。１６３は黒曜石製の小型の石核である。
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　縄文時代中期の遺物は出土しなかったが，Ⅶ層上面で３基の落とし穴が検出された。埋土に御池

火山灰を含むことから，縄文時代中期の遺構と判断した。落とし穴の形状は長方形から隅丸長方形

で，底面にはいずれの落とし穴からも小ピットが３か所ずつ検出された。

　第３０図に周辺地形と落とし穴配置図を示す。

����

�　１号落とし穴（第３１図上）

　Ｈ－１２区のⅦ層上面で検出された。平面プランは長径１１４�，短径５８�の隅丸長方形で，長軸方

向はＮ－２０°－Ｗである。掘り込みはユニットバスのような形状で，検出面からの深さは３６�であ

る。底面からは長軸に並んで３か所の小ピットが検出された。小ピットの大きさは北側から直径８

�，深さ３４�，中央が直径９�，深さ４４�，南側が直径１２�，深さ３０�である。先端に向かって

尖っていく形状で，硬質のⅨ層（薩摩火山灰層）まで達している。埋土の主体はパミスを含んだ黄

橙色土で，Ⅳｂ層（御池火山灰）を含んでいる。小ピット内にはＰ１１やＰ１３を含む黒褐色・茶褐色

土が含まれる。遺物は含まれていなかった。

�　２号落とし穴（第３１図下）

　Ｉ－１０区のⅦ層上面で検出された。平面プランは長径１２０�，短径６１�の長方形で，長軸方向は

１号落とし穴と同じＮ－２０°－Ｗである。検出面からの深さは４６�で，ほぼ垂直に掘り込まれてい

る。底面は平坦面をなし，３か所の小ピットが検出された。大きさは北側から直径８�，深さ４２�，

中央が直径９�，深さ４６�，南側が直径６�，深さ４０�である。１号の小ピットより細身で，まさ

に杭を突き刺したような形状である。硬質のⅨ層を掘り抜き，先端はⅩ層に達している。主体とな

る埋土は黄褐色火山灰土で，下部にはそれに由来すると思われるパミス層が入っている。小ピット

内には暗褐色土が含まれる。遺物は含まれていなかった。

��������	
�
�
������������



－３３９－

Ⅶ
  Ⅷ
  Ⅸ
  

Ⅶ 
 

Ⅷ 
 

Ⅸ 
 

Ⅶ 
 

Ⅷ 
 

Ⅸ 
 

Ⅹ 

１号落とし穴 
　①　黄橙色粘質土（パミス混じり） 
　②　黄橙色弱粘質土 
　③　①にやや黒みが混ざる 
　④　黒色土と黄橙色土の混土 
　⑤　黒色土 
　⑥　Ｐ１１を含む黄橙色土　パサパサ感 
　⑦　黒褐色弱粘質土 

 
⑧　茶褐色土（黄色の粒混じり） 
⑨　Ｐ１３を含む茶褐色土 
　　やわらかく粘り気有り 
⑩　⑦に同じ 
⑪　⑦に同じ 
⑫　⑨に同じ 
⑬　明黄橙色細粒土　硬質 

２号落とし穴 
　①　黄橙色火山灰（御池火山灰相当） 
　②　黄色パミス（御池由来？） 
　③　黄褐色土 
　④　茶褐色土（パミス混じり） 
　⑤　黒褐色土 
　⑥　暗褐色土 
　⑦　暗褐色土 
　⑧　暗褐色土（Ｐ１１を多く含む） 

Ⅶ
  Ⅷ
  Ⅸ
  

Ⅶ 
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�　３号落とし穴（第３２図）

　Ｇ－１０区で検出されたが，西側半分が削平されているために形状・規模がはっきりしない。残存

部でみると，平面プランは長径１３８�，短径１１２�の隅丸長方形を呈し，深さは１２２�あり，ほぼ垂

直に掘り込まれている。長軸方向はＮ－８０°－Ｗであり，１号・２号とは並びを異にする。埋土は

Ｐ１１パミスをまばらに含む黄茶褐色土が主であり，下部には崩落したＰ１１パミスが堆積していた。

最上面のくぼみには御池パミスが堆積している。底がⅩ層に達している小ピットが３か所みられる。

大きさは東側が直径５�，深さ３６�，中央が直径５�，深さ３８�，西側が直径１０�，深さ３０�で，

西側のピットは入り口が広い形状になっている。先端は尖っており，各１本の細い木を使ったもの

と思われる。ピット内には，パミス混じりの黄茶褐色砂質土が埋もれている。

　平成１７・１８年度の調査では，２９区から４９区あたりで縄文時代早期の落とし穴が１３基検出されてい

るが，前期から中期にかけての落とし穴は検出されていない。

ⅥⅥⅦ
 

Ⅷ
 

Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅹ 

３号落とし穴 
　①　黄白色砂粒（パミス混じり）　ゆるい　御池火山灰相当 
　②　黄茶褐色弱粘質土 
　　　５～２０㎜大の黄白色パミスをまばらに含む 
　③　５～１０㎜大の黄橙色パミスと砂粒の混土 
　④　黄茶褐色砂質土（パミス混じり） 
　⑤　④に同じ 
　⑥　黄褐色土（パミス混じり） 
　⑦　やや暗い黄褐色土（パミス混じり） 

ⅥⅥⅦ
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備考焼
成

胎土色調調整
部位層位地区レベル取上番号遺物

番号
挿図
番号 他輝石角閃長石石英（内）（外）（内）（外）

外面スス付着良○○○暗褐色暗褐色ナデ貝殻条痕　ナデ口縁～胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．２７２６６，２３７外２１１８

補修孔あり良○○○茶褐色灰褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁ⅦＩ－１０２７２．４６４３４，３７９２

９

良○○○灰褐色灰褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁埋土３号住２７２．３５５４９，５９９３

良○○○暗赤茶褐色暗赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁ⅧＩ－１０・１１２７２．３６２９３，３８９，５９５４

良○○○暗赤茶褐色暗赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁ⅧＩ－１１２７２．８１２３５５

普赤岩片○○○茶褐色茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁Ⅶ，ⅧＩ－１０２７２．９４２９１，２９２６

良○○○暗赤褐色暗褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．８２２６２７

普○○○灰褐色灰褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅦＩ－１０２７３．１８２８３８

良○○○暗褐色茶褐色ケズリ　ナデ斜位貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．３９６０９９

普○○○○茶褐色茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁ⅦＩ－１０・１１２７３．１６６，２８２，７４１０

良○○暗褐色赤褐色ケズリ斜位貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．５６４３８１１

良○○○茶褐色褐色ケズリ斜位貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．８６２４５１２

良○○○暗茶褐色茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１０２７２．７５２７９１３

外面スス付着良○○灰褐色黄褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．５７４７８１４

良○○暗褐色暗褐色ナデ横位貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．２８５９７１５

良○灰褐色暗褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．５６５７８１６

良○○○暗褐色黒褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．３８６０１１７

良○○○茶褐色暗褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．７０２３８１８

普○○暗褐色褐色ケズリ　ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅦＩ－１０２７３．１８２８４１９

良○○暗褐色茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．７９２５０２０

スス付着普○○灰褐色暗褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．６０３０３２１

良○○○茶褐色黒褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．３５６０６２２

良○○灰褐色黒褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．５８４９１２３

普○○○赤褐色茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．３９６０８２４

内外スス付着良火山ガラス○○○○褐色褐色ナデナデ底部埋土３号住２７２．３８４８８２５

１０

良○○○黒褐色灰褐色ケズリ　ナデ斜位貝殻条痕　ナデ胴部埋土３号住２７２．５５４４０，４４２２６

良○○○○灰褐色茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴～底部ⅦＩ－１１２７２．６７４３７，９２７

良○○○黄橙黄橙ケズリ　ナデ貝殻条痕胴～底部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．４２２４８，５６２外１９２８

良○○○暗褐色暗褐色ケズリ　ナデナデ胴部埋土３号住２７２．０８５７４２９

良火山ガラス○暗褐色明茶褐色ケズリナデ胴部埋土３号住２７２．５８４６０３０

良○○○○暗茶褐色明茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅧＩ－１１・１２２７２．８５２５８，２０６３１

良○○○茶～暗茶褐色茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部Ⅶ下Ｉ－１１２７２．４２２０７，４６４３２

スス付着普赤岩片○○○○茶褐色褐色ケズリナデ胴部ⅦＩ－１０・１１２７２．４１６０２，５６１外２３３

良○○茶褐色茶褐色ケズリ　工具ナデナデ胴部埋土３号住２７２．３７４７１３４

良○○○褐色明茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅧＩ－１１２７２．６９２３４３５

良○黒褐色赤褐色ケズリ　ナデナデ胴部埋土３号住２７２．６５４２８３６

良火山ガラス・赤岩片○○○茶褐色～褐色茶褐色～褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅧＩ－１０・１１２７３．１０２９４，２４０外２３７

外面スス付着良赤岩片○○○褐色暗褐色ケズリ　ナデナデ胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．３６４８６，４８４外４３８

外面スス付着良赤岩片○○○○褐色～茶褐色褐色～茶褐色ケズリ　ナデナデ口縁～胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．５２３４２，４５７外８３９

良赤岩片○○○茶褐色茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．６０２７０，２６０外７４０

１１

良○○○茶褐色暗茶褐色ケズリナデ胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．９１２７１，２７３外２４１

良○○○茶褐色暗茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部Ⅶ下Ｉ－１０２７２．８９２７２４２

良赤岩片○○○茶褐色暗褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅧＩ－１０２７２．９３３３６，２６９４３

スス付着良赤岩片○○○赤茶褐色褐色～茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅧＩ－１０・１１２７２．４９１１，２５１外９４４

良金雲母○○○茶褐色暗褐色ケズリ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．３９５４６４５

良金雲母○○茶褐色茶褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．６９３０４４６

普○○明茶褐色明茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅦＩ－１１２７２．４０４６２，２７４７

良○○○暗茶褐色明茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部Ⅶ，ⅧＩ－１１２７２．４９２５５，３９１外３４８

良金雲母○○○茶褐色茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．４６４３２，５６４４９

良○○○灰褐色灰褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．４９４４８，４４９５０

良○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．８０２３６５１

普金雲母○○暗茶褐色茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．８５２３２５２

良赤岩片○○○黄橙黒褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．５６２９５，２９８外２５３

１２ 良赤岩片○○○黄橙赤褐色ナデ貝殻条痕胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．５５４８０，２７７外２５４

普赤岩片○○○明茶褐色灰褐色ケズリ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．７１３１８５５
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普○○灰褐色明茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７３．２１１，２６７，２８８５６

１２

普○○○灰黒色灰褐色ケズリナデ胴部ⅧＩ－１１２７２．６６２４４５７

良○○○明茶褐色暗褐色ナデ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．４７２４１５８

普○○○灰黒色明茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部ⅦＩ－１０２７３．１９２８９５９

良○○暗褐色黒褐色ケズリ斜位貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．４１４５４６０

良金雲母○○○茶褐色茶褐色ナデナデ胴部ⅦＩ－１１２７３．１４６３，２２５６１

良金雲母○○灰黒色茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅧＩ－１１２７２．６９２３３６２

良赤岩片○○○○明茶褐色灰褐色ケズリ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．４８４７２６３

普○○灰黒色褐色ケズリナデ胴部埋土３号住２７２．３９４５５６４

普赤岩片○○○明茶褐色明茶褐色ケズリナデ胴部ⅦＩ－１１２７２．９４２４７６５

良○○灰褐色明茶褐色ケズリナデ胴部埋土３号住２７２．４８５８５６６

良金雲母○○褐色褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部埋土３号住２７２．４５５８９６７

良金雲母○○褐色茶褐色ケズリナデ胴部ⅧＩ－１１２７２．８７２１２６８

良○○○茶褐色茶褐色ナデミガキ底部埋土３号住２７２．４１５００６９

良○○○茶褐色茶褐色ナデミガキ底部埋土３号住２７２．３５５９０，４７５７０

良赤岩片○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁埋土４号住２７２．７４４０２７３

１４

良赤岩片○○○赤褐色茶褐色ケズリ　ナデ斜位貝殻条痕胴部埋土４号住２７２．６０４０５７４

良赤岩片・火山ガラス○○○明赤褐色明赤褐色ケズリ（横）横位貝殻条痕胴部埋土４号住２７２．５８４０１７５

良○○○明茶褐色赤茶褐色ナデナデ底部埋土４号住２７２．６９３９９７６

良○○明茶褐色赤茶褐色ナデナデ底部埋土４号住２７２．６２４０６７７

胎土が三層良○○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁Ⅶ下Ｈ－１２２７３．２９１５５８１

１６

良○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅦＦ－１２２７３．０２４０７８２

良○○○○茶褐色暗茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕口縁ⅧＩ－１０２７２．７８３７８８３

良○○○茶褐色暗茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部ⅧＩ－１０２７２．６９３９７８４

良赤岩片○○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部Ⅶ下Ｈ－１０２７３．３５３２０８５

良○○○黄褐色茶褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅦＨ－１２２７３．５０１５２８６

良○○○○褐色黒褐色ナデ貝殻条痕胴部ⅦＩ－１０２７２．９４３４７８７

良○○○○橙色黄橙色ナデ斜位貝殻条痕胴部Ⅷ，横転Ｉ－１１２７３．２９７３８８

良○○○茶褐色暗褐色ケズリ　ナデ横位貝殻条痕　ナデ胴部Ⅷ，横転Ｉ－１１２７２．７９３５６，３６０８９

普赤岩片○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅦＩ－１２２７３．３８１３４９０

良○○○灰褐色黄橙色ケズリ　ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅦＩ－１１２７３．２４５９１

良赤岩片○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部Ⅶ下Ｈ－１２２７３．２４１４５９２

良○○灰褐色灰褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅦＨ－１２２７３．６４１５０９３

表面剥離多し普赤岩片○○○茶褐色赤茶褐色ケズリ貝殻条痕胴部ⅦＩ－１１２７３．００８５９４

普赤岩片○○○茶褐色茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅦＦ－１２２７３．２１４０８，４０９９５

良赤岩片○○○明赤褐色明赤褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅦＨ－１２２７３．５９１４８９６

良赤岩片○○○明茶褐色暗褐色ケズリ　ナデ斜位貝殻条痕胴部ⅧＩ－１１２７２．６９３９２９７

良赤岩片○○○にぶい橙にぶい橙　ナデナデ胴部ⅦＨ－１２・１３２７３．４５１６４，１５３外３９８

良赤岩片○○○赤茶褐色暗褐色ケズリ縦位貝殻条痕胴部ⅦＩ－１２２７３．１６１１０，１１７９９

１７

普○○○○赤茶褐色褐色ケズリ縦位貝殻条痕胴部ⅧＩ－１２２７３．０６１８２，１９１，１９２１００

良○○○赤茶褐色明茶褐色ケズリ　ナデ縦位貝殻条痕胴部ⅦＩ－１２２７３．２３１０７，１０９１０１

良赤岩片○○○○赤茶褐色明茶褐色ケズリ縦位貝殻条痕　ナデ胴部Ⅶ，ⅧＨ・Ｉ－１２２７２．８１９３，１９３外１２１０２

良○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデ斜位貝殻条痕胴部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１１２７２．６９６４，３７６１０３

普赤岩片○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ縦位貝殻条痕胴部ⅦＩ－１２２７３．２７１１６，１３３１０４

普○○暗褐色赤茶褐色ケズリナデ胴部ⅦＨ－１２２７３．３３１３９１０５

良○○○○暗茶褐色赤茶褐色ケズリナデ胴部ⅦＩ－１１２７３．１６３５８１０６

普○○○褐色茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅧＩ－１１２７２．７８３６１１０７

普○○○明茶褐色灰褐色ケズリ不明胴部Ⅶ下Ｈ－１１２７３．３９２０４１０８

普赤岩片○○○茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅦＨ－１２２７３．６２１５１１０９

良赤岩片○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部Ⅶ下Ｈ・Ｉ－１３２７３．４６１６８，１６９，１８５１１０

普○○○茶褐色赤茶褐色ケズリナデ胴部～底部ⅦＩ－１１，Ｈ－１２２７３．４１１４，２５　外２１１１

良赤岩片・火山ガラス○○○明茶褐色明茶褐色ケズリナデ胴部ⅧＩ－１０・１１２７３．０２１７，３３１１１２

良○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅦＩ－１１２７３．０９８３１１３
１８

普○○○明茶褐色明茶褐色ケズリナデ胴部ⅦＩ－１１２７３．２３２６１１４
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普○○灰褐色灰褐色ケズリ横位貝殻条痕胴部ⅦＩ－１０２７３．１２３４５１１５

１８

良○○○暗褐色暗褐色ケズリ斜位貝殻条痕胴部Ⅶ下Ｉ－１１２７２．９１１８１１６

普○○○○茶褐色明茶褐色ケズリ不明胴部ⅦＩ－１２２７３．３２９１１１７

良○○○灰褐色灰褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅦＩ－１０２７２．８８３４９，３８４外２１１８

普金雲母　赤岩片○○○明茶褐色明茶褐色ケズリナデ胴部ⅦＨ－１３２７３．４１１５８１１９

普赤岩片○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリナデ底部ⅦＨ－１２２７３．３６１３６１２０

普○○○にぶい黄褐色明黄褐色ケズリ　ナデ貝殻条痕胴部ⅧＦ－１２２７３．１０４１０１２１

普○○○茶褐色茶褐色ナデナデ底部ⅦＩ－１１２７３．０３３５５１２２

良赤岩片○○○黄橙赤褐色ナデナデ胴～底部ⅦＩ－１１２７２．９８３，３４，３５１２３

良赤岩片○○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ縦位貝殻条痕底部ⅦＩ－１２２７２．２３１１８１２４

良赤岩片○○○明茶褐色明茶褐色ケズリ　ナデ横位貝殻条痕　ナデ底部Ⅶ，ⅧＩ－１０・１３２７２．６９１６７，３７２１２５

普赤茶褐色赤茶褐色ケズリナデ底部ⅦＩ－１１２７３．１０５７１２６

良○○○茶褐色茶褐色ケズリナデ底部側面ⅧＩ－１１２７２．６４３９３１２７

良赤岩片○○○茶褐色茶褐色ケズリ　ナデナデ底部Ⅶ下Ｉ－１１２７３．０５１８８１２８

良○○○暗茶褐色暗茶褐色ケズリ　ナデナデ底部Ⅶ下Ｈ－１１２７３．２９２０５１２９

普○○○茶褐色褐色ナデナデ口縁ⅦＩ－１２２７３．３７１３１１３０

２０

不○○○○褐色褐色ナデ不明胴部ⅦＨ－１２２７３．３４１４１１３１

良○○○暗茶褐色茶褐色ナデナデ胴部ⅦＨ－１２２７３．５０１４９１３２

普○○○褐色茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅦＩ－１２２７３．２１１２６１３３

普○○○○暗褐色茶褐色ケズリ　ナデナデ胴部ⅦＨ－１２２７３．３２１４６１３４

外面スス付着良○○○明褐色明褐色ナデナデ口縁～胴部Ⅶ，横転Ｉ－１１２７２．９０２１９，２１３外３１１３５

薄くスス付着良○○灰褐色灰褐色ナデナデ胴部ⅤａＭ－８２７１．９４５６８１５７

２９

良○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ口縁ⅤａＭ－８２７２．１６５３２１５８

良火山ガラス○○○明茶褐色明茶褐色ナデナデ胴部ⅤａＬ－８２７２．１１５３１１５９

普岩片○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ胴部ⅤａＬ－８２７２．１６５２８１６０

普○○○明茶褐色明茶褐色ナデナデ胴部Ⅴａ下Ｍ・Ｌ－８２７２．１４５７０，５４２１６１

良○○○明茶褐色明茶褐色貝殻条痕貝殻条痕底部ⅤａＬ－８２７１．８２５０３，５０４，５０７１６２
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備考石材重量（ｇ）最大厚（�）最大幅（�）最大長（�）器種層位地区取上
番号

遺物
番号

挿図
番号

ホルンヘルス４８８．０２．５１２．３１１．２礫器埋土３号住６０７７１
１２

軽石１４５．０４．９７．６１２．９軽石加工品埋土３号住６０４７２

安山岩１０９０．０６．４１１．６１３．５石皿埋土４号住４０４７８

１５ 安山岩６２０．０５．６９．８９．８石皿埋土４号住４２２７９

砂岩４９５．０５．０６．７９．９磨石埋土４号住４２６８０

黒曜石０．４０．２１．６１．７打製石鏃ⅧＨ－１０３１０１３６

２１

チャート０．７０．３１．６２．２打製石鏃ⅦＩ－１１３３１３７

安山岩０．６０．４１．６１．８打製石鏃Ⅶ下Ｉ－１３１７０１３８

先端部欠損チャート２．５０．５２．６２．６打製石鏃ⅦＩ－１１１０１３９

磨面あり頁岩３．６０．４２．２４．６打製石鏃ⅦＨ－１３１６２１４０

黒曜石０．６０．５１．０１．７剥片ⅦＨ－１３１６１１４１

チャート１５．７１．１４．４３．７石匙ⅦＨ－１３１５９１４２

２２

約１�３欠損チャート８．７０．９３．７３．５石匙ⅦＩ－１１７９１４３

黒曜石１７．０１．４３．６４．４スクレイパーⅦ下Ｉ－１３１７１１４４

チャート１７．２１．２４．１３．８スクレイパーⅦＧ－１１３０７１４５

チャート１０．８１．０４．０３．４スクレイパーⅦＨ－１１３０６１４６

一部欠損ありチャート１１．３０．６５．２３．８剥片ⅦＩ－１２１０８１４７

２３
チャート１６．２１．３２．５５．８スクレイパーⅦＩ－１３１７７１４８

一部欠損あり砂岩４．９０．４２．８４．０剥片ⅦＧ－１１３０８１４９

つぶれ・摩耗あり頁岩２４．７１．１２．８５．６磨製石斧ⅦＩー１３１６６１５０

砂岩３１０．０６．３７．４５．２石核Ⅶ下Ｇ－１０３１４１５１

２４
頁岩２３０．０２．３１０．０９．９礫器ⅦＩ－１２８８１５２

黒曜石４１．２４．９２．６４．８剥片ⅦＩ－１２１２８１５３

花崗岩３９０．０２．５７．３１１．５礫器Ⅶ下Ｉ－１２１２１１５４

砂岩３７０．０４．３６．５８．７磨石ⅦＩ－１３１７５１５５
２５

安山岩４５００．０８．２２０．９２２．０石皿Ⅶ下Ｈ－１０３２１１５６

黒曜石９．５１．７１．９２．７コアⅤａＬ－８５４３１６３２９
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　今回の調査をもって，東九州自動車道建設に伴う建山遺跡の発掘調査は終了した。ここではこれ

までの調査の成果も踏まえつつ，竪穴住居跡が出土した縄文時代早期前葉の建山遺跡についてまと

めてみたい。
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　今回の調査では縄文時代早期前葉と考えられる２軒の竪穴住居跡を検出した。平成１８年度の調査

でも２軒検出されているので計４軒となる。平面プランは１号・２号が隅丸方形，３号は隅丸長方

形を呈し，いずれも竪穴内外に柱穴は検出されなかった。４号は竪穴の一部の調査であり，竪穴内

に浅い窪み状のピットを１基検出したが，柱穴であるかは判断できなかった。

　隅丸方形や隅丸長方形の平面プランはこの時期の竪穴住居跡によく見られる形状であり，柱穴が

検出されない例も多い。しかしながら竪穴外部に柱穴が存在する可能性は否定できず，竪穴の掘り

込み面の問題から後述する。

　竪穴住居跡の床面積については，１号が５．１�，２号が３．４�，３号が８．５�である。ほぼ同時期

の竪穴住居跡が多数発見されている南九州の遺跡例を見ると，加栗山遺跡（鹿児島市）が８．４７�，

前原遺跡（鹿児島市）が６．０１�，上野原遺跡（霧島市）が７．３�，定塚遺跡（曽於市）が５．３４�※

であることから，ほぼ同規模の住居サイズであると言えよう。なお，１号竪穴住居跡から出土した

炭化物を測定した暦年較正用年代は，８９６１±４０ｙｒＢＰと報告されている。

��������	
��
����

　南九州では縄文時代早期の集落跡が各地で発見されているが，竪穴住居跡の大方が薩摩火山灰層

上面で検出されているのが現状である。その原因は薩摩火山灰層の上を黒色土が覆っており，住居

跡内の埋土と違いが見出せないことに起因する。しかし，その掘り込み面が薩摩火山灰上位の黒色

土中にあることは，遺物の出土状況や集石遺構の検出状況からも明らかであると考えられている。

　こうした様相の中，今回は４号住居跡が工事によって地表から検出面まで地層を見れること，３

号住居跡は多くの土器が住居の周辺に集中していることなどから掘り込み面を深るべく慎重に調査

を進めたが，今回もその検出はできなかった。黒色土内の石粒などの違いなどもこまかく比較した

ものの，その違いを見出すことはできなかった。

　そこで，遺物の出土状況からその掘り込み面を推定することとし，竪穴住居跡検出前の包含層出

土として取り上げた遺物も含めた垂直方向の出土状況を検討した（第５図参照）。結果は第Ⅱ章第

２節２遺構の項（Ｐ３１３）に記した通りである。住居内の上下で接合する遺物の上限と，周囲の遺物

の下限のレベルがほぼ同じ（検出面より２０～３０�高いレベル）であり，そのあたりに竪穴住居の掘

り込み面（当時の地表面）が推定できそうである。図面を提示していないが，短軸方向の断面に投

影した垂直分布でも同様な結果が認められた。このことから当時の竪穴の深さを復元すると，検出

面からの深さが２０～３０�である３号住居跡の場合は，４０～６０�程の深さがあったものと考えられる。

　また，このことは竪穴外部に柱穴が掘られていた場合，柱穴の深さが２０～３０�の範囲内であれば

気づかずに掘り下げてしまっていることになる。そのような状況での調査方法を含め，竪穴外部に

柱穴が存在する可能性については今後の検討課題としたい。
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　縄文時代早期前葉の土器はⅠ類とした。Ⅰ類土器は貝殻条痕文の上に貝殻刺突文を施すもので，
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加栗山式土器に比定される。本遺跡で出土しているⅠ類土器の口縁部には，すべて楔形の粘土紐貼

付文（クサビ）が施されている。器形は円筒形・角筒形の他に，口縁部上面観がレモン形を呈する

ものとがある。数量的には円筒形が大部分を占めており，角筒形・レモン形は少ない。

　地文となる貝殻条痕文は器面調整の結果が文様効果も表していると考えられるが，中には貝殻条

痕が観察されず，器面をナデ調整した上に貝殻刺突文を施したものもある。よって加栗山式土器の

器面調整には，貝殻条痕によるものとナデによるもの両方が存在すると言える。貝殻条痕文は横ま

たは斜位に施されるものがほとんどであるが，９９～１０２のように縦方向に長いストロークで貝殻条

痕文が施されているものがあり特筆される。

　貝殻刺突文については，細い波線状を呈する刺突

文と，方形の凹点状の刺突文が見られる。波線状の

刺突文については貝殻腹縁を立てて刺突することに

より施文できるが，方形の凹点状刺突文については

施文具・施文方法がはっきりしていなかった。今回，

鹿児島大学の本田道輝先生の御教示により，波線状

の刺突文に使用するものと同様な貝殻を用いて，類

似した文様を再現することができたのでその方法を

以下に述べる。施文具とするのは凹凸のはっきりし

た貝殻腹縁を持つアナダラ属などの貝殻である。

　貝殻の外側（肋がある側）を自分の方に向けて縦位に持ち，少し斜めにして腹縁を器面に押し当

てる。軽く刺突してそのまま横にわずかに引き，貝殻を器面から離すと方形の凹点状の文様が施文

できる（図版１）。これを縦方向に移動しながら直線的に繰り返すことで，縦位の貝殻刺突文を施

していると思われる。実験に用いた貝殻の大きさでは，腹縁のカーブにより直線的に施せるのは肋

が３～４本分であるが，実際の土器では肋５～６本分のものもあり，貝殻の大きさや種類などまだ

検討すべき課題も残している。

　石器について特筆されるものは，４号竪穴住居跡から出土した石皿である。周辺を加工した定型

的な石皿は，草創期から出土し早期前半で終わるものであるが，早期前半のものは指宿市岩本遺跡

などのように使い込んで深く窪んでいる傾向があり，ここの石皿も同様の様相を示している。
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　当該時期の集落は縄文時代の他の時期の集落に比べて多様な遺構から成っている。つまり，竪穴

住居・土坑・連穴土坑・集石遺構・道などである。建山遺跡では前の調査を加えて，竪穴住居跡４

軒，竪穴状遺構２基，集石遺構３１基，連穴土坑１基，土坑１３基から成る。遺跡はさらに東西に広が

る可能性はあるが，その中核部を高速道路は抜けていると思われる。

　第３３図に全体の遺構配置図を示したが，竪穴住居跡は遺跡のほぼ北端と南端に２軒ずつ位置し，

直線距離で約６５０ｍ離れている。この距離は同じ集落と考えるには無理があり，同時期に併存して

いた別々の集落か，どちらかに移動してきたのか，加栗山式土器を使用していた時間幅の中で考え

ていく必要があろう。また，集石遺構や土坑，落とし穴はその中間の３０区～４０区あたりに集中して

おり，集落の在り方や空間利用の在り方として今後の検討課題としたい。

　※「定塚遺跡・稲村遺跡」　２０１０．３　鹿児島県立埋蔵文化財発掘調査報告書１３２　鹿児島県立埋蔵文化財センター
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　東九州自動車道建設に伴い，埋蔵文化財の取り扱いについて交わされた鹿児島県教育委員会と各

開発関係機関との協議の経緯については，Ⅰの第１章に記されたとおりである。その経緯を受けて

西原段Ⅰ遺跡は，平成１８・１９年度に未買収地を除いた部分の確認調査・本調査を実施した。

　平成１８年度は遺跡の南側（Ａ地点）と北側（Ｂ地点），平成１９年度は遺跡の南端（Ｃ地点）を調

査した（第１図参照）。調査の結果，旧石器時代から縄文時代の早期，中・後期，古代～中世と長

期に及ぶ遺構や遺物が発見された。特に注目される遺構は，縄文時代早期の集石遺構，古代～中世

の硬化面を伴う道路状遺構，畑の畝跡，落とし穴などが挙げられる。遺物については組織痕文土器，

中津野式土器，土師器，石鏃，磨石，石皿等が出土した。その調査成果については平成２０年度に

「鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１３９）建山遺跡　西原段Ⅰ遺跡　野鹿倉遺跡」

として刊行されている。

　平成２１年３月には用地取得できたＡ地点に隣接する部分（中央の市道より南側）の確認調査を

行った。その結果，遺構・遺物ともに発見されなかった。

　残りの未調査部分（中央の市道より北側）については，平成２１年４・５月に確認・本調査を並行

して実施することとなった。

　調査は平成２１年４月１３日から５月２６日の実働２７日間行った。
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��������（本調査・報告書）

　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　長　　山下　�美

　調 査 企 画　　　　　　　〃　　　　　　　　　 次 長 兼 総 務 課 長  　　齊藤　守重
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　青�　和憲

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 調 査 第 二 課 長  　　彌榮　久志
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 主 任 文 化 財 主 事 兼  
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調査第二課第一調査係長　　長野　眞一

　調 査 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　大久保浩二
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 文 化 財 研 究 員  　　藤島伸一郎
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 調 査 員        　　岩下　直樹
　　　　　　　　　　　

　作 成 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　大久保浩二
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 文 化 財 研 究 員  　　藤島伸一郎
　　　　　　　　　　　

　事 務 担 当　　　　　　　〃　　　　　　　　　総 務 係 長      　　紙屋　伸一
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　　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　主　　　　　　　　　査　　��　智博

　企 画 委 員　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　　永�　功治
　　　　　　　　　　　

　報告書作成検討委員会　平成２１年１２月１１日　山下所長ほか　９名

　報告書作成指導委員会　平成２１年１２月２日　青崎次長ほか　２名

　遺 物 指 導　　鹿児島大学法文学部　　　　　　准 教 授     　　本田　道輝
　　　　　　　　　　　

��������	

　調査の経過は，日誌抄により週単位で略述する。

　平成２１年４月１３日（月）～４月１７日（金）

　　調査機材搬入，ベルトコンベア設置。Ｂ～Ｄ－１９～２２区Ⅶ・Ⅷ層調査，土坑１号・２号検出。

　平成２１年４月２０日（月）～４月２４日（金）

　　Ｂ～Ｄ－１９～２２区Ⅶ・Ⅷ層調査。土坑１・２号調査。Ｅ－２７区周辺の表土処理。約１ｍの造成

土の下に文明ボラ層あり。土坑１号半掘・写真・埋土観察。土坑２号は横転と判断，写真撮影。

１～４トレンチ設定。Ｂ～Ｄ－１９～２２区Ⅷ層まで調査終了。旧石器確認トレンチＡ～Ｃトレ設

定。Ｂ・Ｃ－１９区南側土層断面写真・断面実測。１トレンチ，Ⅸ層まで終了。Ｃ－２０区，Ｃ－

１９区，Ｂ－２１区旧石器確認トレンチ設定，Ⅹ・�層調査。土坑１号完掘，写真，平面・断面図

作成。１トレンチ拡張，Ⅹ・�層調査。Ｂ～Ｅ－２７・２８区表土剥ぎ。

　平成２１年４月２７日（月）～５月１日（金）

　　Ｂ・Ｃトレンチシラス上面まで掘り下げ終了，完掘状況撮影。Ｃトレンチ土層断面図作成。１

トレンチ清掃，写真，土層柱状図作成。Ｂ～Ｅ－２７・２８区Ⅱ層～Ⅲｂ層掘り下げ。一部Ⅳ層掘

り下げ。

　　Ｂ～Ｄ－１９～２２区Ⅸ層（サツマ）上面まで清掃，完掘状況撮影。遺物取り上げ（平板測量）。

　平成２１年５月７日（木）～５月８日（金）

　　Ｂ～Ｅ－２７・２８区Ⅳａ層～Ⅳｂ層掘り下げ，範囲図作成。５・６トレンチⅣａ層～Ⅵｂ層掘り下げ。

　　２トレンチⅤａ層～�層掘り下げ。

　平成２１年５月１１日（月）～５月１５日（金）

　　Ｃ・Ｄ－２８区先行トレンチ２ヶ所Ⅴａ層掘り下げ。２トレンチ拡張区Ⅸ層上面写真撮影及びⅨ

層～�層掘り下げ。�層・ⅩⅦ層写真撮影及び土層断面図作成。Ｃ－２２・２３区７トレンチⅦ層

～Ⅸ層掘り下げ。範囲図作成（１・２・４・６・７トレンチ）。

　平成２１年５月１８日（月）～５月２２日（金）

　　Ｃ－２２・２３区７トレンチⅩ～ⅩⅥ層掘り下げ，完掘状況写真撮影及び柱状図作成。Ｃ－Ｄ－

２７・２８区８トレンチⅨ～�層掘り下げ，上面検出状況写真撮影。１０トレンチⅦ・Ⅷ層掘り下げ。

Ｄ・Ｅ－２８区９トレンチⅥ～Ⅷ層掘り下げ。Ⅸ層上面検出写真撮影。Ｄ・Ｅ－２７区１０トレンチ

Ⅵ～Ⅷ層掘り下げ，Ⅸ層上面検出。１１トレンチⅥ層掘り下げ。Ｃ－２７区６トレンチⅥ～ⅩⅦ層

掘り下げ，シラス検出状況写真撮影及び柱状図作成。Ｄ－２７区１１トレンチⅥ層掘り下げ。Ｃ～

Ｄ－２８区北壁土層断面清掃写真撮影。

　平成２１年５月２５日（月）～５月２６日（火）

　　Ｄ・Ｅ－２７区１０トレンチⅨ層完掘状況写真撮影，Ⅹ層掘り下げ。Ｄ－２７区１１トレンチⅧ層掘り

下げⅨ層上面検出。Ｃ～Ｅ－２７・２８区の清掃及び全体の写真撮影，現場終了。
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第１節　調査の方法・概要及び層位

　調査区域は１０ｍ×１０ｍのグリッドを設定して調査を行った。グリッドの設定は，平成１８・１９年度

本調査のものを踏襲し，工事用基準杭ＳＴＡ２６２＋６０とＳＴＡ２６２＋８０の２点を結ぶ直線を基準軸とし，

西側から東側に向かってＡ・Ｂ・Ｃ・・・，南側から北側に向かって１・２・３・・・とした。第

２図に調査区のグリッド図を示す。

　調査地は植栽が行われていたため，上部を伐採・撤去後調査に入った。樹根及び表土については，

立ち会いの下，重機により除去したが，大部分が圃場整備による天地返しのため地表から３ｍ近く

まで撹乱を受けていた。

　橋脚工事の関係で，Ｂ～Ｅ－２１区から調査に入った。天地返しによる撹乱が深いため，Ⅵｂ層

（Ｐ１１火山灰）まで重機で除去し，Ⅶ層から人力で掘削を行った。またＡ・Ｂ・Ｃの３か所にトレ

ンチを設定し下層確認をおこなったが，遺構・遺物ともに発見されなかった。

　この範囲で土坑１基，遺物６点しか出土しなかったため，Ｂ～Ｆ－２２～２６区については５か所に

トレンチを設定し，確認調査を行った。その結果，２トレンチのⅦ層から打製石鏃が１点出土した

ためトレンチを拡張して調査したが，他に出土は見られなかった。

　Ｂ～Ｆ－２６～２８区については一部Ⅱ層の文明ボラ層が残存していたため，畑跡の存在を想定し慎

重に調査を進めたが，畝跡等は検出されなかった。そのままⅣａ層までは全面的に掘り下げたが，

遺構・遺物ともに発見されなかった。その後，６～１１トレンチを設定し下層の確認を行ったが，同

様に遺構・遺物ともに発見されなかった。

　層位はⅠ－第５章（９頁参照）に記されている通りである。第３図に遺跡内の土層図を示す。

・グリッドは１０ｍ 
・太線は地層断面図の位置 
・グリッドは１０ｍ 
・太線は土層断面図の位置 
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����（第５図）

　Ｃ－１９区のⅨ層（薩摩火山灰層）上面で検出された土坑である。検出面でのプランは長軸が１０８

�，短軸は５５�の隅丸長方形で，軸線はＮ－１００°－Ｗである。東側から延びる谷へ下る傾斜面に

掘られている。検出面からの深さは約２５�であるが，上部はかなり削平されているので，当初はあ

る程度の深さがあった可能性もある。埋土は黄褐色砂粒土の単一で，白い砂粒を多く含み，５～１０

�程度の黄色パミスが混ざっている。これはⅣｂ層（霧島御池火山灰層）に相当するもので，よっ

て土坑は縄文時代前期から中期の遺構と考えられる。底面の断ち割りも行ったが，小ピットの痕跡

は検出されなかった。

●　土器 
▲　石器 
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　遺物は縄文時代早期前半の包含層であるⅦ層・Ⅷ層から出土した。土器３点，打製石鏃２点，磨

石・敲石１点，石皿１点である。５の打製石鏃のみが２トレンチⅦ層からの出土で，他はすべてＢ

～Ｅ－２１区のⅦ・Ⅷ層からの出土である。

����（第６図１～３）

　１は底径５�を測る小型土器の底部である。高さ３�ほどしか残存していないが，外面は丁寧な

ミガキで仕上げられており，底部から胴部の立ち上がり部分に，短い縦の刻みを等間隔に施してい

る。内面には指ナデの痕が観察される。

　２，３は楕円押型文土器の小片である。Ⅷ層から出土した。

　２は口縁部の小片で，口唇部には縦の刻みを施し，胴部外面には楕円押型文が横方向に施されて

いる。内面にも浅く楕円押型文が観察されるが，施文後にナデ調整されている。

　３は胴部の屈曲部分である。外面は米粒状の楕円押型文が施されたのちにナデられている。内面

は屈曲部より上位には浅い楕円押型文が観察されるが，下位にはケズリ痕のみである。

��������



－３５４－

����（第６図４～７）

　４は正三角形状を呈する小型の打製石鏃で，基部はやや内湾している。石材は透明感のある黒曜

石である。Ⅷ層から出土した。

　５は２トレンチのⅦ層から出土したもので，二等辺三角形状を呈する打製石鏃である。両端はや

や鋸歯状に剥離を施し，基部には深い抉りを施し脚部を作り出している。石材は黒みを帯びた

チャートである。

　６は磨石・敲石である。表・裏面に磨り面が観察され，両面とも中央には凹石状のごく浅い敲打

痕が残る。全周には敲打痕が巡り，一部は敲打により欠損したと見られる。石材は砂岩である。

　７は石皿の破片である。やや肉厚で扁平な安山岩の転石を利用し，表面には明瞭な磨滅面が観察

される。６の磨石とは約６ｍ離れて出土している。

�������

　今回の調査地は平成１８・１９年度に行われた調査地のほぼ中央にあたるため，これまで以上の調査

成果が期待されたが，天地返し等の撹乱が多かったことや，東側からの谷が大きく入り込んでいる

傾斜地形であったことなどから，わずかな遺構・遺物の発見にとどまった。

　しかしながら，西原段Ⅰ遺跡の所在する台地全体の空間利用としてみた場合，平成１８年度の調査

で縄文時代早期の集石遺構や縄文時代晩期の土器等が多く発見された台地北側は住の空間，今回の

調査地は谷頭を利用した狩り場的な空間として捉えることもできる。Ｃ－１９区で検出された土坑も

底面の小ピットこそ検出されなかったが，谷頭の等高線に沿う形で掘られており，落とし穴の可能

性が考えられる。また，平成１８年度の調査では集石遺構に伴うⅦ・Ⅷ層の土器が検出されていな

かったが，今回該当する層から小型土器底部，押型文土器が発見されたことは，集石遺構の時期を

考える上でひとつの指標になろう。

　そのⅦ層出土の小型土器については，底部に丁寧なミガキがかけられており，側面の上部にも貝

殻条痕の上からミガキで仕上げた形跡がある。底部の立ち上がり部分には短い縦の刻みが等間隔に

連続して施されている。底部にミガキを施す手法は吉田式土器にみられるものであるが，縦の刻み

は石坂式土器にみられるものである。両者を併せ持つ土器については詳細不明であり，今後の資料

の増加を待ちたい。
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備考焼成
胎土色調調整

部位層位地区遺物
番号

挿図
番号 他角閃長石石英（内）（外）（内）（外）

良○○○明茶褐色明茶褐色指ナデミガキ底部ⅦＢ－２２１

６ 良○○○茶褐色茶褐色ナデナデ口縁部ⅧＤ－２１２

良○○○暗茶褐色茶褐色ナデナデ頸部ⅧＤ－２１３

��������	
�

備考石材重量（ｇ）最大厚（�）最大幅（�）器種層位地区遺物
番号

挿図
番号

黒曜石０．５０．２１．５打製石鏃ⅧＣ－１９４

６
チャート１．００．４２．２打製石鏃Ⅶ２Ｔ　Ｅ－２４５

砂岩５３０．０４．４９．９磨石ⅦＣ－２０６

安山岩９７０．０６．６１５．１石皿ⅦＣ－２０７
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